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　そこは夥おびただしいほどの本に囲まれた空間。

　本ほん棚だなから零こぼれるように床ゆかにもあちこち本が散在している。

　周囲は暗くら闇やみが支配し、たった一つランタンの淡あわい光だけが辺りを照らしていた。

　その光の中心には、積み重ねられた本を椅い子すにして座る男の姿があった。彼は黒表紙の本を右手に持ちながら、静かに読書を楽しんでいた。

　男は、腰こしまで伸のびた長い金きん髪ぱつの毛先を、女性のように左手でクルクルと弄いじると細い目をさらに細めながら、薄うすい笑えみを浮うかべる。

　すると、不意に男がその口を開く。

「────首しゆ尾びはどうかな？」

　本以外何もない空間に投げかけられた言葉。

　しかし、暗闇の向こうから女性の声が響ひびく。

「申し訳ございません。例のものの入手に失敗致いたしました」

「……それは残念だなぁ」

「しかし、誰だれが入手したのかの見当はついております」

「へぇ、誰かな？」

「革命団──《在るべき世界アヴニール》かと」

　その言葉を受け、男がピクリと眉まゆをひくつかせた。

「【フォドンの町】とその周辺に合計三名の団員の姿を確認しました」

「そうかぁ。まさか彼らがあそこに目をつけるとは。せっかく君に潜せん入にゆうしてもらっていたというのに、これは僕のミスだね。ごめんごめん」

「いえ、私の動きが遅おそ過すぎました。どんな処しよ罰ばつでも受ける所存です」

「ふふ、必要ないよ。確かにアレを手に入れられなかったのは予定外だけど、実験の方の進しん捗ちよくは順調だし、ね」

「ですがアレが革命団の手に渡わたったとなれば今後面めん倒どうなことになるかと」

「そうかなぁ？　僕は楽しみではあるけれどね。ところでその【フォドン】の領主、ダリルとかいう虫のささやかな夢を潰つぶしたその団員、名前は分かってる？」

「三名のうち二名は、初めて聞く名前でしたが……もう一名はカゲツ・ウォリアスです」

　カゲツの名を聞いた直後、男がニヤリと楽しげに笑みを浮かべた。

「それはそれは。懐なつかしい名前を聞いたね。彼も今じゃ革命団の中ちゆう核かくを担になう存在らしいじゃないか。本当にずいぶん出世したみたいだね。次に会う時が楽しみだ。まあ、彼は僕のことなんか覚えてないだろうけどね」

　そう言いながら男は、はははと肩かたを竦すくめる。

「では現状は放置でよろしいと？」

「うん、いいよ。それよりも今は例の実験に力を入れたいからね。あ、そうそう。そのためにも材料が必要だから、また集めてきてくれる？」

「はっ、例のごとく〝人〟……でよろしいですか？」

「ふふ、当然さ」

　男は本を閉じると、スッと立ち上がり、女のいる暗闇に向けて不敵な笑みを作りながら言った。

「そうだなぁ、二百人くらいでいいよ。今度は獣じゆう人じんで試すってのも面おも白しろいかも」

　そのまま男は天てん井じように向けて顔を上げ、恍こう惚こつとして頰ほおを緩ゆるめる。

「あぁ、楽しみだなぁ。また見ることができるんだね──人間が爆ばく発はつするところを。ねえ、二百人が一気に爆発するときっと綺き麗れいだろうねぇ」

「はっ、くだらない人間どもの命でも主あるじの役に立つとなれば本望でしょう」

「ふふふ、当然だよね。じゃあそういうことで頼たのむよ」

　女は短い返事をすると、その場から気配を消した。

　男は一人、楽しそうに声を出して笑う。

　誰もが後ずさってしまうほどの狂きよう気きを、その瞳ひとみに宿しながら──。











第一章　食糧泥棒を追え






　──【コクーン島】。

　その中にある『第七特殊任務部隊セブンス』待機室では、アクス・オーダーがテーブルの上に置かれたビーカーを難しい顔で睨にらみつけていた。ビーカーの中には液体が半分ほど入っている。……青色の。

「…………どうしても飲まないといけないのか？」

「何か飲めない理由でもあるのかしら？」

　無表情でそう尋たずねてきたのは最近『第七特殊任務部隊セブンス』のメンバーになったティトだ。

　その身に白衣を纏まとい、実験の結果を待ち望んでいるような期待を込めた瞳をアクスに向けている。

「いや、飲んで大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫よ。……多分」

「多分って何だ！　大体何でいつもオレが実験体になってお前の開発する妙みような薬を飲まないといけないんだ！」

　ティトは研究者であり、以前は【フォドンの町】の領主にその腕うでを買われ、鉱山の中で兵器の開発を行っていた。しかし、ある事件をきっかけに、父親を人質にとられていた彼女を救った革命団である『第七特殊任務部隊セブンス』の一員となったのである。

　この施し設せつに来てからはまだ日が浅いものの、既すでにその実力をいかんなく発揮し、製薬技術などで団長からも重宝される存在になっていた。

　そして何故なぜか新薬を作る度たびに、その試飲をアクスに求めてくるのだ。

「この前なんて髪かみがワカメみたいに伸びまくって大変だったんだぞ！　その前の声が女みたいに高くなったやつもしばらく元に戻もどらなくてアルやピュアラにからかわれたし」

　アルというのはアクスを溺でき愛あいしている義姉のアルティア・スクルドのことだ。

　同じ『第七特殊任務部隊セブンス』のメンバーで可愛かわいいもの好きなピュアラ・ココロクルもまたアルティアと一いつ緒しよになってアクスをからかう始末だった。

「……それで？　今回は何の薬なんだ？」

「それは飲んでからのお楽しみよ」

「またか……前から言ってると思うがそんなもの怖こわくて飲めるか」

「大丈夫よ、副作用だって長くて一日だけよ」

「やっぱり副作用もあるのかよ……」

「バカね、カラスくんは何を言っているのかしら」

「カラスくんって呼ぶなって言ってるだろ」

「副作用のない薬などないわ。効き過ぎる薬ほど余計にね」

「…………じゃあ何でいつもオレばかりが試飲しなきゃならないんだ？」

「だって反応が楽し……あなたならどんな副作用でも頑がん丈じようだから大丈夫だと思ってね」

「今楽しいって……」

「そんなこと言ってないわ」

「いや、だって今……」

「言ってないわ」

「…………そっか」

「そうよ。だから飲みなさい。大丈夫よ。今回もきっとアルティアとピュアラも喜んでくれると思うわ」

　ここで無理やり逃にげても結局は飲まされることが分かっている。

　何といってもアルティアとピュアラが彼女の味方なのだ。

　女子三人で詰つめ寄られたら、アクスも断ることは容易ではない。

「はぁぁ……分かったよ」

　ガックリと肩を落としながらアクスはビーカーを手に取る。

　熱くもないというのに、何故かボコボコと液体が沸ふつ騰とうしているのだが……。

「……ちゃ、ちゃんと飲んでも大丈夫な材料を入れてるんだよな？」

「当然よ。この私が作ったものだもの」

　ここは覚かく悟ごを決めて飲むしかないようだ。

　恐きよう怖ふを押し殺しながらビーカーを口元に近づけていく。

　すでに心臓はドクンドクンと高鳴っている。

　──どうか、当たり障さわりのない薬であってくれ。

　躊ちゆう躇ちよしたら飲めなくなりそうなので、一気に煽あおろうとしたその時だ。

「──あ～疲つかれたぁ。あ、アクスくん！」

　待機室の扉とびらを開けて入ってきたのは、昼の仕事を終えて疲ひ弊へいした様子のアルティア・スクルドであった。

「お、おう、アルティアか、どうした？」

「もう！　聞いてくださいアクスくん！　カゲツ隊長ってば、今日提出の書類をすっかり忘れてたんです！　お蔭かげで書類の作成を大急ぎで手伝わされてもうクタクタですぅ～」

　慰なぐさめてください～と言わんばかりに頭を擦すり寄せてきたので、アクスは「はいはい」と雑に撫なでた。

　それでもアルティアは嬉うれしいのか「にへへ～」と笑っている。

「おお！　ちょうど喉のどが渇かわいていたんですよ～。お姉ちゃんに潤うるおいまで準備してるとは、持つべきは優しい義弟ですね！」

「え、あ、そ、それは……！」

　アルティアがアクスの持っていたビーカーを強引に奪うばうと…………飲んでしまった。

「んぐんぐっ!?　……っぷはぁ！　なーんか変わった味でしたけど、結構サッパリしてましたね。案外癖くせになるかも……って、あれ？　ビーカーですねコレ？」

　何で入れ物がビーカーなのかと問うように、ビーカーを傾かたむけるとアルティアがアクスを見つめる。

　それに答えるためにアクスは、サッとティトを指差す。

「ほえ？　あれ？　いたんですか、ティトちゃん……って、まさか今のって……！」

　青あお褪ざめた顔をアクスに向けてきたので、アクスは無言でコクンと頷うなずく。

「……むむ？　んん？」

「どうかしたか、アル？」

「い、いえ、何だか頭がムズムズしてきて……」

　その感覚は以前髪がワカメ状態になった時と酷こく似じした反応だった。

　そして──ピョコン。

「……ん、どうやら成功のようね」

「「は？」」

　変化が終わったようだが、アルティアの反応から見て実感は……なさそうである。

　ただアクスが「は？」と言ったのは、アルティアの変へん貌ぼうが予想外の姿を見せたからだ。

「うわぁ……」

「え？　え？　うわぁってなんですかアクスくん！　何なんですか!?」

　アクスの反応を見てもいまだ何が起きているのか分かっていないアルティアは、ティトから手鏡を差し出されるなり、自分の姿を確認した。

「──っ!?」

　驚おどろくことにアルティアの白銀の髪かみが青色へと変色していた。

　さらにそれだけでなく、頭の上にはピョコンと可愛かわいらしい猫ねこ型の獣けもの耳みみが生えている。

「え、ええぇぇぇぇぇぇっ!?」

　盛大に驚きの声を上げるアルティア。

　まさか獣人のような姿に変化するとは、一体どういう原理なのかサッパリ分からない。

「おい、これがさっきの薬の効能か？」

「そうよ。髪の色を変える薬。効果が切れる時間を確かめたいからそのままでいてね」

「髪の色？　じゃあこの獣耳は？」

「ああ、それは耳じゃなくて、髪が耳のように変色し固まっているだけ。多分それが今回の副作用なんでしょうけれど」

「どんな副作用だ……」

　それでもつい確かめてみたくなって、アクスはアルティアの新しい耳に触ふれてみた。

　…………ふむ。

　なるほど。手て触ざわりは髪の結合体のような感じだ。

　獣耳のような体温もないし、柔やわらかさもそれほど持ち合わせてはいない。

　しかし外見上は立派な獣耳にしか見えないが。

「ぁ……ん……も、もうアクスくん……子供扱あつかいはヤですよぉ」

　言葉とは裏腹に、アルティアは嬉しげに頰ほおを赤らめ、若じやつ干かん艶なまめかしい声を出しながら身体をモジモジさせている。

「こ、こういうのはできれば二人っきりの時の方が……」

　まためんどくさいことを言い出したので、ペチンと軽く額にデコピンをしてやった。

　そのせいで「ぁう!?」と痛がるアルティアをよそ目に、彼女から手を離はなしてティトに尋たずねる。

「……何でこんなものを？」

「それがあれば変装の手助けにもなるでしょ？　髪の色を変えただけでも大分印象は変わるものよ」

　獣耳（偽にせ）も生えているがな、とは口にしなかった。

　ティト曰いわく、アクスたちの直属の上司であるカゲツ・ウォリアスから、何か正体がバレにくい変装はないものかと相談を受けていたそうだ。

　アクスの所属する『第七特殊任務部隊セブンス』は、潜せん入にゆうミッションが多い。故ゆえに簡単に変装できるような新薬を開発できれば、ミッションの成功率もあがると考えたのだ。

　確かに、一いつ瞬しゆんで、こんな風に劇的に風ふう貌ぼうを変化させられるのであれば、潜せん入にゆう捜そう査さ時にも重宝されるだろう。

　もちろん…………副作用がなければ、だが。

「しかし面おも白しろい副作用ね、興味深いわ」

「……マッドサイエンティストめ」

「誉ほめ言こと葉ばとして受け取っておくわ」

　これだから研究者や科学者は始末に負えないのだ。

「しかしさっきの薬だが、完成したとしてもっと飲みやすくはできないのか？」

「安心して。すでに錠じよう剤ざいに成型したものがここにあるわ」

「おい！　だったら何で液体の方を飲ませようとした!?」

「だって、その方が面白……おほん、愉ゆ快かい……んんっ、あらゆるデータが欲しかったのよ」

　ダメだコイツ、全然誤ご魔ま化かせていない。

　ティトのＳっ気はおいておくとしても、液体を飲み干すよりも、錠剤の方が飲みやすく便利なので助かる。

　それに聞くところによると、モルモットで試ためした結果、錠剤の方が液体より効果時間がかなり長くなるようだ。

　ただモルモットの次に試飲をさせられるとは、毎度のことながら納得いかない。

「そんなことよりティトちゃん、これってちゃんと戻もどるんですか？」

「安心しなさい。今あなたが服用したのは液体状のやつだから二時間から三時間程度で元に戻るわ……多分」

「多分……って」

　ガックリとショックを受けたように項うな垂だれるアルティア。

　そうこうしていると、また部屋の扉が開き、二人の人物が姿を現した。

「ヤッホー、アーくんたち元気にしてたー？」

　まず一人目。にこやかな笑顔で元気を振ふり撒まくその少女の名はピュアラ・ココロクル。

　彼女もまた同じ部隊の一員であり、革命団において皆みなのアイドル──歌うた姫ひめだ。

　そしてもう一人。

「ふわぁ～、はーい、定例会議を始めるぞ～」

　一いつ切さいやる気の感じられないこの男こそ我われら『第七特殊任務部隊セブンス』の隊長──『サボリーダー』ことカゲツである。

　そんな二人は部屋に入るなり、アルティアを見て足を止めた。

「え、えっとぉ……誰だれぇ？」

　小首を傾かしげながらピュアラが言う。

　彼女たちには、項垂れるアルティアの後ろ姿しか見えていないのだ。

「おい、アル、ピュアラたちが来たぞ」

「……へ？　あ、ピュアラちゃん？」

　振り向いたアルティアの発言にピュアラとカゲツがギョッとなる。

「へ？　その声は……アルちゃん!?」

「ん、そうですよ。あ、隊長もいたんですね」

「やっぱりアルちゃんなんだね！　なになにその恰かつ好こう！　コスプレ！　可愛い～っ！」

「うっぷ!?　きゅ、急に抱だきつかにゃいでくだしゃい～っ!?」

「私とおそろいだねー！」

　舞まい上がるピュアラをよそに、カゲツはめざとくビーカーを発見したようで「なるほど」と頷いていた。

　どうやら状じよう況きようを正確に把は握あくしたようである。

「あーはいはい、ピュアラ。嬉しいのは分かったから、今はちょっと落ち着きなさいって。定例会議をやるんだから」

「えぇー、しょうがないなぁ」

　そう言いながら名残なごり惜おしそうにアルティアから離れる。

　カゲツを前に、アクスたち四人が対面するように一列に並び立つ。

「と、その前にティト、変装用の薬開発ご苦労様。見たところ十分に効果が発揮されてるみたいだね」

「ええ、特に体調にも不具合が出ている様子もないし問題ないと思うわ」

　カゲツが要望通りに新薬開発を成功させたティトを労ねぎらう。

　そのまま咳せき払ばらいを一つすると、続けてカゲツが話し始めた。

「んじゃ、報告報告っと。……あれ？　何だっけ？」

「おい。サボリーダー。その顔面を殴なぐって、思い出す手助けをしてやろうか？」

「冗じよう談だんだよ冗談。つーか、怖こわいね君……おほん、話を進めるよ。えー。とはいっても目新しい情報はないんだけどね。今は任務もないし」

「隊長ー、例の〝黒の紙片ギア・ピース〟については何か分からないんですか？」

　尋ねたのはアルティアだ。

　その言葉にアクスはピクリと眉まゆを上げて反応した。

　その理由は明確だ。

　何故なぜなら以前見せてもらった〝黒の紙片ギア・ピース〟に書かれていた文字は、アクスが赤子として意識を持つよりも前からその記き憶おくにある〝日本語〟だったのだから。

　アルティアからは、この世界にはない言語だとは聞いている。

　しかしアクスは読める。

　これは転生したアクスの前世が日本語を理解する存在だったことを示す。

　ほとんど日本という国にいた記憶は残っていないが、言語自体は脳裏に焼き付いていた。

　ただこの紙片に紡つむがれている日本語は、漢字ももちろんのことネズミが這はったような文字で幾いくつかアクスにも読めないものがある。

　いわゆる古書などに記き載さいされている《上代日本語》と呼ばれるものだと思う。

　これはたとえ日本語だとしてもアクスにとっても暗号文に等しい。

「あーそれならティトにも現在解読を行ってもらってるよ。ダリルのところにいた時から解読を続けていたんだよね？」

「ええそうよ。でもまだ完全ではないわ。私が解読できたのは半分程度」

「その半分でも、あることが分かったんだ」

「どういうことですか隊長？」

　カゲツは一息入れ、皆みなの注目を浴びつつ静かに口を開く。

「〝黒の紙片ギア・ピース〟こそが──我われ々われが探してる《封ふう印いん文書》そのものかもしれないってことさ」

「えっ、それほんとですか隊長!?」

「それに関しては私が説明するわ」

　アルティアの驚きに対し、解読した張本人であるティトが説明を始める。

「そもそも〝黒の紙片ギア・ピース〟は、【フォドンの町】の領主だったダリルの命で私が解読を任されていたのは知っているでしょう？」

「あ、確かそうでしたね」

「私も最初は、何故ダリルがこんな紙に書かれた文字の解読を必死に進めているのか疑問だったわ。けれどダリルがいずれ国を興おこそうとしていたのなら理解できるの」

　回りくどい言い方のためか、アルティアは小首を傾かしげてしまっている。

　ちなみにアクスはというと、前に見せてもらった時にある言葉を眼めにしていたので、《封印文書》に関わりがあるという事実に驚おどろきはなかった。

　そしてアクスが目にしたその言葉をティトが口に出す。

「──〝七つの紙片集つどいし時、真の《封印文書》と成らん〟。紙片というのは〝黒の紙片ギア・ピース〟のこと。それが七枚あって、すべてを集めた時に《封印文書》としての力を発揮するということなんじゃないかしら」

「な、なるほど！」

「そして革命団の目的である〝神樹〟を解放する鍵かぎとなるのが《封印文書》。この解放という意味だけど、もし〝神樹〟の力を手にできるとしたら、ダリルが望んでもおかしくはないわよね？」

　ダリルは自身の領地にある鉱山の中で、密ひそかに王になるべく軍事国家の建国準備を進めていた。

　そのために人間を兵器化したり、『闇やみ商人』と繫つながりを持ち、資金集めを行っていたのだ。

　そして帝てい国こくを倒たおすには、やはり恩おん恵けいの源である〝神樹・アダム〟を自分の手中に収めたいと考えたのだろう。

　そこでダリルは《封印文書》に関する〝黒の紙片ギア・ピース〟を手にし帝国陥かん落らくへの足あし掛がかりにしようとした。

「きっとダリルはこの〝黒の紙片ギア・ピース〟を解読し、《封印文書》の在あり処かを暴こうとしたんじゃないかな」

　カゲツの言葉にティトが加えて「あの領主にはずっと噓うその報告をしてたわ」と言う。

　今説明したような解読はある程度できていたが、ダリルには解読が難航していると噓を吐つき引き延ばしたり、〝黒の紙片ギア・ピース〟の偽にせ物ものが出回っている可能性があり、疑ぎ心しん暗あん鬼きにさせていたという。

　ただそれでもダリルは〝黒の紙片ギア・ピース〟が《封印文書》の一部であることは確信していたらしい。その理由として、入手した〝黒の紙片ギア・ピース〟は、かつて滅ほろびた王家の秘蔵品だったというのが大きいとのこと。

「かつて帝国が建国される前、大陸で『七大国』と呼ばれた一つ、その王家であるホイットニー家の秘蔵品。そして使用されている文字から推察するに、これは間ま違ちがいなく《封印文書》そのものか、それに準ずる何かの可能性が高いと我々は判断している」

　カゲツの言葉に各おの々おのの喉のどがゴクリと鳴る。

　団が欲ほつして止やまなかった手がかりが手に入ったのだ。

　まさかダリルがそんなものを持っていたとは思っておらず、ソレを手に入れたアルティアの功績は団長や他の団員たちからも称しよう賛さんされていた。

　その陰かげで嫉しつ妬としやっかむような者たちもいないこともないが。

「そ、それじゃこの〝黒の紙片ギア・ピース〟があれば帝国から〝神樹〟を解放して、世の中に潤うるおいを満たすことができるってことですよね！　やったじゃないですか！　あ、でも全部で七枚集めなきゃならなかったんでしたっけ」

　興奮で沸わき立つアルティアやピュアラ。しかしそんな中、アクスには気がかりなことがあった。それは恐おそらくまだティトも解読できていない文字の意味だ。

　書かれているのは紙の最後の方。

　アクスが読める部分だけ抜ばつ粋すいするとこうだ。




〝異……理の……持つ……告ぐ。……〝アダム〟……目覚め…………。『エデン』が……、……すなわち……崩くずれ……。……悲劇…………だから〟




　虫に食われたようにところどころしか読めないため、内容はほとんど分からない。

（〝アダム〟ってのは〝神樹〟のこと、だよな？　それに『エデン』って何だ？　帝国は【ガンエデン】だが、何か関わりはあるのか？）

　考えてもしっくりくる文章にならない。

　こうなったら、ティトに事情を話して連れん携けいして解読するしかないだろう。

　何故この文字が読めるのかについては聞かれるだろうが、そこはアクスにだってよく分かっていないのだ。読めるものは読めるのである。

（そうだな、とりあえず、今度時間がある時にティトと一いつ緒しよに解読してみるか）

　そう判断して、今は話に集中することにした。

「でもさすがはティーちゃんだよね！　私たち情報処理班でも一いつ切さい解読できない文字を読むことができるんだからね」

　ピュアラがパチパチと手を叩たたいている。

　褒ほめられたティトは、少し照れ臭くさそうに髪かみを弄いじりながら言う。

「べ、別にどうってことないわよ。それに解読というけれど、私の場合は能力でそこに刻まれている記き憶おくを読み解いているだけだもの」

「ふぇ？　どういうことぉ？」

　ピュアラだけでなく、アクスたちもティトの発言には興味を惹ひかれた。

「前にも言ったでしょう？　私は『妖よう精せい族』だって」

　確かにそう言っていた。妖精のトレードマークである羽は退化してしまっているという。

「妖精にはね、特別な力があるのよ。それは〝記憶を読み取る能力〟。対象に触ふれ、意識をシンクロさせることにより歴史を知ることができるの」

「おお！　それは羨うらやましい能力ですね！　歴史評論家であるアルにとっては喉から手が出るほどほしいかもです！」

　いつ歴史評論家になったんだ……と、思わずアクスは心の中でツッコんでしまった。

「妖精の中でも優れた人なら、一いつ瞬しゆんで記憶を読み取ることも可能だろうけれど、私にはそこまでの力はないわ。時間をかけて対象物とシンクロしなければならないの。それにシンクロできたとしても断片的な記憶しか見えないから推理に近いわね」

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱな力でも、薬の素材鑑かん定ていとかには役立っているけれどね、と微笑しながら彼女は続けた。

「いやいや貴重な能力だって。ティトはもう団にとって大事な戦力だよ」

「お～、いいこと言いますね隊長」

「そだね、きっと明日は大雪だね」

「あら、大雪で済むかしら。嵐あらしで本部が吹ふき飛ばされるかも」

「っ……部下たちが冷たい」

　アルティア、ピュアラ、ティトの辛しん辣らつな物言いに、カゲツは大きく肩かたを落とす。

　普ふ段だんから真面目に仕事をしていれば、彼女たちからもこんな言われようはされなかっただろう。自じ業ごう自じ得とくである。

「それで？　他の六枚の〝黒の紙片ギア・ピース〟についての情報はあったのか？」

　話を進めるためにアクスが問う。

「ん～それなんだけどね……」

　何か言い難にくいことでもあるのか、カゲツが懐ふところからそっと一枚の紙を出してアクスたちに見せながら言う。

「実はこれ、〝黒の紙片ギア・ピース〟の写しなんだけどね。ティト曰いわく、この中間部分にはこう書かれてるらしいのよ。〝紙片同士は引きつけ合う〟……って」

「引きつけ合う……。多分なんだけど、〝黒の紙片ギア・ピース〟は他の〝黒の紙片ギア・ピース〟に近づくと反応するってことじゃないかな」

　ピュアラの説明にカゲツが頷うなずいて続ける。

「そう。だけどそれはせっかく手に入れた〝黒の紙片ギア・ピース〟を外に持ち出さないといけないってことになる。これはかなりリスクが高い」

「帝国がこのことを知れば、〝神樹〟を守るために〝黒の紙片ギア・ピース〟を奪うばいにくる。あるいはコレ自体の存在を消しにくる、か？」

「ああアクス、前者はそうだろうけど、後者は違ちがう」

「は？」

「〝黒の紙片ギア・ピース〟は、一体何でできているのか、破れもしなければ、火でも燃えないみたいなんだよね」

　見た目には紙にしか見えないが、何か守護魔ま法ほうでもかけられているかのように外からの攻こう撃げきをまったく受け付けないのだという。

　だからこそダリルが所持していた〝黒の紙片ギア・ピース〟が本物であるという信しん憑ぴよう性せいが高まったわけなのだが。

「そんな大事なものを壊こわれるか実験したんですか!?」

「アルティアの言うことも分かるけど、感知や鑑定に優れた人材を登用して細心の注意を払いながらやったから大だい丈じよう夫ぶ」

「それでもやり過ぎなような気もしますが……」

　アクス的にもアルティアの言いたいことは分かる。せっかくの手がかりなのだから、いくら本物かどうか確かめたいといっても燃やすというのは過剰だったような気がした。

「持ち出すには危険があるが、〝黒の紙片ギア・ピース〟は必ず探し出さないといけない。ここに書かれていることが真実なら、ね」

「ん～引きつけ合うって具体的にどういうことなんだろうね？　近づいたら光ったりするのかな？　ティーちゃんは分かる？」

　ピュアラの問いに対し、ティトは淡たん々たんとした様子で「分からないわ」と首を振ふる。

「こればかりは実際にこちらにある〝黒の紙片ギア・ピース〟を、他の〝黒の紙片ギア・ピース〟に近づけるしかないんじゃないか？」

　アクスがカゲツを見ると、彼は僅わずかに肩かたを竦すくめて言う。

「うん。持ち出すリスクはあるけど、団長も最優先事じ項こうとして〝黒の紙片ギア・ピース〟に関する情報を集める様に各部隊に指示を下ろしていたよ」

　どうやら〝黒の紙片ギア・ピース〟持ち出しのリスクを最小限にとどめるためにも、集めた情報の中で、一番信しん憑ぴよう性せいの高い場所に狙ねらいを絞しぼろうと考えているようだった。

「だから今後は俺たちも率先して情報収集に当たろうと思う……と言いたいところなんだけどさ、ちょっとある人から呼び出しを受けてるのよ。定例会議が終わったら全員で来るように、ってね」

「呼び出し？　誰だれにだ？」

　カゲツはおほんと咳せき払ばらいをすると、皆みなの視線を引きつけながらその名を口にする。

「────副長だよ」







　まさかの名にアクスとアルティアは揃そろって固まってしまう。

　ピュアラはすでに知っていたのか、苦笑を浮うかべている。

　副長──チェリツ・ハーゼ。

　彼女こそ、団に拾われたアクスの身元を引き受け、戦い方を教えた人物だ。

　現在のアクスの親代わりであり、規律と秩ちつ序じよを重んじるその厳格さには、アクスだけでなく団長でさえも頭が上がらないほどである。

　そしてアルティアもまた、彼女のことを苦手としており強気に出られない相手だ。

（というかあの人、帰ってきてたのか）

　チェリツは多た忙ぼうな身で、大陸中にある革命団の支部を回っているため、ここに帰ってくるのも珍めずらしいのだ。

　そして、チェリツはアクスと同じく帝てい国こくを忌いみ嫌きらい憎にくんでいる。

　何故なぜならアクスを拾ったパウラの育ての親が彼女で、娘パウラの命を奪った帝国への恨うらみはアクスにも負けていないだろう。

「じゃあオレたちはこれから副長のもとへ行けばいいのか？」

「うん、副長室にいるよ。じゃあそういうことで行きますか」

　こうしてアクスたちは、皆が畏おそれ敬う副長に会いに、副長室へ足を向けるのであった。







　アクスたちは現在、一つの扉とびらの前で立ち止まって溜ため息いきを零こぼしていた。

「……入らないのかしら？」

　ティトが他の四人の顔色が優れない様子を見て眉まゆをひそめながら尋たずねた。

　アクスを含ふくむ四人にとって、この先は結構な覚かく悟ごを強しいられる場所なのである。

「いや行くんだが……そういやティトは初めて会うんだったな。……一つ言っておくことがある」

　アクスの言葉に「？」とティトが小首を傾かしげる。

「副長は少し……いや、かなりの変人だからな」

「変人？」

「ティトのような可愛かわいい女に対しては特に、な」

「か、かわっ……！」

　ティトは思わず目を見開き顔を赤らめたが、彼女に背を向けているアクスはそんな反応に気がつくこともなく扉に手をかけた。

　──ギィ。

　乾かわいた音とともに開く扉。

　そして部屋の中へ入った瞬しゆん間かん、アクスの前方から黒い塊かたまりが突とつ撃げきしてきた。

　アクスは咄とつ嗟さに身構えると、右みぎ頰ほほに向かって伸びてくる何かを右みぎ腕うででガードする。

　──バキィッ！

　塊は動きを止めるとすぐに空中で回転し、逆方向から攻撃を放つ。アクスはそれを今度は左ひだり腕うでで防ぼう御ぎよする。

　その一幕をティトは呆あつ気けに取られた様子で眺ながめていた。

　アルティアたちは皆一様に「あーまたか」といった表情であるが。

　すると黒い塊は、その場からアクスの前方三メートルほどの場所に自ら距きよ離りを取る。

　そこで初めて、黒い塊の正体が露あらわになる。

「──うむ！　鈍にぶっとらへんみたいやな！」

「相変わらずの歓かん迎げいだな────ペンタ親分」

　アクスを満足そうな表情で見つめているのは、丸々としたペンギンだった。

「ペ……ペンギンが……喋しやべって……る？」

　ティトもこういった存在を見たのは初めてなのか、呆気に取られた様子でペンタを凝ぎよう視ししている。

「ほう、お前さんがティトやな。ワシはペンタってもんや。親しみを込めてペンタ親分と呼び」

「……！　い、嫌いやよ。何でペンギンを親分なんて呼ばなければならないのかしら？」

「…………おいアクス、コイツごっつノリ悪いで？」

　アクスは幼い頃ころから勢いでそう呼んでしまっているので、もう違い和わ感かんはないが、偉えらそうなペンギンにこんなことを言われたら拒きよ否ひするのも普ふ通つうの反応だろう。




「──騒さわがしいわね。おちおち仕事もできないじゃないの」




　部屋の奥にある扉が開くと、そこから目的の人物──チェリツが姿を現す。

「あら、誰かと思ったら、久しぶりねアクス」

「久しぶりなのは間ま違ちがいないが、師し匠しようが呼びつけたんだろ」

「そうだったかしら。……さあアクス」

　チェリツはいきなりアクスの目前に立つなり両りよう腕うでを広げる。

「…………何の真似まねだ？」

「何って、感動の再会なのだからハグくらいしなさい」

「子供じゃないんだぞ」

　別に悪い気分ではないが、正直に言うと恥はずかしい。

「……はぁ。少し前まではもっと素す直なおで可愛げがあったのに。どうしてこんな不愛想に育ったのかしらね」

「カカカ、それはお前の拷ごう問もんに等しいシゴキのせいやないか？」

「うるさいわねペンタ、去勢するわよ」

「そんな殺せつ生しような!?」

　アクスはペンタに近づき肩をポンと叩たたく。

「短い間だが、男としての残された時間を目め一いつ杯ぱい生きろよ親分」

「せやな。さっそくキレイどころを集めて合コンとシャレこもうかって、ドアホッ！　そこは師匠の横暴を止めるのが弟子でしやろがい！」

「いや、親分が男だろうが女だろうが……どうでもいいしな」

「アカンッ！　師匠も師匠なら弟子も弟子やった!?」

　ガックシと四よつん這ばいになって項うな垂だれるペンタ。

「さて、ペンタ弄いじりはこの辺にしておいて改めて……久しぶりねアクス」

「ああ、元気そうで何よりだ」

「ふふ、あなたもね。鍛たん錬れんはサボってない？」

「当然だ」

　ずいぶん前に鍛錬を疎おろそかにしたことがあったが、その時はチェリツに罰ばつと称しようして身体を拘こう束そくされて尻しり叩たたきを千回もされた。

　痛いやら恥ずかしいやらで、もう二度とサボらないと誓ちかったものだ。

「ところで……そう、あなたがティトね。ヴィル……団長から聞いているわ」

　ジッとティトを観察し始めたチェリツだが、

「……とても美味おいしそうね」

　と妖よう艶えんに微笑ほほえみながらペロリと舌した舐なめずりをしたところで、ティトは顔を青あお褪ざめさせ瞬しゆん時じにアクスの背に隠かくれた。

「ア、アクス、もしかしてだけどこの人って……！」

「だから言ったろ、変人だって」

　可愛いものが大好きで、特にティトのような美少女を性的に愛めでる嗜し好こうを持つ。

　だからアルティアも彼女のことを苦手としているのだ。

「ふふ、知っていると思うけれど、私が副長のチェリツ・ハーゼよ」

「わ、私はティト。『妖よう精せい族』……です」

　ティトが無意識に敬語を……。どうやら彼女も本能でチェリツを敵に回してはダメだと分かったのかもしれない。

「ふぅん。妖精の子を愛でるのは久しぶりね。どう今夜、可愛かわいがってあげるわよ」

「え、遠えん慮りよします！」

「あら即そく答とうなの？　ふふ、残念ね」

　チェリツは少しも残念がっているようには見えない。

　彼女曰いわく、障害があればあるほど燃える性質たちらしい。

　ティトの純潔が守られるように一応祈いのっておこう。

「あら？　そこにいる青あお髪がみの獣人は誰？」

　チェリツはめざとくもカゲツの後ろに隠れていたアルティアを見つけたようだ。

　アルティアも諦あきらめたように顔を見せると、チェリツの姿がその場から一いつ瞬しゆんで搔かき消え、アルティアの背後を取って抱だきしめた。

「んにゃぁっ!?」

「あらあら、その声はやっぱりアルティアだったのね。これってコスプレ？　あなたってばそういう趣しゆ味みもあったの？　ん～可愛い子ね」

「ちょ、やっ、ひゃんっ！　ど、どこ触さわってるんですかぁ!?」

「少しくらい愛でさせてくれてもいいじゃない。私を楽しませるためにその姿でここに来たのでしょう？」

「ち、違ちがいます！　不ふ可か抗こう力りよくなんですぅぅっ！」

「よし、今日の夜、私の閨ねやへいらっしゃいな。たっぷり可愛がってあげるわ」

　アルティアはチェリツを引き剝はがそうと力ちから一いつ杯ぱい押すものの、その暴走を止めることはできない。

　チェリツの手がアルティアの太ふと腿ももやら脇わき腹ばらやら胸やらを優しく撫なでると、その度たびに艶なまめかしい声が上がる。

「わわわぁ、だ、大だい胆たんだねぇ」

　ピュアラは真っ赤な顔をしながら両手で目を覆おおうも、指の隙すき間まから確実に覗のぞいていた。

　そしてティトはというと、呆あつ気けに取られたのか絶句状態だ。

「はぁ～、お楽しみのところそろそろいいですか、副長」

　そこへカゲツがその場を収めようと声をかけた。

「む？　気が利きかないわねカゲツ。だからあなたはいつまでも独身なのよ。今度美女でも紹しよう介かいしてあげましょうか？」

「それは嬉うれしいんですけどね。けど急ぎの問題があったのでは？」

「…………それもそうね」

　名残なごり惜おしそうにアルティアから身体を離はなすと、チェリツは元居た場所まで戻もどる。

「汚けがされましたぁ～」と涙なみだ目めで抱だき着いてきたアルティアを、アクスは「はいはい」といなしながら頭を撫でる。

　ようやく話が進むようだ。

　チェリツは、「ソファに座りなさいな」と部屋の中央にあるテーブルを挟はさむように置かれた二つのソファのうち片方を手で示す。その言葉に促うながされるように移動すると、カゲツとアクスが代表して腰こしを下ろした。他の者たちはその後ろに立っている。

　そしてチェリツは、もう一方のソファに座るなり、

「ペンタ、いつまでも落ち込んでないでさっさとお茶でも用意しなさい」

　と指示を出した。
















　ペンタはまだ落ち込んでいたらしく、トボトボと部屋の奥へと消えていく。

　着席するなり、アクスは周囲を見み渡わたしながら口を開く。

「相変わらず師し匠しようの部屋は統一感がないというか……いろんなものがあるな」

　壁かべにはよく分からない絵画や動物の剝はく製せいなどが飾かざられてあり、大きな棚たなには短たん剣けんやら仮面やら石やらと、どこで集めてきたのか分からない代しろ物ものが並んでいる。

　チェリツは世界中を飛び回るという仕し事ごと柄がら、その土地で珍めずらしいものを見つけると持ち返ってくる癖くせがある。しかもどれも決まって、《呪のろいの土ど偶ぐう》や《血ち塗ぬられた石仮面》などいわく付きだったりするのだから本当に変わった人物である。

　そこへペンタがトレイを頭に載のせて戻ってきた。

　トレイには紅茶が入ったカップが人数分載っている。

　それぞれカップを手に取ると、一口喉のどを潤うるおす。

「……あ、美味おいしい」

「せやろぉ妖精の嬢じようちゃん。ワシに茶を入れさせたらこんなもんやで！」

　ペンタは見た目こそ愛あい玩がん動物にしか見えないが、何をさせても器用で、料理だって得意だ。特に彼の入れる紅茶の味は絶品である。

　アクスは昔、彼から色々と家事を教わったことがあった。

「さて、あなたたちに来てもらったのは他でもないわ。ある任務についてもらいたいの」

「任務？　それは『第七特殊任務部隊セブンス』として、だよな？」

「もちろん。本当はあなたたちにこそ〝黒の紙片ギア・ピース〟の情報収集に参加させたいんだけどね」

「……師匠も〝黒の紙片ギア・ピース〟のことを信じてるのか？」

「そうね……二割程度といったところかしら」

「あまり信じてないんだな」

「個人的には信じているわよ。入手経路や解読内容を鑑かんがみてね。でも組織としてはそのすべてを鵜う吞のみにすることはできないもの」

　確かにその通りだろう。まだ確たる証しよう拠こはない。

「それでも無視できるような内容でもないわ。だからこそ探たん索さくに特化した『第三部隊サード』にも動いてもらっているのよ」

　その言葉に何となく引っ掛かかりを覚えた。

（感知や探索に秀ひいでた『第三部隊サード』を投入した？）

　これは少し問い質ただしてみる必要があるようだ。

「なぁ、師匠。もしかして何か俺たちに情報を隠してないか？」

「……へぇ、何故なぜそう思うのかしら」

「確かに無視できない内容ではあるが、それだけで〝黒の紙片ギア・ピース〟探索に『第三部隊サード』を当てるなんておかしいだろ。この時代、戦争が起きそうな場所はいくらでもある。そこへの調査よりも優先するなんて師匠らしくない」

　アクスの言葉にカゲツ以外が「え？」とアクスを見やる。

　対してチェリツは紅茶を一飲みするとニヤリと口角を上げた。

「察しが良いいわね。さすがは私が育てただけはあるわ」

　その言葉で、アクスの考えが的を射ていたことが裏打ちされた。

　多分カゲツもあの様子だと最初から気づいていたんだろうが、敢あえて口にするようなことでもないと思い黙だまっていたのだろう。

　どうせ何を言おうが上の命令は絶対なのだから。

「確かに〝黒の紙片ギア・ピース〟という言葉を聞くのは初めてではないわ。とはいっても知っているのは団の中でも上層部だけだけどね」

「どういうことだ？」

「どのようなものか、までは今まで分からなかったし、今回入手したものが本当に〝黒の紙片ギア・ピース〟なのかも不明だけれど、私も世界各地で何度か〝黒の紙片ギア・ピース〟について耳にしたことがあるのよ」

　彼女曰いわく、任務などで古代遺い跡せきや未開の地などを訪れた際に、いくつか興味深い碑ひ文ぶんを目にしたのだと言う。

　そこには〝黒の紙片ギア・ピース〟という言葉が刻まれ、同時に〝神樹〟らしき大樹の壁へき画がも添そえられていたのだという。

　故ゆえに〝神樹〟と何かしらの繫つながりがあるのではとは予想されていたが、完かん璧ぺきに解読できるものは誰だれもおらず、今の今まで謎なぞめいた存在として扱あつかわれていたとのこと。

「もともと〝黒の紙片ギア・ピース〟関係は私の管かん轄かつでもあるけれど、少し手の離せない仕事もあってね」

　本来なら自分で調べるつもりだったようだ。

「ということはこれから与あたえられる任務は〝黒の紙片ギア・ピース〟関連じゃないってことか」

「そういうことよ。それよりも優先したい仕事ができたってこと」

「なるほど。じゃあオレたちにこなしてほしいその仕事って何だ？」

　チェリツはすぐには答えず、再度紅茶を一飲みすると生暖かい息を吐はき出した。

　まったりとした空気が流れる中、アクスたちは彼女が再び口を開くのをただひたすら待つしかなかった。

「革命団に幾いくつか支部があるのは知っているわね？」

　当然だ。そもそもアクスが小さい頃ころに世話になっていた【クリノークの村】もそうだったのだから。

「実はね、支部の一つが襲おそわれたのよ」

「!?　まさか帝てい国こくか！」

　アクスは思わずソファから立ち上がってしまう。

「だから慌あわてないの、アクス」

「っ……」

　注意されてアクスは軽く肩かたを落としながら座り直す。

「襲われたといっても怪け我が人にんは一人も出なかったわ」

「……襲われたのに、か？」

　それはおかしい。帝国が相手なら、恐おそらくは革命団だと知っての襲しゆう撃げきだ。それなのに怪我人が出ていないのは不可思議過ぎる。

「そう。何故なら襲われたのは────食しよく糧りよう庫のみだもの」

「…………は？」

「だから食糧庫」

「いや、聞こえてた。食糧庫だけが襲われた？　……帝国は兵ひよう糧ろう攻ぜめでもするつもりか？」

「まさか。襲われた支部は【クリノーク】のような小さな集落よ。食糧庫を襲うより、一気に殲せん滅めつした方が効率は良いわ」

　確かにそう言われればそうだろう。だったら一体何のために食糧庫を……？

「アクス、あなたまだ帝国が行ったことだと思っているのではなくて？」

「？　……違うのか？」

「私も現場に行って実際にこの目で見てきたわ。すると興味深いことに、文字通り食糧庫のみが襲われていたの。綺き麗れいサッパリ無くなっていたわ」

「……？　いや、さっき聞いたぞそれ」

　何でこんな短期間で再放送のような話を聞かなければならないのだと思っていると……。

「つまり、食糧庫そのものが消失していたということなのではないのかしら」

　ティトの回答に対しチェリツは頰ほおを緩ゆるめると、

「その通りよ、ティト」

　と正解を認めたのである。

「そこにあった食糧庫が、まるで最初からそこには何もなかったかのように失われていたわ。それも一夜にしてよ」

「火を放たれたりしたわけじゃないんだな？」

「もちろんよ。きれいさっぱりと言ったでしょう？　瓦が礫れきどころか煤すす一つ落ちてはいなかったわ」

　実際に確認してきたチェリツの言葉だ。間ま違ちがいないのだろう。

　しかし……。

「う～ん、意味が分かりませんね。食糧だけが目的なら、中身だけを奪うばうかその場で食べるなりすればいいのに」

「アルティアの言う通りね。しかも調査してみれば、革命団の支部だけではなく、近きん隣りんの町や村の貯蔵庫も同じような被ひ害がいに遭あっているようなの」

　益ます々ます意味が分からない。

　それよりもどうやって食糧庫や貯蔵庫といった大きなものを、一いつ瞬しゆんでその場から移動させたのだろうか。

　そんな建物ごと盗ぬすむなんて真意が不明だ。

「ただ被害に遭ったのは、それなりに裕ゆう福ふくな集落だけ。複数の食糧庫を抱かかえているところにだけ現れているのよ。しかもこれみよがしに奪うのは一つだけ」

「何だそれは？　二つあるから一つくらい奪ってもいいだろっていうことか？」

「その可能性は否定できないわね。実際は犯人に聞いてみないと分からないけれど」

　食糧が乏とぼしい集落を襲うよりは、確かに罪悪感も薄うすいかもしれないが、だとしても盗みは盗みだ。

「それと、ね。一つ面おも白しろいことが分かったのよ」

「面白いこと？」

「そう。私が現場検証をした際に、僅わずかにあるものを感じ取ったのよ」

「あるもの？」

　もったいぶるように間を取るチェリツに、アクスは苛いら立だちを募つのらせる。

　そしてようやくチェリツが発したのは、驚おどろくべき言葉だった。

「────《大罪紋》の力の残ざん滓しよ」

「!?　な、何だと……っ!?」

　アクスはまたも立ち上がってしまっていた。

「ま、間違いじゃ……ないのか？」

「私が間違うと思うのかしら？」

　……いや、間違わないだろう。

　何故なぜならチェリツもまた業ごうを背負う者なのだから。──アクスと同じように。

「……そうか。だからこの任務を」

「そういうことよ。私はまたこれからすぐに南海の遺い跡せき調査に向かわなくてはならず手が離はなせないわ」

「遺跡？」

「ええ、《封ふう印いん文書》に関係すると思われる遺跡よ」

　なるほど。それなら仕方ないのかもしれない。

「そういうことだから《大罪》の力を感じ取れるあなたがいる部隊に頼たのむしかないでしょ？」

《紋章眼オラクル・ウイル》を持つ者は、《紋章眼オラクル・ウイル》を持つ者でしか対たい抗こうできない。

　もし戦せん闘とうになったとしたら、捕ほ縛ばくだろうが処しよ刑けいだろうがアクスにしか太刀打ちできないとチェリツは判断したのだ。

「……少しいいかしら？」

　そこへティトがチョコッと手を挙げた。

「ええ、いいわよティト」

「その……大罪……？　何のこと？」

「あら、まだ彼女には教えていなかったのかしら、アクス」

「そういえばまだだったな」

　アクスはちょうど良いいと思い、搔かい摘つまんで自身の能力のことを教えた。

「──《大罪紋》。初めて聞いたわ」

　ダリルの集めていた資料や本などには記き載さいされていなかったらしい。

「！　もしかしてお父さんの病気を治した力って……」

「そうだ。オレの《傲ごう慢まんの紋章眼オラクル・ウイル》の力だ」

「そうなの。でもだとしたら《紋章眼オラクル・ウイル》の力は絶大ね」

　それはそうだろう。不治の病すら一瞬で治ち癒ゆさせる能力など常じよう軌きを逸いつしている。

「そんな力を持っている存在が複数人いる、のよね？」

「ええそうよ。アクスのように《大罪紋》を宿す者は七人。そして──黒き紋もん様ようをその瞳ひとみに刻む《大罪紋》とは違ちがい、白き紋様を持つ《美徳紋》もまた七人いるとされているわ」




　　　　　※




　──【神聖ガンエデン帝てい国こく】。

　帝てい王おうの御ご殿てん──【アンファング宮きゆう殿でん】内にある【花か壇だん庭園】では、一人の少年がある場所を目指し歩みを進めていた。

　白い髪かみ、白の外がい套とうと全身を一色に染められた少年の名はセイガ・Ｓ・デュナミス。

　セイガはそこにいるだけで漂ただよってくる薔ば薇らの香かおりに包まれながら、視界の端はしにテラスを捉とらえるなり歩く速度を少し速めた。

　穏おだやかな陽ひ射ざしの中、テラスにあるテーブルに腰こしかけている少女に近づいていく。

　するとその少女もセイガの存在に気づいたようで、嬉うれしそうに微笑ほほえむと席から立ち上がる。そしてセイガのもとへ駆かけ出すと、そのまま勢い良く抱だき着いた。

「！　セイガ！　お久しぶりですわ！」

「わっと！　ひ、姫ひめ！　いきなり飛びついたら危ないですよ！」

　しっかりと抱き留めつつもセイガが注意をすると、姫と呼ばれた少女は不ふ機き嫌げんそうに膨ふくれっ面つらを見せた。

「な、何ですか姫、その顔は？」

「それですわ！」

「はい？」

「その姫という呼び方は止やめてくださいまし！」

　陽射しをも跳はね返すような美しい黄金の髪を持つ少女は、その紺こん碧ぺきの瞳でセイガをジッと睨にらみつける。

「ここは公の場ではありませんのよ。いいえ、あなたならたとえ公の場だとしてもわたくしは構いません。ですからどうぞ、ハーヴィと呼んでくださいまし」

　汚けがれ一つない煌きらびやかなドレスを纏まとったこの少女こそ、この帝国を統すべる王の血を受け継つぐ第一王女──ハーヴィ・ラント・フューラー・ヴェヒターである。

　齢よわいはまだ十四と若いものの、さすがは王族といったところで、その身から溢あふれ出る気品は隠かくせず、対面するだけで圧あつ倒とうされるほどの美しさを備えている。

　まだあどけなさが残る顔立ちではあるし、スタイルも発展途と上じようといえるが、それでも美少女に抱き着かれているこの状じよう況きようにセイガは顔を赤らめてしまう。

「わ、分かりました！　呼びますから一いつ旦たん離はなれてください！」

「むぅ、仕方ありませんわね」

　どこか釈しやく然ぜんとしない様子のハーヴィだが、セイガの要求に従い身体を離した。

「では改めまして。お久しぶりですわ、セイガ」

「お久しぶりです、ハーヴィ様」

「セイガ、少しだけお茶をしませんこと？」

「ええ……。そうですね。少しでしたら大だい丈じよう夫ぶです」

「…………」

　ジトーッと再度不ふ愉ゆ快かいそうに睨みつけるハーヴィに、少しタジタジとなるセイガだが、彼女の言いたいことは分かっていた。

　セイガがチラチラと、ハーヴィの護衛として佇たたずむ兵士や侍じ女じよたちを見ると、ハーヴィも感づいたように手を叩たたき兵士たちに「セイガがいるから安心ですわ」と下がらせる。

　護衛の兵士たちは、いつものことという風で、セイガとのお茶会にも特に慌あわてた様子もなく距きよ離りを取った。

　セイガはやれやれと溜ため息いきを零こぼすと、苦笑を浮うかべながらも口を開く。

「元気だったか、ハーヴィ」

「！　はいですわ！」

　今度こそ満面の笑えみで応えてくれたことにセイガはホッとする。

　こんなふうにハーヴィに「一いつ緒しよにお茶をしましょう」とお願いされると、いつも断ることができずに席に着くことになるのだ。

　ハーヴィが新しいカップに淹れてくれた茶を、セイガも「ありがとう」と言って嗜たしなむ。

「そのハーブティはいかがですか、セイガ？」

「おう、美味うめえよ。でも俺はどっちかってーと熱い昆こ布ぶ茶ちやの方が好きだな」

「まあ、本当にセイガは庶しよ民みん的てきなのですわね」

「俺はこういうシャレたもんってあんま得意じゃなくてな……って、知ってんだろ」

　高級菓が子しやらオシャレな紅茶などより、大衆食堂などで食べられる丼どんぶり飯めしや焼肉定食の方が好みである。

　何故ならそっちの方が安いし量も多く腹が膨れるから。それに食べるにも難しいマナーなどが必要ないから気き兼がねなく食せる。

「でも分かりますわ。この前紹しよう介かいして頂いたハンバーガーという料理はとても美味でしたし」

「まあ宮殿のシェフに作らせて、しかもそれをナイフとフォークで食う姿は俺にとっちゃ違い和わ感かんでしかなかったけどな」

　上品は上品だけど、何か違う。そう思う人は結構いると思う。

　アレは手で摑つかみ中身がはみ出そうが気にせずにかぶりつくから美味うまいのだ。

　さすがにそれを王女にやれとは言えないが、どんな庶民派料理を紹介しても、ここでは上品な高級料理に変わってしまうのである。

「ところで今日は時間が取れますわよね！」

「あー悪い。ちょっと顔見せに来ただけなんだよ」

「そう……なんですの？」

　目に見えて悲しそうに眉まゆをひそめるハーヴィ。

「あなたはいつも多た忙ぼうで、最近はこうして会うのも減っていますし、来てくださっても短時間ですわ。この前も極秘の任務とやらで辺境の町まで出向かれたらしいではないですか」

「ちょっと親父おやじに頼まれて、な」

「帰ってきたばかりだというのに、もしかしてまた任務ですの？」

「まあな。それがまた奇き妙みようでよ。何でも東方の町やら村の食しよく糧りよう庫だけを狙ねらう賊ぞくがいるらしくてな。その調査と犯人の確保が今回の任務。明日から出で掛かけることになった」

「東方……確か《獣じゆう人じん領》ですわね。……民たちは大丈夫ですの？」

「それがな。狙ってるのは、そこそこ食べるのに困らねえ備び蓄ちくがある場所だけらしいんだ。周りに海とか森があるとこが狙われてるみてえなんだよな」

「それはまあ……ですがいくら食糧が豊富にあるからといって、人のものを盗ぬすんだらいけないんですよ」

「ああ、そうだな。だから放置なんてできねぇんだよ。悪さする奴やつらがいるんなら何とかしねえと。それにこのご時世、食糧も潤じゆん沢たくにある場所なんてねぇし、上と交こう渉しようして国の備蓄を分けることになってる」

　クスッと笑えみを見せるハーヴィに、セイガは「どうした？」と尋たずねた。

「相変わらず、お優しいですわね。備蓄を民に分け与あたえるというのは、あなたの独断なのでしょう？」

「…………ソンナコトナイヨ」

「はぐらかさなくても誰だれにも告げ口など致いたしませんわ。すべての民を救いたいというあなたのその志は立派なものなのですから」

　立派と褒ほめられ思わず照れ臭くさくなってしまうセイガ。

「ですが最近は過激な行こう為いに走る者たちも多いと聞きます。任務なので仕方のないことかもしれませんが、あなたにもしものことがあったらと思うと……」

「大丈夫だって。俺はこう見えてもめちゃくちゃ強えんだぜ！」

「……ふふ、そのようなこと昔から存じ上げていますわ。だってわたくしはあなたの幼おさな馴な染じみなのですから」

　二人の付き合いはもうかれこれ十年以上になる。

「ああ安心してくれ。俺はもう誰も失いたくねえしな。そのために滅め茶ちや苦く茶ちや修行もしたし。それに俺には何と言ってもこの眼がある」

　そう言いながらスッと自身の眼にそっと触ふれる。

「あなたの強さをわたくしは誰よりも信じております。あの時──わたくしの命を救ってくれた力ですもの」

　思いを馳はせるように目を細めるハーヴィ。

「そういえば、少し前にリカルドお兄様もこちらにいらして、少し遠出をするようなことを仰おつしやられていましたわ」

「へぇ、そうなんだ。あんまリカルド様とは喋しやべったことないけど」

　噂うわさで聞いたことしかないが、武の方はからっきしだが賢けん人じんと呼ばれるに相応ふさわしいほど頭が良いのだという。それに人当たりも良く、侍じ従じゆうたちにも親切で評判が高い。

　しかし、立場も立場だし、こんな情勢で遠出など危険だと思うのだが……。

　それともう一つ、あまりハーヴィには聞いてはいけないことなのかもしれないが、やはり一度確かめておきたかったことがある。

「やっぱりその……リカルド様とファウス様は仲が良くないのか？」

「そ、そんなことは決して……ありませんわ」

　とはいうものの彼女の陰かげりのある表情から状況を察してしまう。

　最近、城内ではファウス第一王子とリカルド第二王子が、次期国王の座を巡めぐって対立しているという噂で持ちきりだ。

　事実ファウス派とリカルド派という派は閥ばつがあるのも確かだ。
















　しかし、王位継けい承しよう権は序列的に長男であるファウスの方が圧倒的に高く、リカルド派はそれを覆くつがえそうと躍やつ起きになっているという話だ。

（とはいっても俺もヒズミから聞いたんだけど）

　忠臣である自身の部下──ヒズミ・クローリー。彼はセイガの参さん謀ぼう役でもあるので、城内のそういった噂も適てき宜ぎ入手しているのである。

（そんなに権力って欲しいもんかなぁ。身内と争ってまで手に入れる価値なんてあるのか？）

　権力や地位にまったく興味のないセイガからしたら、身内同士でいがみ合うこと自体に意味があるとは思えない。

「ファウスお兄様は武力こそすべてという完全な武ぶ闘とう派はですわ。しかしこれからの治世には武よりも智がものを言うとリカルドお兄様は仰っていました」

「う～ん、俺自身はどっちかってーと武闘派だけど、それだけじゃダメだって思うんだけどな。国を運営していくってのは武と智どっちも必要じゃねえかな」

　だからこそ両りよう極きよく端たんに秀ひいでている二人が力を合わせれば、最高の治世にできると思う。

「リカルドお兄様は小さい頃ころから基本的に文武両道で、何でもできるファウスお兄様に憧あこがれていましたから」

「憧れ、か。二人はずっと仲が悪いって聞いてたけどな」

「……幼い頃は、お二人とも仲が良かったのです。どこに行くのも一緒で。私は女の子でまだ小さいからと、置いてけぼりにされるので悔くやしかったくらいです。……ですが最近リカルドお兄様は変わられました」

「変わった？」

「それはいつかのお父様の生誕祭の日の事ですわ。リカルドお兄様が部下の人と話しているのを耳にしました」

「部下？」

「顔に銀の仮面を着けた方ですわ」

　恐おそらくは現在陸軍大将をしているパラーチのことだ。

「そこでリカルドお兄様はこう仰いましたの。どんなことをしてでも兄さんを超こえてやる、と。それは今まで見たこともないほど怖こわいお顔でした」

「どんなことをしてでも、ねぇ」

「ファウスお兄様にはファウスお兄様の、リカルドお兄様にはリカルドお兄様のいいところがありますのに……」

　だから王位継承の争いに勝って、それを証明したいのだろうか……？

　確かにファウスよりも上に立つということで誰の眼めにも明らかになると思うが。

「リカルドお兄様はとてもお優しい方なんです。幼い頃、病弱でいつも床とこに臥ふせっていたわたくしを気き遣づかい、毎日お見み舞まいに来てくださいました。わたくしが好きな《ハーヴィの花》を持って」

「あ、その花ってあれだろ。そこからハーヴィの名前がつけられたんだよな？」

「はい。死んだお母様がとても愛されたお花です。そして、その《ハーヴィの花》から採り、わたくしに名付けてくださったのがリカルドお兄様なのですわ」

　名付け親がリカルドだということは知らなかった。

「わたくしは……優しいリカルドお兄様でいてくれればそれだけで……」

　寂さみしげに目を伏ふせるハーヴィ。

　彼女は生まれつき身体があまり丈じよう夫ぶではなく、今もたまに病気を患わずらっては、しばらく寝ねたきりの生活を送っている。

　最近は大分調子が良いいらしく、このように庭に出て、日差しの中、ティータイムを満まん喫きつできているのだ。

「おっと、そろそろ仕事に戻もどらないと。残ってる書類整理を今日中にやれってヒズミの奴に言われてんだ。じゃあ俺はもう行くよ。ハーヴィも風が冷たくなる前に部屋に戻るんだぞ」

「もうですか。セイガといると、時間が経たつのが早過ぎですわ」

　セイガは席を立つなり、そのまま踵きびすを返しその場を去ろうとする。

　すると──。

「……セイガ！」

「？　どうした、ハーヴィ」

「先程信じておりますと申しましたが、それでもやはり心配は尽つきません。どうか無事に帰ってきてください。わたくしのもとへ」

「！　……」

　その言葉で、セイガは席から立ち上がったハーヴィの目前まで向かうと、そのまま片かた膝ひざをつく。さらに胸に左拳こぶしを当て、右手の手の平を床にそっとつける。

「了りよう解かいしました。我が小さな姫君マイ・リトルレデイ」

　そう誓ちかったセイガは、今度こそ振ふり向くことなく庭園を後にした。




　　　　　※




「──つまり《美徳紋》もアクスと同じような力を持ってるってことなのね」

　ティトは軽く溜ため息いきを吐はき出しながらそう言った。

　だが次にチェリツの言葉を聞いて息を吞のむことになる。

「そう。そして伝承では、《大罪紋》と《美徳紋》は対ついの存在として描えがかれている。敵として運命づけられた存在として」

「敵……」

　表情を強こわ張ばらせるティトを見て、アクスは苦笑を浮うかべる。

《紋章眼オラクル・ウイル》の力は超ちよう常じよう的てきなものだ。そんな力を持つ人物が世界には十四人もいて、その半分が敵だと言われれば心中穏おだやかでいられる者は少ないだろう。

　アクスも以前同じようにチェリツからこの話を聞かされたが、いまだ実感できていない。何故なら《美徳紋》を持つ者と抗こう争そうした経験がないからだ。

「時代の節目に必ず《紋章眼オラクル・ウイル》を持つ者が現れるわ。そして十四人すべての眼が覚かく醒せいしたその時こそ、世界を巻き込む戦いが始まる。……ある遺い跡せきの碑ひ文ぶんにはそう書かれていたわ」

「覚かく醒せい？　じゃあ《紋章眼オラクル・ウイル》を持っていることに気づいていない人もいるということ？」

「ええ。アクスだって覚醒したのは五歳だものね。そのきっかけは……」

　そうだ。きっかけは帝てい国こく軍の将校であるパラーチに育ての母であるパウラを殺され、そしてアルティアさえもが手にかけられそうになったことだった。

　当然それまで自分にそんな力が宿っていたことなど知りもしなかった。

「十四人の《紋章眼オラクル・ウイル》……」

「研究者の中には『瞳ひとみを持つ者』──《アインズ》と呼ぶ者もいるわね」

「アイン……ズ」

　嚙かみしめるようにティトが復唱する。

　そこでふと亡き父であるブリットも、アクスのことをそう呼んでいたことを思い出したようで、ティトは質問を投げかけた。

「今、把は握あくできている『瞳を持つ者』は？」

　そんなティトの疑問にチェリツが答える。

「それは一応機密事じ項こうになっているのよ。だからアクスも知らないわ」

　ティトがアクスに視線を向ける。アクスはそれに応えるために肩かたを竦すくめた。

　故ゆえに《紋章眼オラクル・ウイル》の所有者であるアクスのことも上層部の一部しか知らないのだという。

　無論同じ任務をこなす必要性から『第七特殊任務部隊セブンス』のメンバーは例外ではあるが。

「アクス、あなたは確か前の任務で瞳に白き紋を刻む《瞳を持つ者》と出で逢あったと言っていたわね？」

「ああ、帝国の軍人だったと思う」

「《大罪紋》は黒い紋がその瞳に刻まれる。そして《美徳紋》は……白。つまりは敵となる可能性があるわ。まあ、立場を考えても元々敵同士だったけれどね。それにしても、革命団には《大罪紋》が集まり、宿命の敵が帝国にいるなんて、やはり碑文通り二つの《紋章眼オラクル・ウイル》は戦い合う運命にあるようね」

「師し匠しよう、その言い方だと団には複数の《大罪紋》がいるって言ってるようなものだぞ」

　何せ《大罪紋》が集まると確信的な言葉を発したのだから。まだアクスだけなら集まるとは口にしないだろう。

「あら、言い過ぎちゃったかしら」

　チェリツは悪びれも無く微び笑しようを浮かべる。どうやらその程度の情報は最初から伝えても構わないスタンスのようだ。

　アクスは【フォドンの町】の鉱山内で出会った少年のことを思い出す。

（アイツが《美徳紋》の持ち主……）

　白はく髪はつに白い外がい套とうと、比ひ較かく的てき黒を好むアクスと正反対のような風ふう貌ぼうをしていた。

　そこでふと子供の頃ころに会った男の子のことを思い出す。

　セイガ・デュナミス。

（そういやアイツも白い髪かみをしてたなぁ）

　曲がったことが嫌きらいで、熱血漢な少年だった。

　たった一カ月ほどしかともに過ごせなかったが、また会う約束をしたのだ。

　しかしもしかしたらセイガはアクスが死んだと思っているかもしれない。

【クリノーク】が壊かい滅めつしたという情報なら入手しようと思えばできるだろうから。

　そこに住んでいた人間が死んだという事実も……。

　アクスとアルティアは生き延びたが、その情報までは知らないだろう。

（確か奴やつの仲間がセイガって名を呼んでいた気がする。……まさかな）

　親友と敵対する運命かもしれないなんて俄にわかには信じられない。

　絶対に、アイツじゃない……。

　不安な心を隠かくすように、アクスは自分に言い聞かせる。

「どうかしたのアクス、そんなにぼうっとして」

　チェリツの問いにアクスは「え？」と返してしまう。どうやら彼女の話を聞いていなかったようだ。

「悪い。何の話だった？」

「だから、例の《大罪紋》の力を感知した件よ。帝国がすでに多くの《美徳紋》を有しているとしたら、一刻も早くこちらも《大罪紋》を集める必要があるわ。分かっているでしょう、《紋章眼オラクル・ウイル》には」

「《紋章眼オラクル・ウイル》でしか対たい抗こうできない」

「ならこの任務」

「ああ、引き受けよう」

　アクス自身、同じ瞳を持つ存在というだけでも興味を惹ひかれる。

　今回の事件は、まだその《大罪紋》を持つ者の仕し業わざだと確定したわけではないが、その近くにいたことは確かだろう。

（会って確かめてやる）

　そしてこの瞳で見極めてやろうと意気込む。

「ちょい待ち、勝手に代表者みたいな感じで引き受けないでほしいんだけど」

　横からジト目を向けてくるカゲツ。そういえばすっかり彼の存在を忘れてしまっていた。

「まー最初から断ることのできない任務でもあるしね。副長、改めまして、その任務を引き受けさせて頂きます」

「そう言ってもらって良かったわ。もしアクスがダダをこねるようならお仕置きしてでも引き受けさせるつもりだったし。ねえペンタ」

「せやで。このアホ、アクスを鍛きたえるためにまた地じ獄ごくの特訓メニューを考えついとったしのう。多分断っとったら、その三倍くらいのメニューを強制させられとったやろな」

　直後、アクスの顔面が一気に蒼そう白はくになってしまう。

　自然と身体がブルブルと震ふるえてきた。

「ふふふ、だって私はアクスの親代わりだもの。子が死なないように尽じん力りよくするのは親の務めでしょう？　ねえ、アクス？」

「あ、ああ……」

　確かに彼女の訓練は身になるものばかりだが、その内容は文字通り地獄に等しい。

　倒たおれても気絶しても、水をぶっかけられ精せい魂こんともに尽つき果てる寸前までしごかれる。

　並みの人間なら一時間も経験すれば逃にげ出していくだろう。

「それと、アクス以外の子たちにアドバイスよ。この子が暴走しそうになったら止めなさい。そうしなければ最悪、部隊が壊滅してしまうことだって有り得るわ。あなたたちにとってアクスは生命線。そしてティト、あなたも。帝国に復ふく讐しゆうするため、父の仇かたきを取るためにも、アクスを失うのは許容できないでしょう？」

「それは……」

「……おい、オレを放置して話を進めるなよ」

「あら、じゃあ今後一切暴走しないと誓えるかしら？」

「オレはもうあの時みたいなガキじゃない。感情の制せい御ぎよくらいできる」

「……そう。なら期待しているわ。ではカゲツ、ここに資料があるから頼たのむわね。ペンタ」

「はいよ」

　ペンタがいつの間にか手にしていた封ふう筒とうをカゲツへと渡わたす。

「じゃあさっそく準備を整えて行くとするか」

　アクスは率先してそう答えると、スッと立ち上がり扉とびらまで歩いて取っ手に手をかけた。

「……アクス」

「？　まだ何かあったか、師匠？」

「…………気をつけて行ってきなさい」

「……ああ、行ってくる」

　そのやり取りは何だか親子の会話のように思えた。

　ペンタからも激げき励れいを受けたあと、アクスたちは部屋から出て行った。











第二章　獣人たちの住まう地






　大陸の東方──【リンドブルム地方】。

　別名《獣人領》とも呼ばれるその地には、文字通り獣人族と呼ばれる者たちが住んでおり、【ドーラ王国】の統治の下もと、帝国の支配の届かない地域でもあった。

　獣人は情にも厚く同族間の絆きずなが深い種族である。一度仲間と認めた相手は決して裏切らず、命をかけて繫つながりを守る者たちなのだ。

　獣人たちは人間と比べて絶対数こそ少ないものの、生まれつきの強きよう靭じんな肉体と獣人独特の武術を有しているということもあり、帝国もなかなか従属させることができないでいた。

　だがそんな《獣人領》で由々しき事態が起こっていた。

　幾いくつかの集落に貯蔵されていた食しよく糧りようが、何者かに奪うばわれてしまったのだ。

　世界的な食糧難ゆえに、迅じん速そくな対応を迫せまられた【ドーラ王国】は、この状じよう況きようを打破すべく一刻も早く原因を突つき止めようと、被ひ害がいに遭あった集落から情報を集めた。

　そしてついに、犯人を追い詰つめることに成功したのだ。

　現在、【ドーラ王国】から派は遣けんされた王国軍は、自国領にある【ヴァリエット森林】で陣じんを構えていた。

　ここは他の地域と比べてまだ緑が豊かで、食材もまた豊富な場所である。

　この森の近きん隣りんの村々は、その恩おん恵けいを受けて比ひ較かく的てき穏おだやかに過ごしていたのだが、今回の調査で、森の木の実や食べられる野草、キノコなどが根こそぎ消失していたことが判明した。

　今回も同一犯の仕業だと仮定した軍は、たき火の後からまだ近隣に潜ひそんでいることを察知すると、すぐに陣を布しいて森の中の捜そう索さくを開始したのである。

　そして一つの小隊が、ある岩場に差し掛かかった時、ソレは聞こえてきた。

　グルオォォォォォォォ……ッ！

「っ……な、何だこの音は？」

　小隊長は突とつ如じよ響ひびいてきた重低音に、隊の動きを止めて周りを確認するように指示を出す。

　しかしあたりに人気は……ない。

「いったい、どこから……」

　グルオォォォォォォォ……ッ！

　再び鳴った音に耳を澄すませてみると、その出所は目の前にある大きな岩の塊かたまりからだった。

　大きさでいえば軽く成人男性の十倍以上はあろうかと思われる巨きよ岩がんである。

　するといきなりその岩がグラリと動いた。

「な、何だこの岩は！　動くぞ！」

「ち、違ちがいます隊長！　これは岩なんかじゃありません！」

「何だと!?　警けい戒かい態勢を維い持じせよっ！」

　小隊は岩を囲むようにし手に持った武器を構える。

　岩のように思えていたソレが、のっそりと動き始めるとようやくその正体が摑つかめた。

「こっ、これは────熊くまか!?」

　そう、それはまさに見上げるほどに巨きよ大だいに育った熊であった。

　どうやら先さき程ほどまでの音はイビキだったようだ。

　仰あお向むけに寝ねていた様子の熊は、ゆっくりと上半身を起こすと寝ね惚ぼけ眼まなこで周りを見回す。

　しかも……。

「……ふわぁぁ～、あ～れ～？　人がいっぱいだぁ」

「しゃ、喋しやべった……だと？」

「モンスター……じゃないのか？」

「獣人？　いや、こんな巨大な獣人なんて見たことが……！」

　口々に兵士たちから紡つむがれる驚おどろき。

　それもそのはずだ。モンスターは基本的に人語を話さない。人型ではあるが獣よりの姿を持つ獣人の中で、大木にも等しい巨きよ軀くの獣人は今まで確認されていなかったのだから。

　熊はボリボリと腹をかきながら「よっこいしょ～」と言いながら立ち上がった。

　こうして立たれると、その大きさがさらに際きわ立だつ。

　岩に見み間ま違ちがえたのも無理はない。このまん丸と太った黒茶色の塊はまさしく巨岩そのものである。しかしながら小隊長も呆ほうけてばかりいるわけにはいかないとして、

「き、貴様は何者か！」

　と質問を投げかけた。

「ん～ちょっと待ってほしいの～」

　その瞬しゆん間かん、驚くことに熊は傍そばにあった大木に近づくと、おもむろに齧かじり始めたのだ。

　大きな口と強靭な顎あごを駆く使しし、大木をまるでスナック菓が子しでも食うかのように貪むさぼる。

　あっという間に一本を食い尽つくすが……。

「あ～寝ね起おきはお腹なか減るよね～。そう思わない？」

　そう言いながら、また次に大木に手をかけ食し始める。

「木を食う熊……だと？　そんな存在など聞いたことが……あ、いや！　今はそのようなことはどうでもいい！　貴様！　貴様がこのあたりの集落の食糧庫を襲おそった張本人か！」

　その問いには答えず、熊は一心不乱に食しよく欲よくを満たすべく木にかじりついている。

「くっ！　その手を止めろ！　これ以上、好き勝手をするというなら捕ほ縛ばくするぞ！」

「ん～も～、うるさいなぁ。食べてる間は静かにしてよねぇ。話ならあとあとぉ」

「なっ！　……ええい、今すぐ手を止めて話を聞かんかぁ！」

　それでも忠告は無視し、今度はそこらへんに落ちている石ですら食べ始めた熊。

「ん～やっぱ木や石だけじゃエネルギーを十分に補給できないかぁ」

「聞く耳持たずかっ……もういい！　お前たち、この者を捕縛するぞ！」

　隊長の言葉により、隊員たちは一様に敵意を滲にじませる。

　するとその意を感じ取ってか、耳をピクリと動かした熊は一いつ旦たん手を止めると、不ふ機き嫌げんそうに兵士たちを睨にらみつけた。

「……ねえ、あのさぁ、ボクってこう見えて結構怒おこりんぼさんなんだよね～。特に食事を邪じや魔まされるとさぁ……ムカァッてきちゃうんだぁ」

「は……は？　何を言って……！」

　熊から猛もう烈れつな敵意が迸ほとばしった直後、弾はじかれたように隊長が攻こう撃げきを指示した。

　同時に睡すい眠みん薬やくを塗ぬった矢が熊に向けて兵士から放たれる。

　しかし驚くことに、矢は身体に刺ささるもののまるで手応えはなく、血も出なければ痛みに顔を歪ゆがめるでもない。

「……先に手を出したのは……そっちだから」

　そう言うと何を思ったのか、熊が大きく息を吸い込み始める。

　その吸引力は強力で周囲の落ち葉や石、木に土だけでなく、自身の身体に刺さった矢さえもが引き抜ぬかれ口内へとどんどん吸い込まれていく。

　その場にいた兵士たちも吸い込まれそうになるものの、必死に木や岩などにしがみついて耐たえていた。

　周囲のあらゆるものを吸い込み、風船のように膨ふくらんだ熊の吸引が止まる。

　そして──。

「────《極息圧ブレス》！」

　熊が一気に吸い込んだ空気を吐はき出した。

　その放出力は、台風が直ちよく撃げきしたかのような爆ばく発はつ的てきな衝しよう撃げきを生み、周囲を薙なぎ払はらっていく。

「「「「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」」」」

　兵士たちはその衝撃の餌え食じきとなり、その場から一いつ瞬しゆんで遥はるか遠くまで吹ふき飛ばされた。

　見れば熊を中心にして更さら地ちが出来上がってしまっている。そこには何もない、ただただ乾かわいた大地だけが残されていた。

「たぁくもう……眠気がすっとんじゃったよぉ～。それに……はぁ、お腹空すいたぁ」

　熊は新しい食材を求めて歩き始める。

　王国から派遣された軍はたった一体の熊により壊かい滅めつさせられてしまったのだった。




　　　　　※




　現在アクスたちは大陸の東方にある【リンドブルム地方】にある集落の一つへと来ていた。

　人間であるアクスが近づけば警戒され追い出される可能性が高かったが、今のアクスの風ふう貌ぼうはいつもと異なっていたのである。

　それは──アクスの頭から生えている猫ねこ型の獣けもの耳みみだ。

　薬の作用により、黒くろ髪かみは青へと変色し獣耳が生えた姿になったアクスは、どこからどう見ても獣人であった。

　本来なら身を隠かくしながらしか諜ちよう報ほう活動できないところだが、ティトさまさまである。

「さすが私ね。空気を読む天才と呼んでもいいわよ」

　同じく隣となりに立つティトもまた髪かみは青く、同じような獣耳が生えている。

　二人とも基本的に表情が豊かではないことも相まって、まるで兄妹のようだ。

「まあ確かに今回ばかりは都合が良かったがな」

「あら、レディを褒ほめるのならもっと気の利きいたコメントをオススメするわ」

「そんなことよりせっかく獣人になったんだ。このままあの【パリストン村】の中へ入って情報収集するぞ」

　ムダな時間を費ついやすつもりなどない。

　薬にも効果時間があるので、迅じん速そくな行動が必要とされる。

「それほど慌あわてなくても構わないわよ。ちゃんとほら、薬も持ってきているもの」

　ティトが白衣から取り出したのは小こ瓶びんだった。

　その中には錠じよう剤ざいが複数入っている。

「確か薬の効果は半日、だったよな？」

「ええそうよ。効果が切れる前に再度服用すれば問題ないと思うわ」

　それならば慌てる必要はないだろうが、それでも例の『瞳ひとみを持つ者』がいつまでもこの地方にいるとは限らないので、すぐに行動に移さなければならない。

　現在アクスたちの眼前には、巨大な丸太で外がい壁へきを整えた集落がある。

　門前には槍やりを持った獣人が二人立ち塞ふさがっていた。

　ちなみにこの場にはアクスとティトしかいない。

　他のメンバーであるカゲツ、アルティア、ピュアラとは別行動を取っているのだ。

　彼女たちは、少し離はなれた場所にある革命団の支部で新しい情報が入っていないか調査確認しており、獣人の集落で情報収集を行うアクスたちとは二手に分かれたのだ。

　一応、別行動は今日までで、明日には合流する手て筈はずになっている。

　ちなみにアルティアは当初アクスと一いつ緒しよに行動したいと言っていたが、支部長のご指名で向こう側に回ることになった。

　支部の連中がピュアラの訪問を楽しみにしていることもあり、彼女が顔を出すのは決定事じ項こう。

　アルティアはというと、支部長がエルフということもあって、同じエルフの血を引くアルティアは、仕事でもかなり世話になったこともある関係で、指名を無視することができずに、挨あい拶さつがてら向かうハメになったのである。

「いいかティト、分かっているとは思うが、獣じゆう人じんたちの前で獣人の悪口は禁物だぞ」

「もちろんよ」

　一応忠告をしたあと、アクスとティトは揃そろって門へと向かった。

「！　止まってくれ」

　やはり獣人の姿とはいえすんなりとは通してくれない。

「……見たところ旅人のようだが？　……兄妹か？」

　ここへ来る前に、ティトとはそういう関係で通そうと決めていた。

　兄と姉の座を奪うばい合う言い争いには発展したが、公平にコイン投げの表と裏を当てる勝負で決めることになり、結果的にアクスが兄ということで話が纏まとまったのである。

「ああ、この集落に宿があったら世話になりたいんだが」

「ふむ。同族の頼たのみを断る理由はないな。ただし中で騒さわぎなど起こしてはくれるなよ」

「了りよう解かいした。ああそれと、旅の道中で一つ小耳に挟はさんだんだが」

「む？　どうした？」

「最近ここらに食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうが現れたって聞いたんだが」

　その話をした瞬間、明らかに門番たちの顔つきが苦々しいものになった。

　この集落も被ひ害がいに遭あったという情報はすでに入手している。

「……確かにこの集落も数日程ほど前に貯蔵庫を襲われたよ。文字通り丸ごとな」

　今は皆みなで力を合わせて食糧集めに奔ほん走そうしているらしい。

「だから、宿代はいつもより高くなるが、許してくれよ」

　……それは仕方ないことだろう。

「どんな奴やつだったか分かっているのか？」

「さあな。賊ぞくが動いたのは深夜。誰だれも姿を見てないんだよ」

「怪あやしい奴はいなかったの？」

「いや。この門を潜くぐった奴でそんな怪しいのは見なかったな」

「集落内部の犯行の可能性は？」

　ついティトの発言にバカと言いそうになる。

「同族がこのようなことをするわけがないだろう？　お前たちだってそれは重々承知していると思うが？」

　思った通り、門番たちはティトを険しい目つきで睨にらみつけた。

「そうね。ありえないわよね。ごめんなさい」

「まあ、こっちもちょっと熱くなった。すまん」

　どうやらそれほど怒おこってないようでアクスはホッとする。

　そして二人は、門番に再度挨あい拶さつをするとそのまま門を潜り中へと入った。

　そこは何軒けんかの木造の建物が立ち並んでおり、家の周囲にある畑では獣人たちが農作業に勤いそしんでいた。

（全部木……か。火でも放たれると一瞬で落ちそうだなこれは）

　いや、それよりも……だ。

「おいティト、さっきのわざとだろ」

「あら、気づいたかしら」

「獣人族が噂うわさ通りの種族なのかを直じかに確かめたかったんだろうが、あまり肝きもが冷えるようなことはするな」

「大だい丈じよう夫ぶよ。こちらの姿もどう見たって獣人なのだから。多少攻せめた物言いでもちゃんと謝罪すれば許してもらえるわ」

「あのな……」

「危なくなってもきっとあなたが守ってくれるでしょ？　お兄ちゃん？」

　妖よう艶えんな笑えみを浮うかべる彼女に、アクスはそれ以上何も言えなくなった。

　ただこれでもし実は人間でしたなんて知られれば、二人揃そろって殺されかねない。

　何故なぜこれほど獣人が他種族を嫌けん悪おするのか、それは過去の遺い恨こんからに他ならない。

　帝てい国こくがこの地を狙ねらっていることもそうだが、かつて人間が獣人を奴ど隷れいや玩がん具ぐとして扱あつかってきた事実が大きいだろう。

　ここで争うつもりはないので、あまり彼らの機き嫌げんを損なうような言動は慎つつしむようティトには願いたい。

「まずは宿だが……」

　場所を門番に聞いておくべきだったと後こう悔かいした。

　とりあえずその辺の通行人にでも聞いてみることにした。

　すると旅人に対し嫌いやな顔一つすることなく、笑顔で教えてくれた。やはりさすがの獣耳効果である。

　ちなみにだが、尻尾しつぽはアルティアお手製の細長い尾おを装着していた。何でも肌はだに吸着するタイプで多少動いても取れることがないらしい。

　そうして手に入れた情報をもとに緑色の屋根が目立つ建物の前まで来た。

　どうやらここが宿らしい。

　扉とびらを開くとチリンチリンと、扉に備え付けている鈴すずが涼すずし気な音を奏かなでる。

「あ、いらっしゃーい」

　元気一いつ杯ぱいに出で迎むかえてくれたのは、床ゆかを箒ほうきで掃はいていたアクスたちとそう変わらない年ねん齢れいの少女だった。

「こんにちは。珍めずらしいね、この時期の【パリストン村】に旅人だなんて」

「……一いつ泊ぱくを」

「あらら、ずいぶんと無口そうな男の子だこと」

　それの何が悪いと思わず口に出しそうになったがグッと胸の奥に押し込んだ。

　少女はチラリとティトの方を見ると「ほう」と感心するような声を出す。

「もしかして兄妹？」

「そうよ。私はティト。こっちは兄のアクスよ」

「うん、よろしくね。あたしは一応この宿の看かん板ばん娘むすめをしてるミリンだよ」

「ええ、よろしく」

「……やっぱり兄妹だね。雰ふん囲い気きが似てるわ」

　確かに見た目が似通っていたらそう見えるだろう。

（まあ言外に不愛想な奴らだなって意味が隠かくされてる気がするけどな）

　こんな二人でコミュニケーションが上手く取れるか少し不安になってきた。

　今までこういう対応は基本的にアルティアがやっていた。人当たりも良く、社交的なため安心して任せることができたのだ。

「えっとぉ、一泊でいいんだよね？」

　アクスは黙だまって首しゆ肯こうする。

「部屋は余りに余ってるから問題ないよ。何泊はくでもＯＫだし」

「そういえば先さき程ほど気になることを言っていたわね。確かこの時期に旅人は珍しいって。それってどういう意味かしら？」

　ティトの言う通りアクスも気になっていたので、ミリンの言葉に耳みみを傾かたむける。

「……旅人なのに知らないの？」

　若じやつ干かん疑わしそうな眼差しにアクスがすかさず口を挟はさむ。

「オレたちはずっと南の方で旅を続けてたんだ。生まれも東方じゃなくてな。だからこの地域に来たのは初めてなんだ」

「あーなるほど。つまり君たちは東方獣人じゃなかったってわけね、納なつ得とく。でも何で急に東方に？」

　ずいぶんとグイグイ追つい及きゆうしてくるなと少しうんざりしながらも、これから世話になるのだから機嫌を取る意味でも説明することにする。

「他界した両親は東方出身でな。せっかくだから両親が生まれた地を巡めぐろうかと旅に出たんだ」

　すると突とつ如じよミリンが涙なみだ目めになって身体を震ふるわせ始めた。

「うぅ～、辛つらかったんだねぇ。そっかぁ、兄妹力を合わせて頑がん張ばって生きてきたんだね。あー泣けるぅ」

　どうもアクスの吐ついた噓うそを、勝手に物語化して感動しているらしい。

「そんなことよりもさっきの時期ってやつのことを教えてほしいのだけれど」

　ちょっとドライ過ぎな気もするが、ティトの言葉にミリンが「そ、そうだね」と言って語り始める。

「えっとね、東方じゃ四年周期でこの時期になるとゴブリンの大量発生が起きるんだよ」

「！　……思い出した。そういえば東方にある渓けい谷こくにはゴブリンの巣があったな」

　革命団の書庫で、東方について調べたことがあったが、その時に眼めにしたことがあった。

「何だ、知ってるじゃない。【ゴブリンの谷】ってまんまなネーミングだけど、その奥地でね、ゴブリンの王様の誕生を祝う儀ぎ式しきが行われるの。そのために各地に存在するゴブリンたちがぞくぞくと渓谷に集まってくるんだよ」

　そこでゴブリンたちは、新しい王の誕生を祝うのだ。

　ゴブリンの王は〝ゴブリンカイザー〟と呼ばれ、誕生とともに食しよく糧りようを得るべく渓谷から出て周囲の獣けものや人間たちを襲おそうのである。

　だからこの時期は、獣人たちは身の安全を第一に外出を控ひかえ、集落の警備を強めるのだ。

　それゆえに、この時期に来訪する旅人は、余よ程ほどの腕うで利ききか、何も知らない者のどちらかということになる。

「まぁ、この時期はとにかく外出を控えて、ゴブリンと遭そう遇ぐうしないようにしていればいいんだけど……」

　何か含ふくみのあるような言い方なので、「何かあるのか？」とアクスは尋たずねた。

「ん～実はね、いつもだったらゴブリンによる被ひ害がいが報告されてもおかしくないんだけど、今期は何故かゴブリン大量発生がまだないみたいなんだよね」

　なるほど。何かしらの理由で定期イベントのようなものが起こっていないらしい。

「村には一応外出自じ粛しゆくに備えてそれぞれの家に備び蓄ちく物を蓄たくわえておくんだよ。あ、でも貴重な食糧でもあるから、いつもより夕食代として値段が割高だけど大丈夫？」

「あぁ、問題ない」

　外に食糧確保に出で掛かけられないなら当然の条件だろう。

「そういえば門番の人から貯蔵庫が丸ごと消えたって聞いたわ。不思議な現象よね。それは村のどのあたりなのかしら？」

「貯蔵庫？　西口の方だよ。もしかして気になるの？」

「ええ。こう見えても不可思議な現象に興味があってね」

　ティトの言い分だが、少し苦しい感じもするも……。

　だから少しだけ付け足すことにした。

「変わった奴だろ。こう見えて実は大のミステリーマニアなんだよ」

　そう言いながらティトの頭を撫なでると、彼女は「ちょっ」と驚おどろきながらも手を払はらいのけることなく、若干照れ臭くさそうに「バカ……」と言ってそっぽを向いた。

「あはは。やっぱり兄妹だね！　すっごく仲が良いい！」

　どうやら誤ご魔ま化かせたようでアクスはホッとした。

「じゃあ今からその近くまで用事で出掛けるから案内してあげる！」

　何とか不信感を与あたえることなくミリンに案内してもらえることになったので、さっそく三人で外に出る。

　村の西側にあるその場所は、ずらっと住宅が立ち並ぶ中で大きな違い和わ感かんを与えていた。

　それは例えるなら綺き麗れいに生え揃った歯のうち、一本だけ抜ぬけてしまっているようなそんな明らかな違和感である。

　ようするに建物と建物の間に、一カ所だけポッカリと空間が空いているのだ。

　ミリン曰いわく、ここには先日まで立派な貯蔵庫が建てられていたのだという。

　アクスは空くう虚きよになったその場所を静かに観察する。

（ほう、まるで建物ごとテレポートでもしたかのようだな）

　確かにミリンから聞いていた通りだった。

「実に興味深い現象よ。本当に建物ごと消失しているみたいね。でも理由が分からないわ。食しよく糧りようが目当てなら、食糧だけを奪うばえばいいと思うのだけれど。けれど事象には必ず理由があるはずだわ。わざわざ建物ごと消失させた意味は……」

　ティトは謎なぞ解ときでもしているかのように、ブツブツと現場を注視しながら呟つぶやいている。

　アクスはアクスで、その時、耳鳴りに近い妙みような感覚を摑つかみ眉み間けんにしわを寄せていた。

（この気配は……っ）

　力の残ざん滓し、とでも呼ぶべきものを確かに感じ取った。

　そしてそれは紛まぎれもなく《紋章眼オラクル・ウイル》に含ふくまれるエネルギーだ。

　ほんの僅わずかだが、確かにこの地に残っている。

　これは同じ《紋章眼オラクル・ウイル》を持つ者にしか感じ取ることはできないだろう。

（師し匠しようの言ってた通り、か。オレ以外の別の《紋章眼オラクル・ウイル》の持ち主……）

　アクスは推理に耽ふけっているティトの肩かたにポンと手を置く。

「！　……カラスくん？」

「ティト、やはり師匠の言ったことは正しかったようだ」

　小声でそう言うと、ティトもまた「そう」と小さな声こわ音ねで応えた。

　一通り辺りを調べた二人は、食糧庫から食物を持ってミリンとともに宿へと戻もどったのであった。




　──翌日の昼過ぎ。

　その日は、朝から食糧泥どろ棒ぼうについて【パリストン村】の村人たちから聞き取りを行ったが、やはり誰だれもその姿を見ておらず門番たちから聞いた話以上の情報はあまり得られなかった。

　ただ村の外へ数日ほど狩かりに出かけていた者たちからは気になる話を聞くことができた。

　何でも最近【ドーラ王国】から派は遣けんされた軍が壊かい滅めつしたとのこと。

　そしてそれには例の食糧泥棒が関わっている可能性が高いらしい。

　アクスは地図を広げて、軍が被ひ害がいに遭あったという森の位置をティトとともに確認した。

「確かつい最近の出来事だって話だよな」

「ええ。……ここよ。この村からそう離はなれていないわね」

「しかし熊くま……か」

　聞いた話では、食糧泥棒は言葉を話す熊だったとのこと。

「喋しやべるモンスター？　あのペンギンのような存在ということかしら？」

「ペンタ親分のことか？　……どうだろうな」

　本人は格の高いモンスターだと言い張っているが、確かにアクスも喋るモンスターは彼しか知らない。

　同じような存在だとしたら、かなり厄やつ介かいな力を持っている……と思う。

「親分から聞いた話だが、人語を話せるようなモンスターは他のモンスターよりも特別な能力を持っていることが多いらしい」

「どういうこと？　じゃああのペンギンもそうなの？」

「まあな。ああ見えて親分はオレに体術を教えてくれた先生だからな」

　主に知識や魔ま法ほうなどはチェリツから、そして体術はペンタから教わった。

「う、噓うそ……あんなまん丸い身体で体術って……！　そういえば最初に会った時に」

「思い出したか？　いつもああやって不意をついて攻こう撃げきを仕し掛かけてくるんだ。オレが鈍にぶってないか確かめるためにな。親分が本気を出したら魔法無しのオレじゃ勝ち目は薄うすいぞ」

「！　あ、あなたが勝てないの？」

「体術のみ、ならな」

　正直あの小さな身体で電光石火の動きを見せるので、攻撃を防ぐだけでも大変なのだ。ましてや攻撃を当てるには動きの先読みは必ひつ須す。体術で上を行くのは困難である。

「信じられないわ……あんなペンギンが」

「《特異魔物ユニークモンスター》って知ってるか？」

「ええ、特とく殊しゆな体質や能力を持つモンスターのことでしょ？　……！　まさか！」

「そのまさかだ。親分は《特異魔物ユニークモンスター》なんだよ」

「じゃあ体術が強いっていう特異体質なの？」

「いいや、アレはまあ副次的なものだな」

「副次的？」

「親分は一度自分の身で受けた武技を再現することができるんだよ」

　説明はしたものの、よく分からないようでティトは眉間にしわを寄せている。

「そうだな。オレが自ら必死で編み出した剣けん技ぎを親分に食らわせたとしよう。それを受けた親分は一いつ瞬しゆんにして自分のものにできるってことだ」

「え……それ反則じゃないの？」

「まあ、武術家にとっては恨うらめしい能力だろうな。何せ簡単に模も倣ほうされてしまうんだから」

「……あ、じゃあ前にカラスくんと戦った時って」

「そうだ。あの動きができたのも、親分が以前ああいう戦い方をする武術家と戦ったんだろうな。そこから自分なりにアレンジを加えて戦うのが、親分のやり方だ」

「なるほど。だから副次的なのね。それにしても、そんな能力があるなんてね……」

「師匠のパートナーは伊だ達てじゃないってことだ。それよりも話を戻すぞ。その熊が例の食糧泥棒だとしたら、そいつはオレと同じ眼めを持ってるってことだ」

「モンスターが《紋章眼オラクル・ウイル》を持っているなんてこともあるの？」

「師匠曰いわく、生物なら可能性はあるとのことだ。まあ、実際に会って確かめるまでは真実は分からんがな」

　仮に本物だとしても、相手はモンスターだ。

　ペンタのように物分かりの良いい、というか人間とともに在るような存在ではないかもしれない。

　基本的にモンスターは人間には懐なつかないし、互たがいを敵として認識している。

　チェリツはできれば《大罪の紋もん》を持つ『瞳ひとみを持つ者』ならば仲間に引き入れたいらしいが、さすがに相手がモンスターだとは思っていなかっただろう。

「一応師匠に報告だけはしておくか」

　そう思い、《通信札》を使って彼女と連れん絡らくを取ろうと試みる。

　だが話ができない状じよう況きようにあるのか、何度も試してみたが連絡がつかなかった。

「……しょうがない。また時間を見て試すか」

「それで？　これからどうするの？　追うのでしょう？」

「できれば奴やつが向かう先を読んで先回りしたいが」

「それなら簡単よ」

「？　どういうことだ？」

「ほら、これを見なさい」

　ティトが地図に指を差す。

「この村で得た情報を整理し食糧泥棒に襲おそわれた順を追っていくと……」

　トン、トン、トンとティトの指が動いていく。

「……！　北上してる、な」

　どうやら食糧泥棒は南から《獣人領》に入り、食糧がある場所を目指して北上しているようだった。

「なら次は軍が壊滅の憂うき目めにあったこの森の北にあるこの村か」

「いいえ。そこはもう間に合わない可能性が高い。だからその先にあるココを目指すわ」

　そうしてティトが指を差したのは──【ドーラ王国】だった。

「いや、さすがにこの規模の国を一人で襲うつもりはないと思うが」

「普ふ通つうならそうでしょうけれど、相手はモンスターよ？」

　それはそうだが、ペンタもしっかり考える力を持っているし、自分の力を把は握あくできる強さもある。この食糧泥棒も非常識な行動を繰くり返してはいるが、さすがに王国に一人で乗り込むとは思えない。

　敵地のど真ん中に自ら進むようなものだ。捕つかまえてくださいと言っているのと同義。

「……とりあえず王国の少し手前にあるこの橋で様子を見るというのはどうだ？」

　実際国を襲うつもりならばその橋を渡わたるはずだ。そうでなければかなり迂う回かいしないといけなくなるから。

「そうね。じゃあそうしましょう。……ところでもし橋に来た時はどうするつもり？」

「対話を試みてみる。実力行使はできれば避さけたい、な」

　自分以外の『瞳を持つ者』なのだ。

　アクスも味方になってくれるなら心強いという気持ちはある。

　それにもし帝てい国こくにその力を奪われたら厄介どころの話ではない。

（仮にそうなるような流れになった時は……オレが）

　敵の手に落ちる前にその命を奪うことも視野に入れなければならない。

　それだけ《紋章眼オラクル・ウイル》の力は大き過ぎるのだ。

　アクスだからこそそれは痛いほど分かっている。

「これから隊長たちと合流する予定だけどどうするの？」

「《通信札》で連絡を取っておく。合流は橋付近にしよう」

　そうして今後の行動が決まったところで……。

「さっそく向かうか、ティト。急ぐ必要があるしな」

　準備を整えて【ドーラ王国】の手前にある橋へと向かうことになった。

　例の食糧泥棒よりも先に辿たどり着くために──。




　　　　　※




　曇どん天てんが広がる空の下、百日紅サルスベリのようなツルツルとした岩いわ肌はだを持つ渓けい谷こくにて異常事態が起きていた。

　ここは【ゴブリンの谷】と呼ばれるゴブリンたちの巣であり、この時期はこの場に数万を超こえるゴブリンたちが自分たちの王の誕生を祝うために集つどうのである。

　だが今、この渓谷で惨さん劇げきに等しい光景が広がっていた。

　谷の最奥部であるその場所には通常、次代の王を宿した巨きよ大だいな卵が安置されているのだが……。

　壁かべに立てかけられている松明たいまつの灯あかりが、そこに広がる無数のゴブリンたちの死し骸がいと真っ赤な血で埋うめ尽つくされている状況を照らしている。

　そして、山のように重なったゴブリンの死骸の頂点に、真っ赤な装しよう束ぞくを着込んだ一人の人物が佇たたずんでいた。肩かたに恐おそろしく巨大な斧おのを担かついだその人物は、深く被かぶったフードから呆あきれたような溜ため息いきを零こぼす。

「……ったく、こんなもんかよ」

　明らかに不満げな声音である。言こと葉ば遣づかいは男っぽいが、声からして女性だ。

　斧から鮮せん血けつが滴したたり落ちていることから、彼女がゴブリンたちを屠ほふったことは明白である。

「カイザー……帝てい王おうって名乗るからには相当楽しませてくれっかと思ったんだがよぉ」

　彼女の目の前には、上半身と下半身を真っ二つにされた一ひと際きわ大きな身体を持つモンスターが血ち塗まみれで横たわっている。

　その存在こそ、ゴブリンたちの待ち望んだ王──ゴブリンカイザーだ。

　明らかに通常のゴブリンと比べても、十倍以上もの体たい軀くである。何といっても山のように重なったゴブリンよりも大きいのだから。

「せっかくこんな僻へき地ちまで来てやったっつうのによぉ。気分悪ぃ」

　再び溜め息を吐つきながら、二度と動くことはないゴブリンカイザーに視線を向けた。

「まあ暇ひま潰つぶしにはなったし、主あるじの命令もこなせたことはこなせたか」




「────────いいえ、こなせていないわ」




　その時、松明の灯りが届いていない通路の奥に広がる暗くら闇やみから女性の声が響ひびいた。

「あぁ？　……んだよ、ルネスか」

　闇やみの中から音もなく現れた人物はルネスという名前のようだ。彼女を見て、赤装束の女性は怪け訝げんな表情を浮うかべる。

「……何だそのけったいな恰かつ好こうは？」

「あら？　似合わないかしら？」

「知るか。メイド服だろ、それ？」

　赤装束の女性の前に現れた女性──ルネスは美しい顔立ちと妖よう艶えんな雰ふん囲い気きを身にまとった人物だったが、なぜかメイド服を着用していた。

　ルネスはクスリと冷笑を浮かべると語り出す。

「この服は、この間の任務で潜せん入にゆうしていたお屋や敷しきで支給されたのよ。結構形が気にいっててお気に入りなの」

「ふぅん。任務ってあれだろ。でっけえ鉱山がある町での潜入捜そう査さ」

「ええ。そこの領主宅で働いていたメイド長に成りすまして、しばらく領主を監かん視ししていたのだけれど」

「ああ、最近主を夢中にさせてる例の玩具おもちや作り……《ケイオス》、だったか？　アレに不備がないか見てたってやつだろ」

「それだけじゃないわ。至上目的は〝黒の紙片ギア・ピース〟だったんだもの。まあ、それはすんでのところで別口に持っていかれてしまったけれど」

「へぇ、お前が手て柄がらを掠かすめ取られるなんて面おも白しれえじゃねえか。どんな奴やつに奪うばわれたんだ？」

「恐おそらく《在るべき世界アヴニール》に所属する者よ」

「強えのか？」

「情報によると《ケイオス》を撃げき破は。領主率いる帝てい国こく軍をものともせずに逃にげおおせたというのだから、それなりの実力者ではあると思うわ」

「……いいねぇ」

　明らかに楽しそうな声こわ音ねが赤装束の女性から発せられた。

「それよりも主の命はゴブリンカイザーの生いけ捕どりだったはずよ」

「…………そうだったっけ？」

「あなたはもう……その三歩歩くと忘れる癖くせを直しなさい」

「おいっ、さすがに三歩くれえは覚えてら！　……まあ、一日経たったら自信ねえけど」

　やれやれと肩かたを落としたルネスから大きな溜め息が漏もれる。

「やはりあなたに捕ほ獲かく命令はムリね」

「へへへ、悪いな」

「少しも悪いと思っていないでしょう？　……まあ、こうなると思ったから私が来たのだけれど」

　ルネスはゆっくりとゴブリンカイザーの上半身へ近づくと、ポケットから一枚の長い札を取り出した。

　墨すみに浸ひたしたように真っ黒の札には、血文字で魔ま法ほう陣じんが刻まれている。

　それをルネスはゴブリンカイザーの額にピタリと貼はりつける。

　すると今までピクリとも動かなかったゴブリンカイザーの身体が一いつ瞬しゆんドクンと脈打ち、次第に瞳ひとみに光が戻もどり始める。

「あとは捕ほ食しよくね。マルテス、邪じや魔まだからそこをどきなさい」

　ルネスの言葉により「へ～い」と気楽に返事をした赤装束の女性は、ゴブリンたちの死骸の上から飛び降りて距きよ離りを取った。

　それとほぼ同時に、ゴブリンカイザーの上半身がビクンビクンと動き、

「グガギヤァァァァァァァッ!?」

　けたたましい雄お叫たけびを上げて復活したのも束つかの間ま、まるで飢うえた獣のように、赤装束の女が先さき程ほどまで乗っていたゴブリンの死骸の山へと這はいずり、その死肉を貪むさぼり始めた。

　どういうわけか捕食を繰くり返す度たび、切断されたはずの下半身が徐じよ々じよに復元されていく。

「これでしばらくすると完全復活ってか。便利だな、その札」

「あなたが殺さなければコレに頼たよることもなかったのだけれどね」

　プイッと顔を逸そらすマルテス。

「おお、ぶっ殺しても復活すんだし、もう一回コイツと戦っていいか？」

「ダメに決まっているでしょう。あなたはさっさと次の任務へ向かいなさい。忘れていないわよね？」

「…………あーあれな、うん。覚えてる覚えてる」

「絶対忘れてるでしょ。はぁ……事前に情報を与あたえておいたでしょう？　近々【ドーラ王国】に帝国からの重要人物が訪れるって」

「！　おお、確かそんな感じだったな！　思い出したぜ！」

「あなたの任務はかなり重要よ。できれば他の子に任せたかったけど、手が空いてる腕うで利ききがあなたしかいないのよ」

「任せなって！　アタシにかかればどんな任務だろうがケッチョンケッチョンだぜ！」

　ルネスは「意味が分からないわ」とこめかみを押さえながら頭を振ふる。

「とにかく、さっさと行動なさい。戦力が必要ならこちらが用意するから」

「ちぇ。命令しやがって。いいよいいよ、じゃあ《ケイオス》を倒たおしたって奴を捜さがすから」

「あのね。だから任務を」

「ちゃんと捜すついでにやるから安心しろっつうの」

「普ふ通つう任務をついで扱あつかいなんてしないのよ」

　しかしマルテスにそれ以上何を言ってもムダだと知っているのか、ルネスは黙だまって肩を竦すくめた。

「さぁて、んじゃ狩かりといくか」

「私のようにしくじらないようにね」

「へんっ、誰だれに言ってやがる。このアタシは〝赤あか羽ばね宗〟の『爆ばつ火か』──マルテス様だぜ！　大船に乗ったつもりでいろ！」

　フードを取り素顔を露あらわにしながらマルテスが言う。

　ボサボサな真っ赤な髪かみに、蛇へびの眼めのような獰どう猛もうな紅眼を持つ。

　その口元は子供のように無む邪じや気きさで大きく緩ゆるんでいた。




　　　　　※




　大陸の東方、《獣じゆう人じん領》と呼ばれる地域の北側に獣人の国家──【ドーラ王国】はあった。

　帝国による〝神樹・アダム〟の独どく占せんで、世界中に荒あれ果てた大地が広がっているにもかかわらず、この地は鬱うつ蒼そうと茂しげった森で囲まれ作物も豊かに育つ生きた大地が広がっていた。

　その理由は明らかになっていないが、何でも【ドーラ王国】に隠かくされた秘密と関係があるらしい。

　そしてそんな【ドーラ王国】から南南西に位置する場所に、大地が大きく裂さけたような巨大な崖がけ──【ジャイアントクリフ】があり、その遥はるか崖がけ下したには激流が流れ海へと続いていた。

（大体橋の長さは五十メートルくらい、か）

　そんな大地が分かたれた部分を繫つなぐ鉄橋を眺ながめながら、アクスは手前の森の中から身を隠しながらその距離を測っていた。

　──【バルゼル橋】。

　立派な吊つり橋ばしであり、ここから最短距離で王国へ向かう、一番安全な陸路でもある。

　アクスたちは食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうが今後向かうであろう方角を推測し、ティトとともに急いでこの場所へとやってきていた。

　ただやはりといおうか……。

「軍が配備されているわね」

「ああ。獣人軍もバカじゃないってことだ」

　橋の両りよう端はしにそれぞれ関所を設けているかのように陣じんを組んで侵しん入にゆう者しやに目を光らせている。

　数は均等に百人ほど配置していた。合計で二百人ほどだろう。

　アクスたちが予想したように、軍もまた食糧泥棒の向かう先がこのままだと国にぶつかると判断し、ここの守りを固めているのだろう。

　恐らくは少し手前の集落にも兵たちは派は遣けんされているだろうが、果たしてどうなっているか……。

「とりあえずまだ奴は来ていないようだし、しばらくは様子見だな。ここまでほとんど休みなく進んできたからな。できればここらへんで隊長たちと合流するまで待機したいが……ん？　ちっ、雨が降ってきやがったな」

　突とつ然ぜんの雨に、アクスは身体が冷えるのを避さけるべく、雨宿りができる場所を探し始める。

　周りを見み渡わたすと、森の中に地面から生え出た巨きよ大だいな岩を発見した。

「──よし、こいつを利用すれば雨風も凌しのげるか」

「アクス？　この岩がどうかしたのかしら？」

　大きな岩を見上げながら、ティトは首を傾かしげる。

　それには応えずに、アクスは目を閉じると魔ま力りよくを両目に集束させていく。

「革命の灯を点せすべてを書き換えろ────《革命支配リライト》」

　そう言ってカッと見開いた瞳ひとみには、翼つばさを模したような黒い紋もん様ようが刻まれていた。

　アクスは一瞬で、何の変へん哲てつもない巨大な岩の真ん中に、空くう洞どうを作り出す。

　さらに橋がある方向に小さな覗のぞき穴あなや、腰こしかけるための椅い子すなども作り上げると簡易式の休きゆう憩けい所じよの出来上がりである。

「……何度見てもあなたのその力は驚きよう愕がくね。でも二十四時間であと二回でしょ、使えるのは？　こんなに早く使って良かったの？」

「身体が濡ぬれて冷えると体力も判断力も鈍にぶる。任務を成功させるためにはしょうがない。そんなことより早く中に入るぞ」

　二人は中に入るなり空けた穴から橋の様子を見守る。

「交代で監かん視しだ。まずはお前が休んでおけ」

「分かったわ。……できればふわふわなベッドの上が良かったけれど」

「贅ぜい沢たく言うな」

「そうね。雨風が凌げるだけでも十分だし。…………寝ね込こみを襲おそっちゃダメよ」

「襲うか！」

　と、その時、外では雨足が強くなり、あっという間に豪ごう雨うに早変わりした。

「ほら見ろ、お前が変なことを言うから空も怒おこったぞ」

「何よそれ。あなたでも冗じよう談だんを言うのね。面おも白しろくはないけれど」

　それでもティトはクスッと、若じやつ干かん笑えみを浮うかべつつ椅子に腰かけると、静かに目を閉じて休憩を取り始める。

（さて、予定通り現れてくれたらいいんだが……）

　問題は橋に食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうが来たとしても、確実に待まち伏ぶせをしている軍人たちとぶつかる。

　そうなれば戦せん闘とうは避けられないだろう。以前獣人軍を壊かい滅めつしたという報もあるので、相手も躊ちゆう躇ちよなく攻こう撃げきを仕し掛かけるかもしれない。

　軍人たちはというと、こんな雨の中にもかかわらず、一糸乱れず隊列を保ち周囲に気を張っていた。

　獣人は生まれつき身体能力が高く、人間と比べても明らかに屈くつ強きようである。

　戦術などを考こう慮りよせずに、ただ力と力で真正面からぶつかったとしたら、人間が勝つには獣人の倍以上の兵士が必要になる。それはすでにこの世界の歴史が証明していた。

　だからこそ帝てい国こくもなかなか支配し切れずにいるのだ。

　アクスは地図を広げてもう一度食糧泥棒が進んでくるであろうルートを確認する。

（例の食糧泥棒が本当に熊くまなら恐おそらくは徒歩で、腹が減ったらその場で食糧確保しながら移動しているだろう。森で軍を壊滅させてから真まっ直すぐこっちに向かったとしても、それなりに時間がかかるだろう。ただ的外れな待ち伏せになるのだけは避けたいな）

　食糧泥棒が突とつ如じよとしてルートを変へん更こうしたら困ってしまうが。

　とにかく今はまだ見ぬターゲットを信じて待つしかない。

　するとその時、所持していた《通信札》から僅わずかだが魔力を感じた。

　懐ふところから取り出してみると、それはアルティアと繫がっている札であった。

　アクスはそれを額に当てて意識を集中させるなり「はい」と言葉を発する。

「──アクスくんっ！」

「っ……アル、声が大きい」

「あ、ごめんなさい。えと……今大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫だ。何か問題でも起きたか？」

「いえ、そちらへ向かってる途と中ちゆうだったんですがこの雨じゃないですか。かなりの豪雨ですし、少し止やむまで雨宿りすることになりまして。そっちはどんな感じですか？　あ、やっぱりアルがいなくて寂さびしいですよね」

「いや、それは……」

「うんうん、言わなくても分かっていますとも！　アクスくんにはアルがいなきゃ成り立たないですもんね！　ていうか成り立つアクスくんなんてアクスくんじゃないです！」

　また面めん倒どう臭くさいアルティアが出てきてしまったようだ。

　というよりも自分がアルティアありきの存在だと初めて知った。

「ああもう、できれば今すぐ向かってアクスくんを抱だきしめたいところなんですが、空気を読まない天気がアルとアクスくんの仲を引き裂さこうとしていますぅ～！　でもアルは負けませんよ！　だってほら、言うじゃないですか！　愛は障害があるほど燃えるって！」

　……いつ終わるかなぁ、と思いながら聞いていると、

「？　アクスくん、聞いてますか？」

「ああうん、聞いてる聞いてる」

「……何だか声に感情が乗ってない感じなんですが…………はっ！　もしかしてティトちゃんですか！」

「……は？」

「ティトちゃんと今、その、あれ……ですか？　言葉にできないようなことをっ……いやぁぁぁぁぁぁっ！」

　マジで鬱うつ陶とうしさ爆ばく発はつである。

「どうしたのかしら？　アルティアから連れん絡らく？」

　目を閉じて休息に入っていたティトも、アクスの呆あきれた様子にコクンと軽く頭を傾かたむけながら視線を向けてくる。

「ダ、ダダダダメですよ！　そそそそんなのお姉ちゃんは許しませんからねっ！　ああっ、だからアルもついていきたかったですのにぃぃぃっ！」

　ここらで盛大な勘かん違ちがいをしている義姉に忠告しておこう。

「……あのなアル、言っておくが仮にアルが言うようなことをしてたとしよう」

「し、し、し、してるんですかぁっ!?」

「っ……う、うるさい。してないし、仮にって言っただろ」

「うぅぅ～、ほんとですかぁ？」

　頰ほおを膨ふくらませ涙なみだ目めになっているアルティアの顔が脳裏に浮かび上がる。

「当たり前だ。もしそんなことをしてたらこうやってお前と話すわけがないだろうが」

「……！　あ、それもそうですね。……いやでもでも、そういうプレイだったり……」

「いかがわしい本の読み過ぎだ。アルのドスケベ」

「ド、ドドドドドスケベちゃうわっ！」

　今度は恐らく顔を真っ赤にしていることだろう。

「とにかくそっちは何も問題ないんだな」

「…………はい」

　どうも今の一連のやり取りで機き嫌げんを損ねたようだ。

　アクスは溜ため息いきを吐つくと、諭さとすような声こわ色いろで言う。

「アルのために買っておいた土産みやげがあるから信じて待ってろ」

「！　ほんとですか！」

「ああ約束だ」

　先日世話になった村で特産にしている果実を買っておいたのである。

　ただしアルティアだけのためではないが。

「分っかりました！　アクスくんを信じちゃいます！　何と言ってもアルはお姉ちゃんですから！」

　なら最初からブレないでくれ、と思いたい。いや、ある意味ではブレていないのだが。

「ティトには何か言うことないか？」

「ティトちゃんも無事なんですよね？　だったら嬉うれしいです！　どうかそのまま怪け我がをせずに……アクスくんには絶対に手を出さずに大人しくしていてと伝えてください」

「はいはい。じゃあ切るぞ」

「はぁい！　あ、最後に、アクスくん愛し──」

　プツリと会話を強制終しゆう了りようさせた。

　アクスはやれやれと溜め息交じりに肩かたを竦すくめる。

「ふふ、本当にあなたたちは仲が良いいわね」

「まあ家族だからな」

　血は繫つながっていないが、何にも代えがたい大切な存在である。

　オレの守るべき人──。

「ところでただの世間話だったの？」

「そんなところだ。ティトの無事も喜んでたぞ」

　アルティアの言葉の後者は決して伝えはしまい。

「そう。……ねえ、一つ聞いてもいいかしら？」

「何だ？」

「まだちゃんと聞いてなかったもの。あなたがどうして革命団に入ることになったのか」

「……そうだったな。聞きたいのか？」

「興味はあるわ」

「まあ、まだ時間もあるしいいか」

　監視のついでの時じ間かん潰つぶしとして、アクスはティトに自分の過去を語り始めた。




　　　　　※




　赤茶色に色づく荒こう野やを四台の馬車が走っていた。

　所属を示すかのように、【神聖ガンエデン帝国】の旗が風で揺ゆれている。

　前を走る二台の馬車は後ろの二台の馬車と異なり比ひ較かく的てき小さい馬車で、四輪だが、引いている馬は一頭だけだった。

　また二台目の馬車は、全体的に黒を基調とした高級感漂ただようクーペ型であり、その左右にはそれよりも遥はるかに大きく、単純に三倍ほどはあろうかと思われる荷馬車が走っている。

「やれやれ、また隊長無しの任務ですか」

　溜め息交じりにそう言うのは、先頭を行く馬車に乗っている長ちよう髪はつの男だ。

　名をヒズミ・クローリー。階級は少しよう尉いである。

「西海に突とつ如じよ現れた巨きよ大だいなサメを退治しに行ってんだってな」

　そう言ってヒズミとは対照的に無む邪じや気きな笑えみを浮うかべているのはセイガ・Ｓ・デュナミスであり、今回の任務での指揮官を命じられている。

　ちなみに対面して座るヒズミは彼の副官だ。

「上層部から指示を受けたわけでもなく、隊長は自ら志願して向かったそうです。もっと他に優先すべき任務があるはずなんですがね」

「んなこと言うなって。その西海に隣りん接せつする村とか、サメのせいで満足な漁業ができねえって困ってたんだろ。隊長言ってたぜ。だったら俺が何とかしなきゃなって」

「我われ々われは慈じ善ぜん事業団体ではないのですが……。それに隊長は見た目通りの脳筋で、どうせ上司と一いつ緒しよの堅かた苦くるしい任務が嫌いやで、我々に押し付けただけですよきっと」

「そんなことは…………ねえとも言い難がたいけどよ……っ、で、でも放っておくことなんてできねえだろ？　だから隊長は信しん頼らいできる俺たちに《獣人領》への任務を任せてくれたんだよ……きっとな、うん」

「…………はぁ。まあ、あなたはどうしようもないお人ひと好よしですしね。そこを利用されたんでしょうが」

　苦笑を浮かべながらこめかみに人差し指を当てて首を振ふるヒズミ。

「もうヒズミ、そんな愚ぐ痴ちばっかり言って馬車内が陰いん気きになるから止やめてよね」

　セイガの隣となりから不満げな声が響ひびくと、ヒズミは口を尖とがらせている人物を見ながら口を開く。

「そうはいってもリリオラ、あなたも隊長に思うことはあるでしょう？」

「別に。私はセイガが傍そばにいてくれたらそれでいいもーん！　ねえ、セイガ！」

　一いつ切さい躊ちゆう躇ちよすることなく、嬉うれしそうにセイガの腕うでを取る少女。

　名をリリオラ・オークリッド。ヒズミと同じ階級である。

　鮮あざやかな藤ふじ色いろの髪かみを後ろで束ねており、快活な性格とコロコロと変わる表情でこの隊のムードメーカーを担になっていた。

　リリオラは、翡ひ翠すいを嵌はめ込んだようなその眼差しを細めると、ジッとセイガを見つめる。

「リ、リリオラ！　だから引っ付くなっての！」

「ええー、いいじゃーん！　それともセイガは……嫌？」

　目を潤うるませ上うわ目め遣づかいでセイガに視線を送り続けるリリオラ。

「い、いや、だ、だから……その……む、胸が……さ」

「んん？　なぁに？　小声じゃ聞こえなーい。ちゃんとアタシの眼を見て言ってよ」

　リリオラが身体を寄せ力強くセイガの腕を抱きしめているせいか、その豊満な胸が歪ゆがむほどにセイガの腕がめり込んでいるのだ。

　セイガは顔を真っ赤にしながらも必死で顔を背そむけて小さな抵てい抗こうを続けている。

「はぁ、リリオラ。任務中ですよ。いかがわしい真似まねは控ひかえてください」

「ぶぅ～、ここは空気を読んで出てってくれたらいいのにぃ」

「……私に走ってる馬車から飛び降りろと？」

「大だい丈じよう夫ぶ。後続の馬車に引かれて死んでもちゃんと骨はあとで拾ってあげるわよ」

　怖こわいことを平気でいう小こ悪あく魔ま少女であった。

「ダ、ダメだぞリリオラ！　ヒズミが死んだら俺が悲しい！　ヒズミには最後まで俺の傍にいてもらいてえんだ！」

　真まっ直すぐな瞳ひとみで宣言するセイガの言葉に、ヒズミはどこか照れ臭くさそうに眼めを泳がす。

　だがセイガのヒズミに対する感情が気に入らないのか、頰ほおを膨ふくらませてヒズミをキッと睨にらみつけるリリオラ。

　見かねたセイガはやれやれといった表情で優しく声をかける。

「こらリリオラ、俺たちは隊長のもとに集まった少数精せい鋭えい部隊だぞ。仲間なんだ。仲良くしてくれよ」

「……セイガが頭撫なでてくれたら仲良くする」

「へ？　あ、頭？」

「……ダメ？」

　またも美少女による上目遣いの攻こう撃げきだ。これに抗あらがえる少年はそういないだろう。

　セイガも戸と惑まどいを見せつつも結局──。

「ん……えへへ～」

　頭を撫でたのだった。

　セイガの小動物でも撫でるような優しい手つきにリリオラは頰を緩ゆるめる。

「…………………………腹黒め」

「っ！　……あれぇ、何か言ったのぉ、陰いん険けんノッポさん？」

　リリオラの笑顔が固まり、そのままギギギと顔ごとヒズミへと向ける。

「いえいえ別に。ただの独り言ですから」

「っ……ふ、ふぅぅぅん。ずいぶんと大きな独り言よね。まるで誰だれかに聞かせるために言ったのかと」

　二人の視線がぶつかり合いバチバチと火花を散らし始めたので、セイガはまたしても間に入る。

「あーもう、そこまでだ。それ以上やるなら荷馬車に移動してもらうぞ、二人ともな」
















　そう言われてしまえば何も言えないようで、二人は互たがいに目線を逸そらし沈ちん黙もくした。

　ようやく静かになったとホッと息を吐ついたセイガは、話題を変えるためかヒズミに対し質問をなげかける。

「あのさヒズミ、聞いておきたいことがあんだけど」

「何ですか？」

「……今回の遠えん征せいさ、何であの方が出張って来たんだ？」

　セイガは真後ろを走っている馬車を視線で示す。

「そうよね。確か今回、食しよく糧りよう不足に陥おちいってしまった獣人たちに食糧を届けるだけの任務よね。それなのに……」

　リリオラが不思議に思うのも当然なのである。

　何せ三人の後ろを走っている馬車に乗っている二人の人物は、セイガたちとは身分立場も比ひ較かくにならないほど上位な存在だ。

　するとその時、馬車の動きが緩かん慢まんになり始め、しばらくするとピタリと止まった。

　当然セイガたちは何事かと手た綱づなを握にぎっている兵に尋たずねる。

　何でも後ろの馬車から停止するように指示があったとのこと。

　三人は馬車から降りるとすぐに兵たちとともに整列をして、二人の上位存在が乗っている馬車の前で待つ。

　そこからまず降りてきたのは、顔の上半分を白銀の仮面で覆おおった人物。

　彼の名は──パラーチ・Ｈ・アードルフ。

　セイガの父であるフラガ大たい佐さの直属の上司であり、陸軍を統とう括かつする大将の任を請うけ負っている。世間を賑にぎわす例の《在るべき世界アヴニール》の幹部や支部などを多く討うち倒たおしてきた帝てい国こくの英えい傑けつだ。

　そしてその奥からもう一人──。

　思わず兵士たちが平へい伏ふくしそうになるほどのオーラと気品を纏まとった青年が現れた。

　絵画のように美しい顔立ちは世の女性すべての眼を釘くぎ付づけにする魅み力りよくを備えていた。

　青年は、爽さわやかな笑みを浮かべながらセイガたちの前に立った。

「急に停止させてすまない。ただ少し車に酔よってしまったらしくてね。しばらく外の空気を吸わせてほしい」

　どうやらただの気分転てん換かんだったようで、それまで明らかに緊きん張ちようしていた様子の兵士たちが思わず安あん堵どしたのか、空気も僅わずかながら弛し緩かんする。

「セイガ、失礼のないようにお願いしますよ」

　セイガの隣に立っているヒズミが小声で忠告する。

「わーってるって。さすがの俺でも分はわきまえてるし」

　セイガは天てん真しん爛らん漫まん、大だい胆たん不ふ敵てきで誰に対してもフレンドリーに接するが、目の前の二人には軽けい薄はくに思われるわけにはいかなかった。

　何故なぜならこの青年こそ──【神聖ガンエデン帝国】の第二王子、リカルド・ラント・フューラー・ヴェヒターなのだから。

　一人は軍のトップに君臨する人物。

　またもう一人は王族でありまさに雲の上の存在。

　そんな者たちに無礼を働こうものなら一いつ瞬しゆんで首が飛んでしまうだろう。

　セイガとしては、やはりそんな大物が何故この旅に同行することになったのかが疑問なのである。

　今回の旅の目的は、食糧の盗とう難なん被ひ害がいに遭あった《獣じゆう人じん領》の集落へ食糧を届けること。

　そしてもう一つは被害とその原因を解明して、できれば排はい除じよすることである。

　たとえ放置したとしても現段階では帝国の損害にはならず、その内容はまさしく慈善事業だ。

　獣人たちから要よう請せいがあったわけでもなく、言ってみれば帝国の独断で動いている。

　軍のトップや王族が出張ってくるような案件ではないのは、あまり考えることが得意ではないセイガも分かっていた。

　しかしこの任務、実は現在目前にいるパラーチから直じき々じきに指示を受けたものである。

　セイガは父であるフラガとともに、パラーチに呼び出され今回の任務を授かった。

　だが今回同行したのはセイガであり、フラガはパラーチの留守を預かり国に残っている。

　本来なら王族の護衛として、パラーチの直属の部下であるフラガが同行任務に就つくのが筋だが、何故かパラーチはセイガの所属する部隊を指名したのだ。

　理由をフラガに聞いても「お前はただ任務に従事すればいい」としか言われなかった。

　軍人である以上、上司の命令は絶対なので、疑問を感じつつもセイガは現在手の空いている部下を集め、こうして同行任務に従っているというわけである。

　セイガは少し冷たい風に当たりながら腕や首を回しているリカルドと、飄ひよう々ひようとした様子で彼の傍に佇たたずむパラーチを見つめながら小声で話す。

　パラーチからは、リカルドも同行するとだけ聞いていたのだ。

　しかしどうしても気になるのも無理からぬ話だ。

「わざわざこんな遠い地まで一緒についてくるなんて、リカルド様って勇気あるよなぁ」

「勇気……ですか。王族というのは一いつ般ぱん人じんとは生き方ももちろん、その考え方も異なる存在です。突とつ拍ぴよう子しもないことを言っては周囲を困らせることだってあるでしょう。単なる気まぐれ……いや、さすがに王族なのでそれはないですかね」

　ヒズミの見解に同意しセイガは述べる。

「だろうな。気まぐれなんて、さすがに普ふ通つう許可されねえと思う。外は危険だし、特に今回行くところはまだ友好関係を結べてねえって聞く《獣人領》だぞ」

「そうなんですよね。護衛人数も心こころ許もとないですし、仮に獣人たちに囲まれでもしたら逃にげるのも難しいです。そうなれば恐おそらく人質として利用されます」

「でもそんなことしたら帝てい国こくと獣人たちで確実に戦争になるよな」

「だとすると…………これは勝手な推測かもしれませんが、リカルド様は外交の使者として派は遣けんされた可能性がありますね」

　ヒズミが言うにはリカルドは王直々に命を受け、それが【ドーラ王国】と盟約を結ぶための派遣なのかもしれないということ。

　長年対たい抗こうし合ってきた【ドーラ王国】との同盟に本ほん腰ごしを入れにきたのでは、と。

「同盟の意志を示すのなら派遣する者も相応の立場にある者を選ばなければなりませんし、故ゆえに帝国の第二王子というのは身分としては申し分ないかと思います」

「けど護衛任務も兼かねてるなら、それこそ隊長クラスをもっと集めれば良かったのに」

　リリオラの言う通り、確かにこの護衛力は普通に考えれば不安が残るだろう。

「……いえ、恐らくはだからこそ我われ々われが選ばれたのでしょうね」

　ヒズミの言葉に「どういうことよ？」と眉まゆをひそめてリリオラが問い質ただす。

「まあ我々というよりはセイガの能力を考こう慮りよして、でしょうか」

「セイガ……ああ、そういうことね。なぁんだ、結局セイガの能力目当てってことじゃない」

「口が過ぎますよリリオラ。聞こえたらどうするんですか？」

「聞こえないわよ。あの人たち、結構遠くまで歩いていったし」

　見れば酔いを醒さますためか、少し遠くで歩いているリカルドが目に入る。当然傍そばにはパラーチと兵が数人ついているが。

「ま、期待されてんなら俺は全力でリカルド様を守るだけだしな」

　ニカッと屈くつ託たくのない笑えみを浮かべるセイガに、ヒズミは肩かたを竦すくめて溜ため息いきを吐つく。

「確かにセイガ、あなたのアレは他人を守るには最さい高こう峰ほうの能力でしょう。しかし当の本人は無敵というわけではないんですよ？」

「安心しろって。俺がそう簡単にやられるかよ。俺が倒れなきゃ、全員不死身だぜ！」

「そうよ。セイガならアタシが守るし問題ないわよ」

　前向きな発言をする二人に対し、ヒズミはやれやれと言葉を続ける。

「過信は失敗に繫つながりますよ。最近キナ臭くさい世情になっていますし、例の革命団のみならず、過激派宗教団体の動きもまた活発化しています」

「えっと……〝赤あか羽ばね宗〟、だっけか？」

　帝国に反旗を翻ひるがえす二大勢力の一つである。

「目的のためなら手段を選ばないようですしね、例の革命団以上に」

「そういえば少し前に起こったっていう《人間爆ばく弾だん事件》もそいつらが関わってる可能性が高いんだろ？」

　ある村での話である。〝赤羽宗〟と思われる人物たちが、村に放り込んだ人間たちが次々に爆ばく発はつし、相当な被害を与あたえたという。

「そうですね。目もく撃げき者しやの話では、犯人は皆みな赤あか装しよう束ぞくを纏まとっていたようですから」

「赤装束ねぇ」

「《人間爆弾事件》といえば、やはり【フォドン】の事件と関係あるんでしょうか？」

　それもまた少し前、セイガにとっては忌いま々いましい出来事の一つとなっている【フォドン】という鉱山の町で起こった事件のことである。

　帝国領であるその町では私腹を肥やす悪徳領主によって、村の男性たちが強制労働させられていたのだ。

　セイガはヒズミとともに、その領主の悪事の真相を摑つかむために【フォドン】に向かったのである。

　そして調査目的で村のシンボルでもある鉱山に入った時、信じられない光景を目にした。

　全身黒ずくめで黒い面を被かぶった人物が、一人の男性を刀で貫つらぬいていたのだ。

　刀を引かれた瞬しゆん間かん、その男性はまるで爆弾のように破は裂れつしたのである。

　セイガは男性を爆発させたのは、黒面の人物だと思っていた。

　しかしそのあとに助け出された村の男性たちから話を聞くと、どうも黒面の人物のお蔭かげで脱だつ出しゆつできたのであり、《人間爆弾》は、領主の仕し業わざであることが判明した。

　元々町長らしいサリーという女性に聞くと、横暴な帝国兵から幼い子供を守ったのもその者だったとのこと。

　調べたところ、爆発した男性はニールという名前だった。

　さらにいえば、そんな彼の娘むすめを助けたのがその黒面の人物だ。娘もその母親も、とても感謝していた。

　セイガは、黒面の人物がニールを殺したことをさすがに言えなかった。

　ただでさえ一家の大黒柱を失い身を引き裂さかれるような思いをしているというのに、さらに追い打ちをかけるように、恩人があなたの家族を殺したなどと言えるはずもない。

　言った方が良かったのか、言わなくて正解だったのかいまだに分からない。

「セイガ？　さっきからぼうっとしてどうかしましたか？」

「え……あ、何でもねえよ。ただ思った以上にこの任務大変だなって思ってよ」

「そうですね。外では何が起こっても不思議ではありません。我々の任務は食しよく糧りよう配送ですが、最優先は王子の護衛ということを念頭に置いておいてくださいね」

　ヒズミの言葉にセイガとリリオラは首を縦に振ふる。

　セイガは何か妙みような胸むな騒さわぎを感じつつも、必ず全員を無事に帝国に帰き還かんさせることを強く決意した。




　　　　　※




　パラーチは目の前で悠ゆう然ぜんと荒あれ果てた土地を眺ながめているリカルドを見守りながら、これだけ護衛兵と離はなれていれば会話が聞こえることがないという風に口を開く。

「それにしても今回の件、本当によろしかったのですか？」

「何を言うんだい。これほどの大役、立ち回れれば我が望みに一歩近づくじゃないか」

　リカルドの老若男女問わず見み惚とれてしまうような整った顔立ちは、彼が王族の血を引いていることを証明するかのようだった。

　しかしそれはリカルドに限ったことではない。【ガンエデン帝国】の王の血脈は皆みな、気品と風格を兼ね備えた美しい容姿と、文武など何かに秀ひいでた才能を持つ者が多くいた。

　さしものパラーチも、この美び麗れいな存在感だけには感服せざるを得ない。

「しかし此こ度たびは王から命があったわけではありますまい」

「それをお前が言うのかい？　かねて不仲だった獣人たちと同盟を結ぶことができれば、その実績は計り知れないものになると言ったのはお前ではないか」

「それはそうですが、相応のリスクもまたございます。これは内密の任務ということで、王国の兵を多用することができませんでしたから」

「なればこそ、この大役を上手く務め上げれば、私の評価は一気に兄上へと迫せまる。いや、追い抜ぬくこともできるだろう」

　パラーチは知っている。何なに故ゆえ命の危険を冒おかしてまで、彼がこのような蛮ばん族ぞくの地まで足を運んだのか。

「やはり王位を望まれるということですか」

「当然だよ。兄上に勝つための……最後の手段だからね」

　リカルドは今まで、何を成しても兄であるファウスから満足のいく勝利を得られた試しはなかったのである。

「兄上は私のことを路ろ傍ぼうの石程度としか思っていない。それは幼い頃ころから痛感させられてきた」

「ご冗じよう談だんを。仮にも血の繫がったご兄弟ではありませんか」

　するとリカルドはバカにしたように鼻で笑う。

「兄上が欲しいのは優ゆう秀しゆうな手て駒ごま。私は駒こまのくせに繰くり手てに嚙かみつくような存在だよ。酷ひどく用心深い兄上のことだ。気を抜けば小石程度の私でも、暗殺されかねないんだよ」

　確かにファウス王子は、自分の利になることしか興味が無い。

　たとえそれが肉親や兄弟であろうと利用し、自分の害になるならあっさりと切り捨てる。

「それに……兄上はあの子を…………ハーヴィですら政治に利用しようとしている。まだ幼く病気がちだというのに」

「……さすがはリカルド様、そのお優しさには胸を打たれます」

「世辞はいいよ。どれだけ綺き麗れいごとを並べても、結局は自分のためだしね。そのために私は多くの血を流し、この手を汚よごしてきた。故にもう止まることなどできはしない」

　現国王──ユリアウス・ラント・フューラー・ヴェヒターは、すでに齢よわい七十を超こえており、近々玉座を退くという趣しゆ旨しの言葉を残している。

　だからこそリカルドは焦あせっているのだ。

　このままの実績では、順当に長男であるファウスが王位に就つくことになる。

　そうなればもう彼がファウスに勝利できる機会は巡めぐってこないだろう。

「私は兄に、勝ちたいのだ。どんな手を使ってでも。王の座だけは、絶対に兄上には渡わたさない」

　剣けん術じゆつも座学も何一つ兄には敵かなわなかった。

　子供の頃は、何でもできる兄を尊敬し、憧どう憬けいの念を抱いだいていたのである。

　しかしいつしかその想おもいは、努力をしても追いつけない悔くやしさから憎にくしみに変わっていった。

　出来の悪い弟として兄と比べられ、心痛を抱かかえる日々を送ってきたのだ。

　だが──国を思う気持ちだけは負けない。

　これだけは負けるわけにはいかないし、負けるつもりなどない。

「どんな手を使ってでも、ですか」

「これからも力を貸してくれるな、パラーチ大将？」

「御ぎよ意い。私の剣けんはあなた様に捧ささげておりますから」











第三章　新たな紋章眼オラクル・ウィル






　いまだ雨が降りしきる中、アクスは岩の中で橋の監かん視しを続けていた。

　そして、先さき程ほどまでアクスの過去を聞いていたティトは用意していたポットの茶を飲みながらまったりしている。

　こんな状じよう況きようでその空気感はどうだろうかと思うが、ずっと張り詰つめたままの状態よりはマシだろう。

　そんなティトも先程までは、アクスの過去の話に静かに耳を傾かたむけていたのだ。

　話が終わった際に憂うれいのこもった瞳ひとみで外の雨をぼんやりと眺ながめだした時には少し心配になったものだ。

　きっと彼女の亡なくなった父親であるブリットのことを思い出していたに違ちがいない。

　アクスも下手に声をかけまいと監視に意識を集中することにしたのである。

　そしてようやく落ち着いたのか、冷えた身体を温めるかのようにティトがポットの温かい茶を飲みだして現在に至るというわけである。

　雨が段々と小降りになってきた頃ころ、橋の方で新たな動きがあった。

　アクスが目を凝こらして確認すると、どうやら兵士を乗せた馬が一頭橋へと辿たどり着き、何か報告を行っているようだ。

　さすがに遠過ぎて会話の内容は聞こえないが、その緊きん迫ぱく感かんから容易ならぬ事態であることは何となく伝わってきた。

　──その時だ。

　アクスの鋭するどい感覚がある気配を察知した。

（これは──！）

　経験のある感覚だ。

　これほど濃のう厚こうな気配を間ま違ちがえるはずがない。

　それは【パリストン村】で感じ取った気配とは比べ物にならないものだった。

　突とつ如じよ表情を変えたアクスを訝いぶかしんでか、ティトが「どうしたの？」と声をかける。

「……どうやらビンゴだったみたいだぞ」

「え？」

　岩に空けた穴からアクスが覗のぞく視線の先──。

　そこには森の中を、木々を薙なぎ倒たおしながら歩く巨きよ大だいな黒い影かげの姿があった。

　ティトもまたアクスの言葉の真意に気づいたようで、慌あわてて覗のぞき穴あなで確認する。

　黒い影はのっそりとした動きではあるが、真まっ直すぐ橋の方へと向かっていた。

　当然その先にいる兵士たちも黒い影の存在には気づいている。

　恐おそらく先程の騎き兵へいは、コイツの登場を橋の守護隊に教えていたのだろう。

　見れば橋に陣じん取どっていたすべての兵士たちが崖がけに沿って横一列になり、弓矢を構えたままいつでも攻こう撃げきできるように身構えている。

　そしていよいよ黒い影が、兵士たちの前に姿を現す。

　いつの間にか雨は止やんでいたが、少し霧きりが出ていた。

　その霧も徐じよ々じよに谷底から吹ふく風によって掃はらわれていく。

（──っ!?　ア、アイツが……オレと同じ……っ！）

　アクスの眼めに映ったのは、四つ足で大地を摑つかみ、全身を茶ちや褐かつ色しよくの体毛で覆おおわれたまさしく熊くまそのものであった。

　ただその体たい軀くは言葉を失うほどに巨大なものである。

　一体何を食べたらそんなに成長するのか……。

　熊の目の前にいる兵士たちが、まるで横よこ綱づなと相あい対たいする幼児のように見える。

　それだけ体格の違いがあるのだ。

　弓矢を構えている兵士たちも、想像以上の大きさだったのか顔を引き攣つらせている。

　そこへ隊長らしき人物が剣けんの切っ先を熊に突つき付けて怒ど鳴なり声を上げた。

「き、貴様が例の食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうだな！　我が同どう胞ほうを傷つけた報むくいを受けよっ！」

　明らかな戦せん闘とうの意志に熊は……。

「ふわぁ～。……なぁんだ、また邪じや魔まするのぉ？」

　微み塵じんも動どう揺ようしないだけでなく、眠ねむたそうに眼を擦こすりながらのんびりとした口調で言った。

　その態度に兵士たちの怒いかりのボルテージが一気に上がる。

「くっ！　反省の意志も何もない！　なら覚かく悟ごしてもらうぞ！　放てぇっ！」

　指示を受けた兵士たちが一いつ斉せいに矢を放つ。

　危ない、と一いつ瞬しゆん思ったが驚おどろくべきことに、熊はそれでも身動き一つしない。

　結果、当然矢は熊に命中するのだが……。

「バ、バカなっ……!?」

　隊長らしき男性は愕がく然ぜんとする。それもそのはずだ。

　矢は確かに身体に突き刺ささっているというのに、痛みを感じていないのかいまだに欠伸あくびをしているのだから。

　いや、それ以前に血の一ひと滴しずくすら噴ふん出しゆつしていない。

「え、ええい！　もっと放てぇっ！」

　再度矢は射られるが、やはり効果が無いようだ。

（……どういうことだ？　ダメージが無いだと？）

　アクスもまた疑問を浮うかべていた。

　てっきり《紋章眼オラクル・ウイル》を持つ者が顕けん現げんさせる絶対防ぼう御ぎよ能力──《紋もん障しよう壁へき》を使って防ぐと考えていたが、実際はその身で受け止めていたのである。

「……分厚い脂し肪ぼうがあっても痛みくらいは普ふ通つう感じるわよね？　それに血も出ないというのは生物としておかしいわ」

　ティトも目の前の不可思議現象に眉み間けんにしわを寄せて考え始めた。

　すると熊が軽く息を吸うと、身体を大きく膨ふくらませ突き刺さっていた矢を弾はじき飛ばす。

「や、奴やつを囲むんだ！　決してこの橋を渡らせるな！」

「「「「おうっ！」」」」

　兵士たちが統制の取れた素す早ばやい動きで熊の周りを囲っていく。

　ここからは絶対に逃にがさないという強い意志を感じる。

「ああもぅ、ほんとーに鬱うつ陶とうしいのー」

　少々感情を激化させたのか熊の威い圧あつ感かんがさらに増し、兵士たちの警けい戒かいはマックスに高められる。

　兵士たちは何度も矢を放つが、その都度に刺さっては弾かれるを繰くり返す。

　ついに業ごうを煮にやしたのか、隊長が橋の方から荷台のようなものを兵士たちに持ってくるように指示する。

　その荷台には巨大な車輪と黒光りする砲ほう台だいが積まれていた。

「矢が効かずとも、これならどうだ。我ら【ドーラ王国】の科学者たちが開発した《マナストーン》の爆ばく発はつ力りよくを利用したこの大たい砲ほうならば！」

　兵士が砲台の後ろから大きめのビー玉のような塊かたまりを入れると、さらに小こ瓶びんに入った青い液体を投入した。

　その直後──ズドォォォンッ！

　とてつもない爆発音とともに、砲台から黒い鉄球が噴ふん射しやされた。

　もちろん鉄球の狙ねらいは熊である。だが照準が少しズレ、そのまま奥にある森へと飛んでいき大木を何本もぶち抜ぬいていく。

（この世界にも大砲ってのはあったんだな）

　転生して初めて見た。

「す、凄すごい威い力りよくね……！」

「あ、ああ……」

　大砲の威力を見てティトだけでなく、アクスも思わず目を見張ってしまった。

　恐らく今アクスたちがいるこの岩など、一いち撃げきで粉ふん砕さいできるほどの破は壊かい力りよくを備えている。

「多分だけど発射する前に兵士が砲台に入れていた玉は《マナストーン》で、そのあとに入れていた青い液体は起き爆ばく剤ざいね。それで《マナストーン》を反応させて爆発させ、その威力で鉄球を飛ばしたのよ」

　さすがは研究者のティトだ。一目見てカラクリを解いてしまった。

「あの威力。いくら頑がん丈じようだからといっても、さすがに生身では熊も受け止め切れないと思うのだけれど……」

　アクスも彼女の見解に反論はない。

　案の定、熊もまた大砲の威力を見て若じやつ干かん目を吊つり上げ二本足で立った。

　しかもボクサーのようなファイティングポーズまで取る。

「今のはちょ～っと無視できないよねー」

　それでも緩ゆるい喋しやべり方ではあるが、さすがにのほほんとはしてられないようだ。

　その様子を見た隊長らしき人物は、効果のありそうな攻撃にニヤリと笑えみを浮かべる。

「今投降するなら捕ほ縛ばくだけで許してやろう！　どうだ、罪を認め素す直なおに縄なわにつくがよい！」

　どうやら殺しが目的ではないらしい。

　あくまでも捕つかまえて采さい配はいは国家に委ねるということなのかもしれない。

「ん～それはヤだなぁ。だってぇ、そんなことになったら好きなだけ食べ歩きできないじゃんかぁ」

　あくまでも熊くまにとっては〝食〟が第一のようだ。

「っ…………仕方ない。ならば後こう悔かいしてもらおう！　今度こそ当てるのだぞ！　放てぇぇぇぇっ！」

　再度大砲から鉄球が熊に向かって放たれた。

　アクスは熊が避よけるのかと思っていたが、次の瞬しゆん間かん驚きよう愕がくの光景を目にすることになる。

「はぁぁぁぁ～、ふぅぅぅぅ～。──アッチョォォォォォッ！」

　熊が空手のような構えをした矢先、飛んでくる鉄球に向かって右拳こぶしを真っ直ぐ突き出したのだ。

　普通なら拳はグチャグチャに吹ふき飛ばされるはずで、どう考えてもバカな行こう為いにしか思えないが……。

（ただの突きじゃない!?）

　アクスはその拳に纏まとっている凝ぎよう縮しゆくされた魔ま力りよくを見て唸うなる。

　拳が伸のび切ったと同時に鉄球と接せつ触しよくした。

　押し負けるのが当然だろうが、驚おどろくことに逆に鉄球は弾はじき返される形になってそのまま砲ほう台だいの方へと飛んでいく。

「なっ、ななななななぁっ!?　た、たたた退たい避ひぃぃぃっ!?」

　もちろん弾き返されるとは思っていなかったであろう兵士たちは、慌あわててその場から逃にげ始める。

　しかし時すでに遅おそし、鉄球は大砲に直ちよく撃げきした直後に大だい爆ばく発はつを引き起こす。

　その爆ばく風ふうにより兵士たちは吹き飛ばされ崖がけへと落ちていく。

　その中には指示を出していた隊長もいるようで、リーダーが不在になったことにより残された兵士たちは一同啞あ然ぜんと立ち尽つくす。

　だがすぐに現状を把は握あくし、この『バケモノ』は自分たちの手に負える存在ではないことを知ったのか、大声を上げて橋を渡わたり国がある方へと逃げ帰っていった。

　あとに残ったのは、吹き飛ばされたものの、崖へ落下することなく気絶して大地や橋の上に横たわった十数人の兵士たちと熊だけである。

「ふわぁ～。やぁ～っと静かになったぁ」

　再び四つ足で地面を摑つかむと、そのままゆっくりと橋の方へ向けて歩を進め出す。

「今だ。出るぞ、ティト」

「え、い、今なの？」

　この機を置いて他にない。

　せっかく目的の存在と対話できるのだから。

　ティトとともに、倒たおれている兵士を跳とび越こえて熊のもとへと駆かけ出したアクスは、橋の中央あたりに辿たどり着くと対象を呼び止める。

「──待てっ！」

　アクスの声に反応し、熊の歩みがピタリと止まった。

「んぁ？　だぁれ～？」

　間延びした声を上げながら熊は振ふり向く。

（う……デカイな）

　こうして真正面から見ると思っていた以上の大きさである。

　アフリカゾウが可愛かわいく思えてくるほどだ。

　アクスはチラリと先さき程ほど鉄球を弾き飛ばした熊の右拳に視線を向ける。

　毛で覆おおわれていてよく分からないが、パッと見た限りでは腫はれている様子もないし出血などもない。

　そもそも普ふ通つうに歩いていることからも無傷であることが窺うかがい知れる。

（あんな鉄球を片手で弾き返しておいて無傷か。魔ま力りよくで強化したとはいえ、驚きの頑がん丈じようさだな）

　まったくの無傷という事実に驚愕である。

「一つ、お前に聞きたいことがあるんだ」

「ん～？　それってぇ、今じゃなきゃダメ？」

「？　……何か急ぎの用事でもあるのか？」

「え～っとねぇ……お腹なか空すいたしぃ」

　やはりこうして熊と喋しやべっているという状じよう況きようはどこか不自然ではある。

　ペンタもそうだが、コイツもまた特別な生物なのだろう。

　しかし今はまず、確かめておきたいことがある。

「………………暴食」

「……！」

　アクスの呟つぶやきにも似た声に、確かに耳をピクリと震ふるわせ反応を返す熊。

「お前は────《暴食の紋章眼オラクル・ウイル》を宿してるな？」

　いきなり核かく心しんを突つく。

　アクスは前に立ち寄った村のことを思い出していた。

　食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうに襲おそわれたであろう場所には、確かに僅わずかだが《紋章眼オラクル・ウイル》の力の残ざん滓しのようなものを感じ取ることができたのである。

　だからこそアレは自分と同じ〝大罪〟の『瞳ひとみを持つ者』の仕し業わざであると判断できた。

　そして何故なぜ《暴食の紋章眼オラクル・ウイル》だと言えるのか。

　それはこの力が〝七つの大罪〟を示す能力を有しているからである。

　傲ごう慢まん、憤ふん怒ぬ、色しき欲よく、暴食、強ごう欲よく、怠たい惰だ、嫉しつ妬と。

　少なからず《紋章眼オラクル・ウイル》は人格形成や行動、体質などに影えい響きようを与あたえる。

　あちこちの食糧庫だけを襲い続け、それでもなおまだ食糧を追い求めている現状で当て嵌はまる〝大罪〟は《暴食》しかないと考えた。

　恐おそらくは《紋章眼オラクル・ウイル》を宿している反動で、尋じん常じようではないほど空腹になりやすい体質になっているといったところだろう。

　しかし、アクスの質問に返ってきたのは──

「…………違ちがうよ？」

「……は？」

　予想外の言葉だった。

　アクスは思わず目を丸くして素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「い、いや、そんなわけがない。こうしてお前の近くにいると分かる。お前は《大罪の紋章眼オラクル・ウイル》を持ってるってな」

「…………」

　実際まだ熊は瞳の力を使っていないだろうが、アクスには感覚で分かるのだ。

　チェリツも以前言っていた。




『《紋章眼オラクル・ウイル》は他の《紋章眼オラクル・ウイル》を引き寄せるのよ。それが宿命かのようにね』




　その言葉を鵜う吞のみにしているわけではないが、こうして面と向かえば伝わってくる。

　同じニオイを漂ただよわせている、とでもいおうか。

「まだ疑うか？　ならこれでどうだ？」

　スッと、アクスの瞳が変へん貌ぼうを遂とげる。

　相手に証明するために《紋章眼オラクル・ウイル》を発動させたのだ。

「この眼めに刻まれた黒い紋もん様よう。これが《大罪の紋章眼オラクル・ウイル》の証明。お前も持っているだろう、オレと同じモノを」

　そう言ってアクスが睨にらみつけるように熊の瞳を見つめると、熊はようやくハッとなって息を吞のんだ。

「！　その眼……ふぅん、そっかぁ。へぇぇ、そうなんだぁ」

　熊は興味深そうにアクスの《紋章眼オラクル・ウイル》を覗のぞき込んでくる。

　その様子から《紋章眼オラクル・ウイル》を見たのは初めてというわけではなさそうだ。

（やはりコイツは……！）

　だが次に熊が発した言葉にまたも啞然としてしまう。

「ん～でもざ～んねん。ボクはぁ、《紋章眼オラクル・ウイル》なんて持ってないしぃ」

「っ……ここまで来て白を切るか？」

「切るも何も、ほんと～のことだしねぇ。確かに君には驚いたけどぉ」

　絶対に認めないつもりのようだ。それにこののらりくらりとしたような話し方に段々苛いら立だちを覚えてくる。

（落ち着け。相手を怒おこらせてしまえば味方に勧かん誘ゆうすることが難しくなる）

　できるなら革命団で保護したいというのがチェリツの考えだろう。

　この凶きよう悪あくともいえる力をもし帝てい国こくなどに利用されたら厄やつ介かいどころの話ではない。

（ていうかこういう交こう渉しよう事ごとはどちらかというとアルの方が得意なんだが）

　口が上手いアルティアは交渉役として場に立つことが多い。

　そもそもアクスは口下手なので、あまりこういったやり取りは得意ではない。

「ねぇ、もう行っていい？」

「あ、ちょっと待て！　……っ」

　引き止めたいが、その材料が見み出いだせない。

　どうする……どうする……どうする……。

　そんな時だった。

「へぇ、いい毛並みね、あなた」

「ほへ？」

　間ま抜ぬけな声を出したのはアクスではなく熊の方だった。

　ただしアクスも突とつ然ぜんの展開に驚いていた。

　何故なら、ティトがいつの間にか熊の傍そばに寄って、その体毛に触ふれていたのだから。

「これだけ美しい毛並みを保っているということは、美容に気を遣つかって食事をしているのかしら？」

「わお、ボクの毛並みに目がいくとは、君は素す晴ばらしい美的センス感性の持ち主だね！」

　突然、大きく感動の声を上げた熊に、アクスは驚きよう嘆たんした。

「ええ、あなたも女性でしょ？　ちゃんと見た目を気き遣づかっているのね。見習いたいものだわ」

「！　ねえねえ、君は誰だれ？　ボクはね、ミーボっていうんだぁ」

「素す敵てきな名前ね。私はティトよ、よろしく」

「ティトだね！　うん、覚えたよ」

「ふふ、ありがとう。あ、そっちはアクスっていって……まあ適当にカラスくんとかでいいと思うわ」

「おいっ」

「あら怖こわい。ねえミーボ、あの人が私を威い喝かつしてくるのだけれど助けてくれる？」

「うん、いいよ！　こらカラスくん、ティトをイジメちゃダメだよぉ！」

　…………いつの間にか味方が一人もいなくなっていた。

　それどころか悪者にされているこの状況。

（コイツ、初対面なのに……熊くまなのに……もう馴なれ合っていやがる）

　見れば互たがいの毛並みについての議論を始めていた。

（ていうかコイツが雌めすだってよく分かったな。それに毛並み…………分からん）

　見ただけでは、熊の毛並みが良いいのかなんぞさっぱりだ。

　そんなアクスの困こん惑わくを感じ取ってか、ティトはこちらを見るなりクスリと笑う。

　まるで女性を口説くにはまず髪かみから褒ほめろとでも言っているかのようだ。

　いや、熊が雌だってこともわからなかったし、口説くつもりもなかったのだが……。

「それよりもミーボ、本当にあなたは『瞳ひとみを持つ者』ではないのね？」

「うん、ボクは噓うそを吐つかない。冗じよう談だんはたまに言うけどぉ、えへへ」

　ティトはその言葉を受け、顎あごに手をやりながら考え込みブツブツ言い出す。

「でもアクスは同じ〝大罪〟の力をミーボから感じ取ってる。でもミーボも噓を言っているようには思えない。これは一体どういうことかしら……？」

　そのままティトは視線を上げてミーボを見つめる。

「ねえミーボ、あなたが『瞳を持つ者』でないのなら、どうしてあなたから『瞳を持つ者』の力が感じ取れるのかしら？」

「えっとぉ、それは…………秘密じゃダメ？」

「言えないことなの？」

「う～ん、許可っていうかぁ……言っちゃっていいのかなぁ。あーでも勝手に喋しやべると怒おこられるかもしれないしぃ」

　何だか葛かつ藤とうがあるようで、頭を抱かかえ始めたミーボ。

（おいおい、マジでコイツが『瞳を持つ者』じゃないのか？）

　ミーボの態度にアクスもまた確信が揺ゆらぎ始めていた。

　確実にミーボから〝大罪〟の力は感じる。

　だがミーボは自分は違ちがうと主張しており、その様子からはとても噓を吐いているようには見えなかった。

　ミーボは『瞳を持つ者』その正体を確実に知っている。

　すべて真実だとしたら一体どういうことなのだろうか……。

　アクスが理解に苦しんで唸うなっていたその時だった。




「──────おっほぉ、美味うまそうなケモノがいるじゃねえか！」




　突然、上空から声を掛かけられた。

（──上？）

　咄とつ嗟さに声の方に向けて顔を上げると、斜しや張ちよう橋きようの支点となる主しゆ塔とうの登頂部に血のように真っ赤な装しよう束ぞくを纏まとった何者かが立っていた。

（いつの間に!?　全然気づかなかったぞ！）

　兵士が戻もどってくる可能性があったので、周囲を警けい戒かいしていたというのに。

　赤装束の人物は、かなりの高さがある登頂部から飛び降りると、アクスたちの前に平然と着地した。

「なあお前ら、そこの獲え物もの、アタシに寄よ越こしな」

　自信に溢あふれた調子の声は女性のもののようではあったが、フードで素す顔がおはよく見えない。

【ドーラ王国】が派は遣けんした増ぞう援えんという可能性もなくはないが……。

（……！　いや待てよ、コイツさっき何て言った？）

　確か『美味そうなケモノ』と言ったのだ。

　つまり相手はこのミーボを食べるつもりなのである。

（王国の連中なら、生いけ捕どりか最悪討とう伐ばつ対象のはず。コイツ、ミーボがここで何をしたのか知らないのか？）

　増援ではなく、ただの旅人だというのなら有り得る話だ。

「こいつは食い応えありそうだぜぇ。やっべ、涎よだれ出てきちまった」

　声の主からは、ジュルリと涎をすする音が聞こえてきた。

「おいお前、マジでコイツを食うつもりか？」

「あぁ？　だからそう言ってんだろうが。だからさっさと寄越しな。あ～楽しみだぜ。この時期に熊くま鍋なべってのもいいもんだしな」

　マジでミーボを食糧として見ているようだ。

「えぇ、ボク食べるのは好きだけど食べられるのはヤだなぁ」

「うわっ、熊が喋りやがった!?」

　赤装束の人物は、やはりミーボの情報を持っていなかったようで、熊が喋ることに普ふ通つうに驚おどろきを見せていた。

　しかしすぐに「へぇ」と楽しげな声を漏もらすと、ジッとミーボを観察し始めた。

「なるほどねぇ。お前、ユニークモンスターとかいうヤツだな」

「そうだよ～」

　やはりそうだったのか、とアクスは心の中で納なつ得とくする。

　どういう能力を持ち合わせているのかはまだ定かではないが。

「まあ、んなことどうだっていいや。殺しちまえば、喋ろうが喋るまいが関係ねえしな！」

　女はそう言い切ると、一いつ瞬しゆんでミーボの懐ふところへと飛び込んできた。

　その目を見張るほどの速度に、ミーボも反応できないまま固まってしまっている。

「うらぁぁぁぁっ！」

　女は強きよう烈れつに踏ふみ込むと全体重を乗せたストレートパンチをミーボの横腹へと放つ。

　──ボゴゥッ！

　鈍にぶい音が響ひびくと同時に、ミーボの身体がふわりと浮ういて数メートルほど飛ばされる。

（おいおい、大たい砲ほうの弾たまでさえ吹ふき飛ばせなかったのに……!?）

　それをたった一発の拳こぶしで弾はじき飛ばしたのだ。

「～～～つぅぅっ！　痛ったいなぁ、何するのぉ！」

　それまでのほほんとしていたミーボだったが、受けた一いち撃げきはかなりの痛みを伴ともなっていたのか、顔を歪ゆがめながら怒いかりを露あらわにする。

「おお、おお、重いなてめえ」

「むぅ、女の子に向かって重いなんて言っちゃダメなんだしぃ」

「かははっ！　てめえ雌だったのかよ！　まあいい。さっさとアタシに喰くわれちまいな！」

　再び女はミーボに肉にく薄はくすると、今度は蹴けりを放った。

　しかし今度はミーボもしっかり反応できており、その蹴りを右足で受け止めている。

「っ……へぇ、やるじゃねえか」

「それ以上やるとこっちが食べちゃうよ？」

「面おも白しれぇ！　喰うか喰われるか徹てつ底てい的てきにやろうじゃねえか！」

　その言葉を手始めに、砲ほう弾だんを弾いた時のような構えになったミーボと、明らかに小こ柄がらな女が素す手でで殴なぐり合いだした。

　ただ女もさすがにミーボの攻こう撃げきをまともに受けるわけにはいかないようで、その身軽さで回かい避ひはしているが。

「カラスくん、どうするの？」

「どうするも何も……」

　置いてけぼりのアクスたち。

　アクスはティトに判断を仰あおがれるも、下手に手を出したら巻まき添ぞえになる可能性が高い。

　それほど二人の攻こう防ぼうは激しかった。

　それに何となく、あの女からは言い知れぬ不安を感じるのだ。

　底の知れない不気味な存在を見ているかのような……。

　もし戦うのだとしたら、アクスも全力で戦う必要が出てくるだろう。

　そうなればティトを守りながらでは正直こちらが不利になる。

「私、どこかに隠かくれていましょうか？」

　アクスの考えを察知したのか、ティトがそう提案してくる。

　しかし、とアクスは周りを見回す。

　見ればミーボにやられた兵士たちの中に、気絶から回復する者が出てきていた。

　この状じよう況きようはマズイ。

「ティト、面をつけて素す顔がおを隠せ」

「え？　……分かったわ」

　彼女も周囲の状況を理解したようで懐から取り出した《黒面》を装着した。

　変装しているものの、これで万が一ミーボと仲間だと認にん識しきされても顔さえバレていなければ、今後も《獣じゆう人じん領》で自由に動けるはずだ。

（ティトをできるだけ一人にはできないな）

　あのミーボと戦っている女が一人とは限らない。

　今もどこかで仲間が様子を見守っている可能性だって否定できないのだ。

　そもそも人間は獣人に疎うとまれているし、逆もまた然しかり。そんなことは周知の事実である。

　ティトが狙ねらわれる可能性だってあるので、彼女を一人にするのは危険だ。

「あっ、ミーボが!?」

　ティトの叫さけびに、思わずアクスは「え？」とミーボに視線を向けた。

　するとまた女の拳によってミーボが一メートルほど後方に吹き飛ばされていたのである。

「うぅ～もう、鬱うつ陶とうしいのぉ～！」

「かはは！　楽しいねぇ！　めんどくせぇ任務だからこんなトコに来たくなかったけどよぉ、こいつは嬉うれしい誤算だ！」

　任務……？

（確かに今そう言ったよな……！　待てよ、あの女の赤い外がい套とうはまさか……!?）

　女の身み形なりに意識が向き、そこでピンとくるものがあった。

　この世界には、世間を賑にぎわす二つの勢力が存在する。

　一つは言わずもがな、アクスが所属する革命団──《在るべき世界アヴニール》。

　そしてもう一つが、過激派の宗教団体──〝赤あか羽ばね宗〟だ。

　革命団の特とく徴ちようとしては、全員が面を装着し素顔を隠していること。

　また〝赤羽宗〟にも、その存在を示す特徴があった。

　それが血のように真っ赤な装束である。

「まさか……〝赤羽宗〟？」

「赤羽？　例の宗教団体？」

「いや、まだハッキリとは分からないが、な。ただ以前、写真で見た〝赤羽宗〟の姿と似通っている」

　すると女はミーボと対たい峙じしたまま動きを止めた。

「なるほどなぁ。このままじゃあ埒らちがあかねえってわけか。なら──」

　女がそれまで被かぶっていたフードを取り素す顔がおを見せた。

　そこには、褐かつ色しよくの肌はだにすらっとした輪りん郭かくと、常に怒おこっているかのようにも見える吊つり上がった三白眼が特徴的な女性の顔があった。

　だがもっと驚おどろくべきなのは、彼女の髪かみの変へん貌ぼうぶりである。

　それまでごく普ふ通つうの髪だったはずが、まるで炎ほのおで形作られているかのように、いや、炎そのものと思えるほどに変質したのだ。

「な、何あの頭？　火でもつけているの？」

　そんなアクスたちの困こん惑わくをよそに、女はさらに驚きよう愕がくすべき行動に移る。

　自分の右拳こぶしをあろうことか自身の口へと突つっ込んだ。

「「「なっ!?」」」

　その光景を目にしたアクス、ティト、ミーボが同時に声を上げる。

　女の拳はどんどんと喉のどの奥へと入っていく。

「…………苦しくないのかしら？」

　当然の疑問がティトの口から零こぼれ出たが、そういう問題ではないだろう。

「うぐっ……じゅ……ぎゅじゅる……」

　女の口から唾つばをすするような音が聞こえ、手首まですっぽりと収まった直後、女の動きが止まった。

　そして今度はゆっくりと手を引いていく。

　すると有り得ないことに、彼女の手はあるものを摑つかんでいたのである。

　それは──柄え。

　槍やりのような細長い柄が彼女の口内から姿を見せ始める。

　まるでホラー映像を観みているかのような異様な展開に、アクスたちは言葉を失ってしまっていた。

　兵士たちも「ひ、ひぃ!?」と怯おびえている。

「んがっ……おごぉ……んご……ごっ、ごっ、ごっ……がっへはぁぁっ！」

　女がさらに大きく口を開けて柄を勢いよく引き抜ぬくと、その柄の正体が明らかになった。

　人一人分は確実にあると思われるほどの巨きよ大だいな斧おのだ。

「え、え、え？　カラスくん、斧が……えっと、人って斧を体内に保管することってできたのかしら？」

「落ち着け。そんなことできるわけがない。あの女が特別なだけだ」

　巨大な斧と言ったが、出てきた当初はもう少し小さかった。全てが女の口から出たあとに、膨ふくらんだように大きくなったのである。

　それにしても刃はの光こう沢たくやその大きさ、造りから見ても、とてもではないが偽にせ物ものだとは思えない。きっと質量だってあるはずだ。

　あんなものを体内に収めることができる人物なんて見たことも聞いたこともない。

（というよりも、よく体内がズタズタにならないものだな）

　刃物なのに、血がこびりついているなど体内を傷つけている様子が微み塵じんもない。

　さすがのミーボも「うわぁ……」とドン引きである。

「さぁて、第二ラウンドといこうぜ、熊くまぁ」

　そう言うと同時に女がその場から高く跳とび上がる。

「うおらぁぁぁぁぁぁっ！」

　重力を利用して、振ふりかぶった斧をミーボの頭上目め掛がけて全力で打ち下ろしてくる。

「アッチョォォォォォッ！」

　斧の動きに合わせてミーボの回し蹴げりが炸さく裂れつ。斧の側面を蹴り軌き道どうをずらした。

　女の手を離はなれた斧はそのまま床ゆかに突き刺ささると、そこに大きな穴が空く。

「マズイな、あのままじゃこの橋が崩ほう壊かいするぞ」

　あの調子で暴れられれば橋が壊こわれ、下の激流まで真っ逆さまだ。

「悪いな、ティト」

「ふぇ？　ちょ……これって……!?」

　アクスはティトを横よこ抱だきにすると、そのまま彼女たちの脇わきを通り抜け元の道へ引き返す。

　その間も女の攻撃は続いており、ミーボが回避することで橋が壊れていっていた。

　アクスは橋の袂たもと近くまで辿たどり着くと、ティトを下ろす。

　すると何故なぜかティトは風か邪ぜを引いたかのように頰ほおを赤らめている。

　急に身体に触ふれたから怒っているのだろうか。

　いや、そんなことよりもと、戦せん闘とうに意識を戻もどした。

　──バキィィィッ！

　そこへ乾かわいた音とともにアクスたちの近くまでミーボが吹ふき飛ばされてきた。

「はあ……はあ……はあ……あ、これはちょっとヤッバイかなぁ……」

　ネガティブな発言がミーボから聞こえてくる。

（このままではミーボもマズイか……ん？）

　助けに入った方が良いいかもしれないと思った矢先、アクスはふと気になった。

　それは──。

「ミーボ……アイツ、小さくなってないか？」

「小さく？　ミーボが？」

　出会った当初と比べると、一回り程ほど小さくなっているような気がするのだ。

「……あ、確かにそう言われてみればそうね」

　ティトも同意のようだ。

　すると突とつ如じよとしてミーボの全身がドクンッと、心臓のように激しく脈を打った。

　直後に彼女は苦しげに表情を歪ゆがめると、すぐに大きく口を開いて空気を吐はき出し始める。

　────ドサッ。

　何度目か分からないが、またも珍ちん獣じゆうでも現れたかのような静せい寂じやくがその場を支配する。

　一体何にアクスたちは絶句したのか。

　理由はミーボの口から────一人の少女が吐き出されたからである。







　淡あわいクリーム色の髪を二つに結ゆっている十歳くらいに見える少女だ。頭を覆おおっているデフォルメされた牛のフードが可愛かわいらしい。

　ただ口から吐き出された少女は、何故か枕まくらを頭の下にして心ここ地ち好よさそうに眠ねむっていた。

　一体何が起こってこれはどういう状じよう況きようなのか誰だれか説明してほしい。

　こんな短期間で、まさか二度も生物の口から有り得ないものが出てくる光景を目にするとは人生何があるか分からない。

　先さき程ほどまで猛もう攻こう撃げきをしていた斧を構える女もまた、少女の登場に啞あ然ぜんとして固まっている。

　ただ兵士たちは、食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうから人間の子供が現れたことで、明らかに戸と惑まどいの色を隠かくし切れておらず、「ど、どういうことだ!?」や「こ、子供が出てきたぞ！」などと口走っている。

　するとここで……。

「……ん……ぅ……」

　少女が身じろぎをしたと思ったら、か細い声とともに長い睫まつ毛げが生えている瞼まぶたがそっと開き出す。

「ん……ぁ…………ん？　あぁれ？　……ミーボ？」

「う、うん、おはようネムタ」

　ネムタ……どうやらそれが少女の名前らしいが、二人は名を呼び合うほどの仲なのか。

　だとしたらミーボがあまりにも腹を空すかせてネムタを食べてしまい、消化する前にミーボの胃から出てきたというわけではない？

　ネムタはパチパチと眠そうに瞬まばたきをしながら「ふわぁ～」と大きく欠伸あくびをして上半身を起こす。

「……ねえミーボ、もしかして今日ってお風ふ呂ろの日？」

「ううん、違ちがうんだけどぉ」

「あれ？　でもミーボが目の前にいるってことは、ここは外だよね？」

　キョロキョロと周りを見回し始めるネムタ。

　見ているだけで眠ねむ気けを誘さそうような垂れた眼まな差ざしが、アクスたちを捉とらえる。

「…………知らない人たちがいる。う～ん、どういう状況？」

「えっとねぇ……とりあえず……ごめん」

　そう言うとミーボが、風船が萎しぼむように徐じよ々じよに縮んでいく。

　最終的には子犬くらいの大きさになった。

「あら、ミーボが小さくなったわね」

「ああ、なったな」

「どういうこと？　私混乱していてよく分からないわ」

「オレに聞くな。オレだって同じだ。説明を要求したいところなんだよ」

　しかしもしかしたらミーボはあの小さな姿こそが本当の姿だったのかもしれない。

　そこへ先程から黙だまっていた女が、斧をブンブンと振り回し始めた。

「何だか分かんねえけど、何だよ、そのちっこいのは！　つーか、そんなサイズでアタシの腹を満足させられると思ってんのかよ！」

　御ご立りつ腹ぷくのようだ。

　どうやらその怒いかりは小さくなったミーボへと向けられている。

　せっかくの大物がまさかの小物だったのだからショックなのは分からないでもない。

「まあいい。こうまで疼うずいた身体、ちと物足りねえが、てめえらを殺して治めようか」

　女の殺気がミーボのみならずネムタにまで向く。

「…………もしかして君さぁ、ミーボ虐いじめたの？」

「かははっ！　だとしたら何だ！」

「むぅ……だったらちょっとムッてきた」

　枕を持ちながら立ち上がる。

「面白れぇ。抵てい抗こうできるもんならやってみやがれっ！」

　女が斧を振りかぶりながらネムタへと迫せまっていく。

「アクスッ、あの子を助けてあげて！」

「分かって──っ!?」

　ネムタを助けようと《紋もん障しよう壁へき》を彼女の前に発動させようとした矢先、思わずアクスはその動きを止めてしまった。

　何故なぜならネムタから自身と同じニオイのする強きよう烈れつな力を感じたからだ。

　──バチィィィンッ！

　女が振ふり下ろした斧おのが、何かに弾はじかれて女の手から後方へと飛んでいってしまった。

（!?　アイツ……そうか）

　アクスはそこでようやく理解した。いや、納なつ得とくする真意を得たとでも言おうか。

「ちっ……てめえガキィ……！　その力は……!?」

　初めて見せる女の驚おどろいたような、焦あせったようなそんな表情。

　その大きく見開かれた双そう眸ぼうは、ネムタの目前に突とつ如じよとして出現した独特な紋もん様ようをした壁かべへと向けられていた。

　あれこそ間ま違ちがいなく──《紋障壁》。

　ネムタの瞳ひとみにはアクスと同じ黒き紋様が刻まれていた。

　ただし翼つばさを模したアクスとは違い、こちらは角のような形をしている。

　やはりそうだったのだ。

　何故ミーボから『瞳を持つ者』の力を感じたのかその理由がようやく判明した。

　確かにミーボの言ったことは間違いではなかったのである。

　彼女の体内に本命がいただけの話。

（しかしまさかあんな頼たよりなさそうな子供がオレと同じ眼めを持ってるなんてな）

　アルティアも歳としの割には大分と幼い身体つきではあるが、彼女はそれ以上だ。

　これをチェリツが知ったら絶対に驚くことだろう。

　ただ自分の意志で力を発動させているようなので、《紋章眼オラクル・ウイル》の存在については知っているようだ。

　女は弾かれた斧を拾うと再び手に取り、厄やつ介かいそうな顔つきでネムタを睨にらみつける。

「まさかこんなとこで『瞳を持つ者』に会っちまうとはな。マスターは確か今は相手にするなって言ってたが……」

　独り言のデカい女である。こちらにも丸聞こえだ。

（マスター？　コイツにも上司がいるってことか。あるいはそいつが〝赤あか羽ばね宗〟の教祖？）

　もちろん彼女が本当に〝赤羽宗〟ならば、だが。

「まあでも、こんな面おも白しれえ獲え物ものを目の前にして放置なんてもったいねえよな！」

　さらに膨ふくれ上がる殺気に反応し、チビ化してしまったミーボがネムタの前に出る。

「ネムタはやらせないよぉ！」

「ちっ、もうてめえじゃアタシの腹は満足できねえんだよ！　どきな！」

　斧を振り上げ地面に叩たたきつけると、そこから衝しよう撃げき波はが地面を伝ってミーボに襲おそい掛かかる。

　しかし、すぐにミーボの目前に先さき程ほどの《紋障壁》が出現し、衝撃波は防がれた。

「もう、危ないよミーボ」

「ご、ごめんねネムタ！」

　彼女たちの間に確かな絆きずながあるのはもう疑いようがない。

「クソが、真正面からじゃマジで鬱うつ陶とうしい壁だな」

　女が忌いま々いましげに顔を歪ゆがめていたその時だ。

【ドーラ王国】がある方向から数多くの馬の足音が聞こえてきた。

　見れば武装した集団が橋の方へ向かってくる光景が目に映る。

　間違いなく王国からの増ぞう援えん部隊であろう。

　それに女も気づいたようで、悔くやしそうに舌打ちをする。

「さすがに面めん倒どうだぜ。せっかく楽しくなってきたってのによぉ」

　そう言うなり女は登場時と同じように主しゆ塔とうの登頂部まで飛び上がると、ミーボたちを見下ろす。

　そして、女はブンブンと斧を振り回し始めた。

「これは置き土産みやげだ！　ありがたく取っときなっ！」

　そう言いながら次第に炎ほのおを帯び、円えん盤ばん状になった斧をミーボたちに投げつけた。

　ネムタが頭上を《紋障壁》で防ぼう御ぎよするが、円盤はグインッと方向を変えるとミーボの手前へと突つき刺ささる。

　同時に円盤が爆ばく発はつしたことでミーボたちはその場から吹ふき飛ばされてしまう。

　アクスは咄とつ嗟さに駆かけ出し、地面に叩きつけられる寸前に吹き飛んできたネムタを受け止めた。

「うぅぅ～、痛いぃ……」

「どうやら無事みたいだな」

「？　あんがとう……誰だれキミ？」

　キョトンとしながら眠ねむそうな目でアクスを見つめてくる。

「一応味方だ」

「味方？　ほんと？　何かすっごく怪あやしいんだけど……」

　アクスは仮面をずらして、自分の瞳を曝さらけ出す。

　彼女と同じ《大罪の紋章眼オラクル・ウイル》を発動させて。

「！　……同じだね」

「ああ、お前とオレは……」

　続きを言おうとしたが、ネムタはハッとなって周りを見回す。

「ミーボは？　どこ？」

　そこでアクスも先程いた場所にティトがいない事実に気づく。

　そして奇くしくも探している二人は同じ場所で発見することになる。

　戦いによって破は壊かいされた橋の高こう欄らん部分に一部穴が空き、ティトがその穴に身を乗り出すような形で寝ねそべっていたのだ。

　何をしているのかと思えば、穴から伸のび出たティトの手の先にはミーボがいた。

　どうやら爆発によって吹き飛ばされたミーボが穴を跳とび越こえ落下しそうになったところを、間かん一いつ髪ぱつでティトが防いだようだ。

　しかもミーボは気絶しているらしく身動き一つしない。

　かなり身を乗り出し体勢も悪いせいで、力が入らないのかミーボを引き上げられない様子である。

「ミーボ!?」

　ネムタが慌あわてた様子でアクスの腕うでの中から飛び出し走ろうとするが、すぐにへたり込んでしまう。

　一体どうしたのかと、やはり怪け我がでもかと思ったが……。

「ぁう…………久しぶりに走ったから足がぁ……っ」

　見ると彼女の両足がプルプルと痙けい攣れんしていた。

（走ったって、二メートルくらいだぞ？　どんだけ貧弱なんだ）

　それに何故か息切れまでしているし……。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「全然だいじょばないよぉ。ああでも早く助けないとミーボが落ちちゃう。そうなったらか弱くて泳げないネムタは助けれないしぃ。誰か勇ゆう敢かんで優しい人がいてくれれば……」

　チラチラとネムタがアクスに視線を向けてくる。

　ああ、だから助けろってことね、と意外にも強したたかな彼女につい呆あきれた。

「……オレが行くからお前はそこで待ってろ」

「えっ、頼たのんでいいの？　助かるよぉ～」

　アクスが、どこか白々しいネムタに「ああ」と答えて歩を進めようとした直後である。

　ティトが寝そべる床ゆかに次々と亀き裂れつが走っていく。

　恐おそらく先程の爆発の影えい響きようが大き過ぎたのだろう。それまで受けていたダメージに加えて、とうとう人を支えることもできなくなったようだ。

「マズイッ！」

　アクスは走りながら『革命支配リライト』で、橋の強度を強固なものに書き換かえようとする。

　──が、崩ほう壊かいのスピードの方が早く、床が崩くずれ落ちてしまった。

　それでも決してティトはミーボから手を離はなさない。

「ちぃぃっ！」

　落下していくティトを追って、躊ちゆう躇ちよなく橋から飛び降りるアクス。

　そして彼女を捕つかまえると、胸に引き寄せ力ちから一いつ杯ぱい抱だきかかえる。

「ア、アクス!?」

「いいから喋しやべるな、舌を嚙かむぞ！」

　アクスは《紋障壁》を最大にし自分たちの周りを守るように出現させると、そのまま激流の中へダイブしていった。




　　　　　※




　ミーボたちが谷底へ落下していく様を心配そうに見つめていたネムタは……。

「ヤバ……マジでミーボが落ちちゃったし……」

　呟つぶやくように声を発する。

　だがそこへ、背後から馬に乗った兵士たちが姿を見せる。

「人間の子供だと！　しかもこの状じよう況きようは！　とりあえずその子供を確保しろ！」

　兵士たちを率いるように中央で指示を出したのは、一人だけ白銀の鎧よろいを纏まとい醸かもし出す雰ふん囲い気きが違ちがう深緑色の髪かみを持つ男性獣じゆう人じんだった。

　獣人ではないネムタを逃にがすまいと、その周りを囲み剣けんを突き付ける。

　さすがに動きを止めたネムタだったが……。

「っ……ぁ……こんな時に……限っ……て……」

　突とつ如じよ襲い掛かってきた睡すい魔まに打ち勝つことができずに、瞼まぶたを閉じてしまった。

　ネムタはそのまま捕ほ縛ばくされてしまう。

　兵士たちは痛々しいまでに破壊された橋と、その奥の大陸で横たわっている数多くの同志を見て表情を強こわ張ばらせる。

「援えん護ごが欲しいと通信があったが、やはりこの惨さん状じようは例の食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうが……？」

　深緑色の髪を持つ獣人が唸うなるように言葉にすると、兵士の一人が続けて口を開く。

「しかしその件くだんの食糧泥棒の姿が見えないですが」

「……そうだな。橋は今にも全ぜん壊かいしかねない、か。とにかく十分に注意して同志たちの介かい抱ほうに努めろ。意識のある者は、俺のもとへ来させろ。事情を聴きく」

　こうして、ネムタは食糧泥棒の一味として【ドーラ王国】に投とう獄ごくされることになった。
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「────……ぅ……ぁ……」

　小さな呻うめき声が響ひびく。

　その声こわ音ねを聞き取り、アクスはホッと息を吐はいた。

「起きたか、ティト？」

「……！　カラ……スくん？　……どこにいるの？」

　横たわっていたティトが意識を覚かく醒せいし、上半身を起こして周りを見回す。

　しかしティトの視界に映るのはすぐ傍そばで燃えている焚たき火びと、ゴツゴツした鍾しよう乳にゆう洞どうのような風景だけだ。

「こっちだ」

　恐おそらくティトは自分を探していることだろうと思い声をかける。

　アクスがいるのは、ティトの背後から大きく突き出た岩場の後ろだった。

「後ろ？　どうしてそんなところに……」

「あーちょっと待った。まずは自分の恰かつ好こうを見てからにしろ」

「え？　…………～～～～～っ!?」

　ティトは自身が下着姿だということを認にん識しきし、すぐに膝ひざを抱かかえるようにして蹲うずくまった。

　その顔はリンゴのように真っ赤に染まっている。

「ど、どどどどういうこと!?　せ、せ、説明を要求するわ！　はっ、もしかしてすでに私の貞てい操そうを──」

「待て待て！　そんなアルみたいな妄もう想そうは勘かん弁べんしろ！　服は濡ぬれてしまったし、風か邪ぜを引かないために服を脱ぬがせただけだ！　それに脱がせたのはオレじゃないからな！」

「…………じゃあ誰だれだっていうのかしら？」

　まだ咎とがめるような声が心に突つき刺ささってくる。そんなに信用ないものだろうか。

「──おぉ～起きたんだねぇ」

　そこへ第三者の声がし、ティトが警けい戒かいしながら視線を向ける。

「……！　ミー、ミーボ？」

「うん、ミーボだよぉ」

　そこには初めて出会った時と違ちがい、人間の顔ほどの大きさになっているミーボが薪まきを抱えながら立っていた。

　そのままミーボは、アクスのいるところまでトコトコとやってくる。

「薪ってこれでいい？　でもさっき持ってきたヤツよりもっと湿しめってるよぉ？」

「ああ、ありがと。どんだけ濡れてても問題ない」

　アクスはミーボが持ってきてくれた薪に対し、《革命支配リライト》を施ほどこし水気を飛ばした。

「もういい。それを焚き火に入れてくれ」

　アクスの言うことに「はぁい」と従って、ティトの目前にある焚き火へと向かい、ミーボが焚き火に薪をくべた。

「ミーボ、あなた無事なの？」

「うん。危ないところを助けてくれたんだってねぇ。ありがとぉ、ティト」

「そ、そんな……結局助けたのはアクスだと思うし」

「ううん。アクスから聞いたよぉ。もしティトがボクを助けてくれてなかったら間に合わなかったって。だからありがとねぇ」

「そ、そう。……なら良かったわ。あ、もしかしてあなたが服を脱がせてくれたの？」

「そうだよ。アクスに頼まれてねぇ。服はそこの岩にかけて乾かわかしてるよぉ」

　見れば焚き火の近くにある岩に服を広げて乾かそうとしている。

　そこにはティトだけでなくアクスのものもあった。

「でもカラスくん、わざわざ火を熾おこすくらいならあなたの力で服を乾かせば良かったでしょ？」

「いや、今日はもうここで夜を過ごす。だから火熾しに使った方が効率が良かった」

　ティトたちと一いつ緒しよに激流にダイブしたあと、しばらく流されていたが、岩がん壁ぺきに開いた横穴を見つけてそこに転がり込むことにしたのである。

　ちなみにティトはダイブと同時に気絶してしまったが、この洞どう窟くつに来てミーボはすぐに意識を取り戻もどしたので薪集めを頼んだのだ。

　その時にアクスの身元や事情は軽く説明してある。「へーあの有名な革命団なんだー」とさして驚おどろきもしなかったが。

「そういうことだったのね。でもあの激流の中、よく無事だったものね…………ん？　どうかしたの、ミーボ？」

　ジーッと穴が空くようにミーボがティトのある場所を見つめていたので、ティトも気になり声をかけた。

「……はふぅ、ティトってばおっぱいおっきいんだねぇ」

「「ぶふっ!?」」

　とんでもない爆ばく弾だん発言に、アクスとティトが両者ともに噴ふいてしまった。

「ちょっ、ミーボ！　あなた何を！」
















「ええ？　だってぇ、ぽよんぽよんしててふわふわで、すっごいよ？」

「～～～～っ!?　ア、アクスッ！　想像してたら許さないんだからねっ！」

「す、するわけないだろっ！」

　いや、噓うそだ。ミーボの言葉で脳裏にティトのあられもない姿を思い浮うかべてしまった。

　ティトはアルティアが嫉しつ妬として泣くくらいのナイスバディなのだ。時折思わず視線が豊満な胸に向かってしまうことだってある。アクスだって年とし頃ごろの男の子なのだから。

　きっとここにアルティアがいたら……。

『不潔ですぅ！　ていうか見たいならアルが見せてあげるのにぃぃっ！』

　とか言いそうだ。

「うぅぅぅ～」

「いや、唸うなり声とか上げられてもな」

　見えないが涙なみだ目めで睨にらみつけてきている様子が目に浮かぶ。

　こちらは少しも悪くないはずなのだが、どうしてもこういう時、男の立場は弱い。

「ねえねえ、ちょっと触さわっていい？」

「も、もう！　ミーボったら、怒おこるわよ！」

「えぇ～。だってぇ、ネムタはそんなにおっきくないしなぁ」

「！　そ、そうよ！　そのネムタって子はどうしたの！」

　無理矢理話題を変えようとしていることが丸分かりだが、ミーボがシュンッと意い気き消しよう沈ちんしたためティトが困こん惑わくする。

「え、えっと……ミ、ミーボ？」

「そのことについてもこれから話す予定だったんだよ」

「アクス……そうなの？」

　ミーボがコクンと小さい頭を頷うなずかせる。

「恐おそらくネムタはあのあと捕ほ縛ばくされた可能性が高い。【ドーラ王国】から大勢の気配が近づいてきてたからな。きっと増ぞう援えんだ。それにミーボから聞いたが、無理矢理起こされたことで、逃げる間もなく寝ね入いったところを捕とらえられたと思われる」

「どういうこと？」

「ネムタは一日の大半を眠ねむってるらしい。それがアイツの持つ《紋章眼オラクル・ウイル》──〝怠たい惰だ〟の力の反動というわけだ」

「《怠惰の紋章眼オラクル・ウイル》……それがネムタに宿った力なのね」

「そうだ。無理矢理起こされ力を使った。その反動もあって、多分逃げる前に捕つかまったんじゃないかってミーボは言ってる」

「ネムタァ……」

　泣きそうな声音で名前を呼ぶミーボ。

　そんな彼女にティトはゆっくりと近づきそっと抱だき上げた。

「…ティト？」

「大だい丈じよう夫ぶ。大切な人なんでしょ？　助けるのに私たちも手を貸すから」

「ほんと？」

「ええ、そうよねカラスくん？」

「放置はできない。アイツはオレと同じ《大罪の紋章眼オラクル・ウイル》を持つ奴やつだ。守る理由がある」

　特にこの領域で捕縛されたことがマズイ。

　ネムタは人間らしいし、食糧泥棒であるミーボと一緒のところを意識が戻った兵士たちに見られている。

　そうなれば他種族に厳しい獣じゆう人じんは、罪を犯した人間を赦ゆるすことはない。

　実際過去に、【ドーラ王国】に不法侵しん入にゆうした人間を数日後に処しよ刑けいした事実もある。

「できれば速すみやかな救出が必要だろうが、相手は国家だ。なかなかに難しいだろうな」

「なら早く行動した方が良くない？　今すぐに処刑でもされたら」

「いや、それはない」

「どうしてよ！」

「お前が気絶している間にカゲツ隊長から連れん絡らくがあった」

「連絡ですって？」

　もちろん《通信札》を通して、ではあるが。

　そこで興味深い情報を聞いたのである。

　それによると、現在【ガンエデン帝てい国こく】の使者が少数精せい鋭えいで【ドーラ王国】へ向かっているとのこと。

　カゲツ曰いわく、帝国の支配下に収まらない【ドーラ王国】に対して、せめて同盟を結ぼうとしているのではないかという。

　ただそれも同盟の使者を名乗って寝ね首くびをかくための作戦である可能性も帝国なら有り得うる、というのがカゲツの見解だった。

「──ふぅん。なるほど。同盟の使者となればそれなりの大物を用立てる必要もあるわね」

「そうだ。時間的に見て、使者は明日には【ドーラ王国】に到とう着ちやくするらしい。さすがにそんな時に処刑は行わないと思うぞ」

【ドーラ王国】も使者が到着する予定日は把は握あくしているはず。

　規律には厳しいが、礼節も弁わきまえている獣人のことだ。

　到着日と処刑日を重ねるような無礼なことはしないだろう。

　それに食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうをしていたのは巨きよ大だい化したミーボである。ネムタから情報を得るための時間も必要だろうし、今日明日中に殺されてしまうということはないと思う。

「けれど拷ごう問もんを受ける可能性だって高いのではなくて？」

「だとしても今すぐオレたちだけで動いても、ハッキリ言って救出は困難だ」

　それに《革命支配リライト》はもう使用回数を超こえてしまっている。切り札が使えない状じよう況きようで動くのは危険過ぎるのだ。

「それはそうだけれど……」

「だからこそ、確実に救出できる策を立てることが必要になるんだ。それにもうすぐ──」

　言葉の途と中ちゆうで、入り口の方からパチャパチャと水みず溜たまりを走るような音とともに、数人の足音が聞こえてきた。

　入り口側にいたアクスが先に闖ちん入にゆう者の正体を捉とらえた。

「アルか、ずいぶん早かっ──」

「──アックスくぅぅぅぅぅぅんっ！　はぅわっ!?　ど、どどどどどうして下着一枚なんですかぁ!?　……！　ま、ま、まさかティトちゃんといかがわしい運動をっ!?」

「う、噓うそぉぉっ！　ダ、ダメだよアーくんってば！　そういうことはこんなとこでやっちゃダメなんだからねっ！」

「はいはい、長くなりそうだからアルティアとピュアラは少し黙だまっててくれるかな」

「あっ、ちょっ、隊長！　押さないでくださいよぉ！」

　暴走しそうになったアルティアとそれに勘かん違ちがいするピュアラを押しのけてカゲツが前に出る。

　アルティアとカゲツも、普ふ段だんの髪かみ色ではなく獣けもの耳みみも有していた。

　アルティアはアクスとティトと同じで、カゲツはピュアラと同色である。一応カゲツはピュアラの兄という設定だ。

「《通信札》で連絡を受けた通り、状況は把握しているよ。……その子が例の食糧泥棒というわけだね」

　彼の視線がミニサイズになったミーボへと向く。

「俺はこの子たちの隊長を務めてるカゲツ・ウォリアスだ。幾いくつか君に聞いておきたいんだけどいいかな？」

「ぼくミーボ。うん、いいよー」

「各地の村々で食糧庫を襲おそったのは君かい？」

「そだねー。お腹なか減ってたからもらったよ。ぼくのあの姿は大量のエネルギーが必要になるし、悪いとは思ったけどねー」

「……あの姿？」

　聞けばミーボは別に普段から大食漢というわけではないらしい。

　ただいつも眠ねむっているネムタを安全に運ぶには、あの巨大な姿になる必要があったというわけだ。あれならば外敵から身を守れるし、ネムタの存在を隠かくし通すことができる。

「なるほど。比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな集落を狙ねらったのは、罪悪感からかい？」

「……うん」

「たとえ必要に迫せまられてやったことでも、君のしたことは犯罪だってことは分かってる？　たくさんの人が迷めい惑わくを被こうむった」

「…………ごめんなさい」

　アクスもミーボと話して分かったが、彼女は悪党というわけではない。ただやり方が乱暴だというだけで、ちゃんと罪を認めることだってできるのだ。

「気になるのは何故なぜ今になって食糧泥棒の噂うわさが立ったのか、だな。他の土地では食糧を奪うばったりはしなかったのか？」

　アクスの問いに対し、ミーボが素す直なおに答えてくれた。

「ここって《獣人領》でしょ？　ネムタを見られるとダメだって思って、ここにいる間は巨大化してネムタを運ぼうって思ったの」

　ミーボ曰く、他の土地ではそれほど巨大化せずとも、小さなネムタを背に乗せて運ぶくらいはできていたので、エネルギー消費も抑おさえられていたのだという。

　だからこれまでは森や山、海などで手に入る僅わずかな食材でも賄まかなえていたらしい。

「だったらさっさとこの土地から出ていけば良かったんじゃ……。いや、そもそも近づく方が間ま違ちがってる」

「う、うん。アクスの言う通り、最初はぼくもそう言ったんだよ？　危ないから《獣人領》に入るのは止やめよって。でもネムタがこの《獣人領》にあるっていう幻まぼろしの温泉に入りたいって言うもんだからぁ」

　そのために危険を冒おかして《獣人領》に入り、ずっと温泉を探していたらしい。

　ピュアラはその噂を知っていたようで、「そういえばそんなもんもあるって聞いたなぁ」と呟つぶやいている。

　もし本当にあるのなら、風ふ呂ろは嫌きらいではないのでアクスも入ってみたいと思うが。

「だがそれで結果的に獣人に捕ほ縛ばくされていたら世話はないな」

　アクスの正論にミーボがシュンと顔を俯うつむかせて落ち込む。

「そういやそもそもあの姿は何だ？　どうやって巨大化している？」

　アクスが問うと、ミーボが「少しくらいなら」と見せてくれることになった。

　するとミーボの体毛がざわざわと波打ち始め、まるで早送りでも見ているかのように成長して伸のびていく。さすがにここであのような巨大な姿にはなれないものの、三倍くらいの大きさの球体になる。見た目は大きなマリモのようだ。

　それから徐じよ々じよに形を変えていき、ミーボの輪りん郭かくを形成していく。

「コレがぼくの能力なんだー。あとね、ぼくに触ふれてみてー」

　アクスが代表してミーボに触れてみると、まるで体内に吸い込まれるようにしてアクスはその場から姿を消してしまった。

「──っ!?　こ、ここは……？」

「ぼくの毛玉の中だねー」

「……これが毛玉の中……だと？」

　体積的におかしい。デカクなったとはいえ、アクス一人完全に吞のみ込むほどではない。

　それなのに今、アクスは毛に包くるまれているような生なま温ぬるい空間に立っている。

「ぼくはねー、こうやって大きくなったら何でも吸引して、小さくして収納することができるんだよー」

「収納……か」

「うん。大体収納できるのは吸引時の三倍くらいまでの大きさかなぁ」

　それ以上の大きさだと吸引できないという。

「にしても確かにこれは物運びには便利な能力だな」

　内側から外へ押し出るように力を込めるが、毛玉が猛もう反はん発ぱつしてくる。

「だが何故食糧庫ごと収納したんだ？　中身だけじゃダメなのか？」

「ただ単にその方が手っ取り早かったからかなぁ」

　鍵かぎがかかっているものが多かったようで、あまりモタモタしてたり鍵の破は壊かい音などで感づかれても困るためという理由だったらしい。

　収納したあとその場から離はなれて、ゆっくりと中身を美味おいしく頂いたという。

「ふむ。この弾だん力りよくに強度、確かにここにいれば身を守るにも適してるかもな」

「でしょー。でも維い持じするのも大変なんだー。あー、もうお腹空すいてきちゃったから戻もどしていい？」

「あ、ああ」

　すると上部に吸い込み口があるかのように、アクスは吸い込まれてその場から離り脱だつする。

　気づけば元いた場所へと立っていた。

　目の前のミーボが前に見たように段々と萎しぼんでいくところである。

「……説明はいるか？」

　と、カゲツたちを見るが……。

「いいや、君たちの会話は聞こえてたから大だい丈じよう夫ぶ」

　そういうことらしい。説明の手間が省けて助かった。

　何でもミーボの口から吐はき出される姿は結構面おも白しろかったという。

　何故わざわざ口からなのかとも思うが、そういう仕様だとミーボは口にした。

「まあ、こちらとしては反省してて、もう行わないならこれ以上咎とがめるつもりはないよ。俺たちは慈じ善ぜん団体でも警けい吏りでもないしね」

　カゲツの言葉にホッとする様子を見せるミーボだが、すぐに不安そうにそわそわしながら声を上げた。

「あ、あのね……その、ネムタを助けてくれるってことでいいんだよね？」

「ああ、ただし救出したあとは俺たちが保護し、その身を革命団に預けてもらいたいんだけど、それでもいいかな？」

「え～っと……」

「その方が君たちにとっても良いいと思う。君たちだけで旅をし続けると、また今回のように食糧泥棒を引き起こすこともあるだろう。しかし我われ々われの保護下にいれば、少なくとも食べることには困らないよ？」

「う～ん、そっかぁ……ぼくはネムタがいいって言うならいいけど……」

「もしかして気き難むずかしい人物なのかな？」

「難しくはない、よ。ただすっごく怠なまけ者ものなだけ」

「は？」

「将来の夢は《永遠のぐうたら生活》で、好きな言葉は『働きたくない』だから」

　ミーボ以外の全員が言葉を失ったことで、しばらく沈ちん黙もくが流れる。

　それも《怠たい惰だの紋章眼オラクル・ウイル》の反動なのだろうか……。

「わ、分かった。とりあえず三食は保証できると思う。働きたくないっていうのはちょっと困るけども」

　さすがのカゲツも困った様子で頰ほおをボリボリとかいている。

「お風呂もある？　ああ見えてお風呂大好きだからさ」

「アジトにはあるよ。こんな当てのない危険な旅よりかはずっといいと思うな」

　よく言う。ハッキリいってまだ旅をし続けていた方がマシかもしれない。

　何といっても帝てい国こくに仇あだなす革命団に所属するのだから。

　確かに食うことには困らないだろうが、その反面仕事も多いし命の危険もある。

「だったら大だい丈じよう夫ぶだと思うよー。でもネムタがやっぱり嫌いやだって言ったら諦あきらめてねー」

「まあ、その時は必死に説得してみるよ」

　これでとりあえずの交こう渉しようは終わった。

　あとはネムタ救出作戦のためにできることをするだけだ。

「じゃあさっそく例の話だ。どこまで話してるのアクス？」

　アクスは先さき程ほどティトたちと話していた内容をカゲツたちに教えた。

「──うん、確かに今日明日に処しよ刑けいというのは可能性としては低いと思う。だが絶対でもない」

　そんな懸け念ねん事じ項こうに、ミーボが「ど、どうしたらいいのかなぁ……」と戸と惑まどいを見せる。

「一番良いのは【ドーラ王国】へ入り、直接内情を探さぐることだね」

「でもでも隊長、いきなり行って入れてくれますかね？」

　アルティアの疑問ももっともだが……。

「それは恐おそらく大丈夫だろう。ここには──彼女がいるから」

　そうしてチラリとカゲツがピュアラを見る。

　アルティアは「あ、そっか」と手をポンと叩たたく。

　アクスも何が言いたいのか分かったが、ミーボは可愛かわいらしく小首を傾かしげて説明を求めてきた。

　アルティアが何故なぜか誇ほこるように胸を張って口を開く。

「ピュアラちゃんはですね、アルたち革命団のアイドルと同時に、獣じゆう人じんたちのアイドルでもあるんですよ！」

　もちろんピュアラは《在るべき世界アヴニール》として身を置いているが、それは非公式であり、表向きでは戦争などで被ひ害がいに遭あった地を巡めぐり、命を散らした者たちへの慰なぐさみとして歌を捧ささげる追つい悼とう慰い霊れい団だんの一員という顔も持っているのである。

　もちろん慰霊団のバックにいるのが革命団というのは秘密ではあるが。

　ピュアラは獣人でもあるので、《獣人領》を主に活動の場所にしていた。

　そのため仲ちゆう介かい屋やを通して、歌の依い頼らいが獣人の集落から結構来るのである。

「彼女がいれば、【ドーラ王国】にもすんなり入れるだろう」

　カゲツの言う通り、ピュアラの立場を利用すればその可能性は高い。

　それにアクスたちも現状獣人に化けられるので、人間だと探られる恐れもないと思う。

「そういえばさっきからティトが全然喋しやべらないけど、どうかしたの？」

　ティトの気配は感じているようで、岩の向こうを覗のぞき込むような仕草をしたところ──。

「こ、こっち見たら訴うつたえるから！　薬くすり漬づけにしてね！」

　どうやらティトはあまり自分を意識してほしくなかったようだ。アクスと同じ下着姿なので無理もないだろう。

　それに気づいたカゲツも「ヤバッ」と身を引くが、

「隊長のドスケベッ！　変態リーダー！」

「そうだそうだー！　覗きは犯罪だぞー！」

　アルティアとピュアラの追い打ちを受けてしまう。

「アルたちも空気を読んでティトちゃんに触れなかったのに、ほんとーに隊長ってば空気読めないですね！　サイッテーです！」

「乙おと女めの裸はだかを覗こうとは、そんな変態さんは帰ったら副長に言いつけてお仕置きしてもらうよ！」

　こういう時の女性の団結力は凄すごい。言葉の殺傷能力がえげつないのである。

　カゲツはショックを受けたのか、四よつん這ばいになりながら「俺は変態だったのか……」と嘆なげいていた。

（やれやれ、一気に賑にぎやかになったな）

　これを鎮ちん圧あつするのには骨が折れると思いつつ、アクスは皆みなを宥なだめるために声をかけることにした。




　　　　　※




　──【ドーラ王国】。

　北海に面し港町としても盛さかんな、獣人だけが住む唯ゆい一いつの国である。

〝コの字〟に囲われた外がい壁へきの中に広がる街並みは、人間たちが造り上げている石と鉄などの鉱物で完成されたソレではなく、すべてが土や植物だけで構築されていた。

　自然を愛し自然とともに生きるのが獣人たちであり、そんな自然を奪うばう人間たちを敵とみなしている。特に大自然の象しよう徴ちようともいえる〝神樹・アダム〟を独どく占せんする帝国を認めることができないのだ。

　街は六つの区画に分けられており、その中でも一番大きな区域にあるのが王が住まう《木もく天てん宮きゆう》だ。

　泉や木々などが茂しげっている庭園の奥に佇たたずむ宮きゆう殿でんは、一ひと際きわ異い彩さいを放ち王家の風格を漂ただよわせている。

　その中でも目を引く建物が、やはり五階建ての建物である【五ご獣じゆうの塔とう】であろう。

　細部にまでこだわって建築され、その造形はとても美しく国のシンボルとされている。

　そして塔の天頂が《猿えん王おうの間》と呼ばれる謁えつ見けん部屋だ。

　そこで今、痛いほどの緊きん張ちようの中、二つの国の代表が顔を突つき合わせていた。

「遠路遥はる々ばるようこそ、と一応口にしておこうか」

　玉座に着く一人の人物──彼こそがすべての獣人を統すべる王として君臨するハヌヴァン・コング。

　他から『猿王』と呼ばれし、《獣人領》の統率者である。そんな彼の発した言葉に不ふ愉ゆ快かいさが滲にじんでいたことは、誰だれの眼めにも明らかであった。

　それもそのはずだ。ここは獣人たちの楽園であり、獣人のみが住むことを許されたいわば聖域。

　そこに人間の集団が立ち入っているのだから。

「事前に書簡で訪問の通達はしておりましたが、こうして門もん前ぜん払ばらいなどせず、ここまで立ち入らせて頂いたこと、深く感謝します。獣人の王よ」

　立ちながら軽く一礼をするのは、ハヌヴァンの鋭するどい視線の的になっている人間──リカルドである。

　また彼の後ろには護衛役のセイガ小隊と、パラーチが跪ひざまずいて謁見していた。

（す、すげえ威い圧あつ感かん……っ）

　セイガにとって、当然獣人の王と対面するのは初めてだ。

　本来は今すぐにでも食しよく糧りよう難なんに陥おちいっているかもしれない村々に向かいたかったが、まずは国王に挨あい拶さつするのが筋だとヒズミだけでなく、パラーチにも言われていた。

　ただ挨拶というのは建前で、恐らくパラーチの考えとしては、何かあれば《紋もん障しよう壁へき》を駆く使しして何が何でもリカルドを死守しろという理由でここまで同行させたのかもしれないが。

（アレが『猿王』……バケモノかよ）

　チラリと顔を上げてその風ふう貌ぼうを確認する。

　ただそこに座しているだけだというのに、まるでドラゴンが睨にらみを利きかせているかのような存在感だ。

　全身が筋肉の鎧よろいを纏まとっているかのように頑がん強きような肉体を持ち、腕うでや足など丸太かと思ってしまうほどに太い。

　あんな腕で殴なぐられたら人間など一いち撃げきで粉ふん砕さいされてしまうのではなかろうか。

　明らかにその全身から醸かもし出される強者としてのオーラはセイガ以上。

　絶対の防ぼう御ぎよ力りよくを有する《紋障壁》を持つセイガでも、アレ相手に守り切れるか正直不安が込み上げてくる。

　それほどまでの実力差を感じさせられた。

　またハヌヴァンを守るように右サイドに立つ者もまた一角の猛も者さであろう。ハヌヴァンと似通っている風貌から、恐おそらくは息子なのだろうが。

　周りには睨みを利かせている獣人兵もいる。

　これほどのアウェイ感はセイガにとって初めての経験であった。

「フン、使者としてやってきた以上、何もせずに帰したとあってはワシが怯おびえて逃にげたと取られかねんしな。人間相手にそのような外聞気分が悪かろう」

　完全に人間を下に見ている発言だ。

　しかしさすがにこの場での勝手な発言が何を招くかぐらいはセイガでも分かっている。だから我が慢まんだ。

　それでもさすがはリカルドと言おうか。彼は涼すずし気な笑えみを浮うかべながら、この緊きん張ちよう感かんとプレッシャーの中でも悠ゆう然ぜんとしている。

「それはありがたい。ではお話を聞いてくださるということで構いませんか？」

「聞くだけならな。ワシも暇ひまではない。つまらない話だったらすぐに切り上げる」

「つまらなくはないかと。何故ならあなたがた獣人にとっても悪い話ではないから」

「ほう、話してみよ」

　少し興味を誘さそったのか、鼻を鳴らした。

「まずはこの度たび、食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうの被ひ害がいに遭あった集落への物資配給の許可を」

「いらぬ世話だ」

「……しかし」

「すでに被害に遭った集落には、我が国から援えん助じよをしておる。人間からの施ほどこしなど受けるつもりなどない」

　何だよそれっ！　とセイガは心の中で叫さけんでしまう。

　別に受け取るくらい損はしないのだからいいではないかと思う。

　だが王が頑かたくなに断っている以上、追つい及きゆうしても無理と思ったのか、リカルドは微び笑しようを浮うかべながら「それは残念です」とあっさりと口にしたので、セイガも悔くやしさを押し殺すしかなかった。

「それだけか？　ならば──」

「いえ、ここからが本題でございます」

「……ほう。申せ」

　少しの間沈ちん黙もくが流れ、そして静かにリカルドが口を切った。

「──我われ々われと同盟を結んではくださらないでしょうか？」

　刹せつ那な、周りから思わず死の気配を感じさせるほどの殺気が迸ほとばしる。

　それを唯ゆい一いつ冷静に受け止めていたハヌヴァンが、片手を上げて兵士たちの怒いかりを鎮しずめた。

「……同盟、とな。我々獣人が人間どもに対し何を思うておるか、理解しておらんのか？　特に帝てい国こくの在り様には怒りしか覚えんぞ。同盟を結ぶくらいなら戦争をした方がマシだ。少なくともこれはワシだけでなく、獣人の総意と取れ」

「帝国と戦争を、ですか……」

「そう言っておるであろ？　よもや忘れているわけではあるまい。人間どもがかつて我々獣人に何をしたのかを。これ以上ふざけたことをぬかすというなら、この場で全員を殺し生首を帝国に送りつけてやってもよいのだぞ？」

　静かで、それでいて獰どう猛もうなハヌヴァンの殺意がセイガたちに突つき刺ささる。

　──息苦しい。

　セイガの傍そばにいるヒズミにリリオラ、そしてパラーチはまだ大だい丈じよう夫ぶそうだが、あと二名の兵士は顔色を真っ青にして息切れを起こしていた。

　ただ向き合っているだけでコレだ。

　セイガは兵士たちの背中を軽く叩たたき、「しっかりしろ」との意味を込めた。

　できれば早くこの状じよう況きように変化が欲しい。

　そう願っていると、リカルドが意を決したように言葉を吐はく。

「勘かん違ちがいしないで頂きたい。同盟を結ぶのは帝国ではなく──この私とです」

「！　……何だと？」

　セイガもどういうことかサッパリ分からない。

　だからついついリカルドを呆ほうけたように見つめてしまう。

「あなた方が気に入らないのは現在の帝国の在り方では？」

「…………」

「いずれ私は帝てい王おうとして君臨します。そうすればあなた方の望む帝国としてお付き合いできるのではないでしょうか？」

「大きく出おったな。お前が帝王になると？　確かリカルドといえば第二継けい承しよう権を持つ存在だったはずだ。しかし現在、最も王に近いのはお前の兄ではないのか？」

　ピクリとリカルドの眉まゆが動く。やはり兄に対して何か思うところがあるようだ。

「私は兄を────ファウスを超こえる男だ」

　そう明確に口にした瞬しゆん間かん、思わず平へい伏ふくしたくなるほどの覇は気きがリカルドから放たれた。

　それを見たハヌヴァンが感心するように「ふむ」と目を細める。

「ならば問おう。ワシが〝神樹〟を手放せと口にしたら、それを実行できるのか？」

「それはできない」

「っ……舐なめておるのか、貴様ぁ」

　またも膨ふくれ上がる殺気だったが、

「──だが、共有することは可能でしょう」

　その言葉で殺気が収まる。

「どういうことだ？　共有、だと？」

「現在帝国は人間の街として存在しています。だが私が王となったら、そこに獣じゆう人じんを受け入れる区域を設けるつもりです」

　思わぬ未来予想図に対し、周りが一気にざわつき始める。

「バカな。そのようなこと成功するわけがなかろう。獣人の区域を用意したとて、次第に人間どもに追いやられていくのは目に見えておるわ」

「《獣人法》という法律を設けてやればいい」

「何？」

「獣人の権利を保護し、政治にも代表者を登用させる。正確にいえば、獣人の帝国での存在権を主張させ認める法です」

「よいのか？　下手をすれば……いや、確実に国は二つに割れる。破は綻たんするのは目に見えておるぞ」

　力のある二つの種族が主権を争えばそうなってもおかしくはない。

「そうはならないですよ。そのための第一歩として、私は──獣人の嫁よめを娶めとる」

　これまでで一番の驚おどろきだ。

　誇ほこりある帝国の血筋に、敵国の……しかも蛮ばん族ぞくと言われている獣人の血を受け入れると言ったのだから。

　さすがにそこまでの覚かく悟ごをしていたのを判別できていなかったのか、ハヌヴァンも絶句してリカルドの顔に見入っている。

　セイガは特別獣人のことを差別していない。同じ命ある者として扱あつかっている。

　ただし帝国民の中には、獣人を奴ど隷れいとして売買している者も少なくないのだ。

　獣人は身体が丈じよう夫ぶで物覚えも悪くないので、奴隷化して仕事をさせるには都合が良いいのである。

　だからこそその現実に獣人は帝国民を敵視しているのだが。

　そんな虐しいたげている者の血を受け入れるどころか、子を生なし次期帝王の権利まで授さずけるというのだから愕がく然ぜんとしても無理はない。

「正気か、お前」

「私は王になるためならば何でもしよう。だが王となり、あなた方を虐げるつもりはない」

「…………信用できんな。確かに帝国に我われらの血が入るとなれば利点もあろう」

　それはそうだろう。もしかしたら史上初の獣人の帝王が誕生するかもしれないのだから。

「だがそのような夢物語、叶かなうはずもない」

「私が王となれば叶う」

　二人が一いつ切さい目線を逸そらさずしばらく見つめ合う。

　まるで互たがいの真意を探さぐっているかのようだ。

　そして最初に口を切ったのはハヌヴァンである。

「それほどまでに言うのであれば、一つ試ためしてやろう」

「試す……？」

「先日のことだ。ある犯罪者を我が部隊が捕ほ縛ばくした」

「犯罪者……？」

　聞けばそれは各地で起こっていた食糧泥棒の犯人だという。

　セイガにとって探していた存在ということもあり興味を惹ひかれた。

　しかも相手は獣人でもモンスターでもなく人間なのだという。

「その人間を近々処しよ刑けいすることになっておる」

「処刑っ!?」

　と、反射的に大声を張り上げてしまい、皆みなの視線を浴びてしまうセイガ。

「ちょっ、セイガ！　申し訳ございません！」

　すぐにヒズミが謝罪しながらセイガの頭を摑つかんで伏ふせさせた。

「いきなり何してるんですか、あなたは」

「わ、悪い！　で、でもよぉ」

　小声でヒズミと会話をする。

「いいから大人しくしていてください」

　セイガは渋しぶ々しぶ言うことに従うしかなかった。

　だがどうにも納なつ得とくできないのである。

　確かに食糧を奪うばうのは良くないが、それですぐに処刑というのはあまりにも無む惨ざんではないだろうか。

「部下が失礼しました。お話の続きをよろしいでしょうか？」

　そう言って促うながすリカルドに対し、ハヌヴァンは「ふむ」と顎あごに手を当てて思案するような仕草をしたあと、

「そうだな。良かろう、ついて参れ」

　と、セイガたちも含ふくめた全員を、ある場所へと誘ゆう導どうしたのであった。







　ハヌヴァンの先導で黙だまってついていったセイガたちは思わず息を吞のむことになった。

　辿たどり着ついた場所は宮きゆう殿でんの地下にある牢ろう屋や。

　同じ造りの部屋が幾いくつも並んでおり、その中の一室──重厚な扉とびらの前にセイガたちは並んでいた。

　そして外から中を確認できる小さな窓から覗のぞいた先を見たのだ。

　そこにいる一人の幼き少女の姿を──。

　セイガたちが顔をしかめたのは、十歳ほどに見えるその少女があまりにも無惨な格好だったからだ。

　厳重に目め隠かくしを施ほどこし壁かべに磔はりつけ状態にされ、服もボロボロで全身には細かい傷が刻まれている。

　明らかに行き過ぎた拷ごう問もんだと誰だれもが思ったことだろう。

「っ……まさかあの子が、でしょうか？」

　満まん身しん創そう痍いに見える幼女の姿を見て、さすがに表情を変えざるを得なかったようで、眉をきつくひそめたリカルドがハヌヴァンに問いかけた。

「うむ。兵士たちからの情報によると、コイツが例の食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうだ」

「しかしこちらが入手した情報では、巨きよ大だいな熊くまが各地の集落を襲おそったと……」

「どうやらコイツのパートナーがその巨大熊だったようでな。恐おそらく犯行自体はその熊にやらせていたのだろうが。見ての通り、痛めつけようが口を割らん。それどころか捕ほ縛ばくしてからどれだけ苦痛を与あたえても、平然と眠ねむり続けるような異常な奴やつだ」

「──ちょっと待ってください！」

　そこへ耐たえ切れなかったセイガが一歩前に出る。

「ちょ、セイガ！」

「いいから言わせてくれ、ヒズミ！　ハヌヴァン様に申し上げたいことがございます！」

「ほほう、よいだろう。申してみよ」

「あの子が本当に真犯人だったとして、まだ幼い人間の子供ではありませんか」

「そのようなことは見れば分かる」

「確かに悪いことをしたかもしれません！　ですが子供故ゆえの間ま違ちがいだということだってあります！　だったら諭さとして正しい道を歩ませるのも大人の義務ではありませんか！」

　一度言葉にしたらもう止まらず、セイガは言いたいことを言ってしまった。

「デュナミス少しよう佐さ、分を弁わきまえなさい」

　注意をしたのは今まで沈ちん黙もくを守り抜ぬいていたパラーチであった。

「今君が恐おそれ多くも言葉を向けている方は、一国の王。それ以上は処しよ罰ばつの対象としますよ？」

「パラーチ大将……くっ」

　そんなことは分かっていた。

　相手が自分とは天と地ほどもある身分違ちがいの存在だということは。

　それでもこの現場を見て黙っていることなどできなかった。

「……少年、奴をよく見てみろ」

「？　……見るって……」

　いいから見ろと促うながされたので、目を凝こらして幼女を観察してみる。

　すると初めて気づいたが、全身に刻まれている傷が徐じよ々じよに塞ふさがっている様子が見て取れた。

「!?　ど、どういうこと……だ？」

「おお、これは……なるほど」

　その場で一人だけ納なつ得とく気に頷うなずいたのはパラーチだ。

「気づかないのですか、デュナミス少佐？　平行線の存在であり、決して交わらないといっても常に隣となりに在るような存在ですよ」

　パラーチの言い回しが難し過ぎてサッパリ分からない。

「彼女の内在の力を探さぐってごらんなさい。あなたが一番感じ取りやすいはずですよ」

　そう言われてセイガは意識を幼女へと集中させていく。

　魔ま力りよくを、生命力を感じる。

　だがそれだけではない。

　彼女の心の最さい奥おう部、秘める扉とびらの向こうに内包する巨大なエネルギーを捉とらえることができた。そしてソレは、セイガに似て非なる存在の力だと気づく。

「──っ!?　まさか……《紋章眼オラクル・ウイル》……か？」

「ご名答。恐らくはあなたが宿す《美徳紋》と違い《大罪紋》を宿せし存在。いやはや、このようなところで宿命の敵に遭あえるとは、君もつくづく運が良いですね」

　二度目というのは、【フォドンの町】で遭そう遇ぐうした黒くろ装しよう束ぞくの男のことである。

　彼もまた黒き紋もんをその瞳ひとみに刻む『瞳を持つ者』であった。

　この短期間に二回も、宿敵として存在しているらしい《大罪紋》と遭遇するのは珍めずらしいとパラーチは言っている。

「なるほど。だから目隠しをしているのですね」

「ほう。そやつはかの《美徳紋》の宿主であったか。護衛にしては若いと思っておったが、それで合点がいったわ」

　本来こういう重要な護衛任務はもっとキャリアのある人材が選ばれるのが通例だから不思議だったのだろう。

「確かパラーチ大将、だったか。お前の見立て通り、奴は《大罪紋》を持っておる。以前尋じん問もんを開始した瞬しゆん間かんに力を使われて兵士たちが使い物にならなくなった」

　何でも幼女の瞳に魅み入いられた直後、生きる気力を失った廃はい人じんと化してしまったという。

「ふむふむ。そのような力がある《大罪紋》というと……恐らくは《怠たい惰だの紋章眼オラクル・ウイル》ですかね」

「こちらもそう判断しておる。『瞳を持つ者』に関して所持している情報は少ないものの、それくらいは過去の文ぶん献けんにも記されておるからな」

　そしてこれも推測でしかないが、眠ることでその身に秘める膨ぼう大だいなエネルギーが働き、傷を治ち癒ゆしているのではと考えられていた。

「だ、だからって必要以上に傷つけていいとは……思わないんですが」

「フン、《大罪紋》の持ち主はいずれ世界に大きな災わざわいと混乱を招く。それは歴史も証明しておる。つまりは迷めい惑わくでしかない存在だということだ。今回の一件から見てもそうであろう」

「そ、それは……」

「この国ではワシが法だ。そして憎にくむべき人間であり、文字通り大罪を犯した張本人。処しよ刑けいも当然であろう。のう、リカルド王子よ」

　そこでリカルドが返答を求められた。

　彼は瞳を閉じポーカーフェイスを保っているので何を考えているか分からない。

　そんなリカルドが、皆みなの視線を浴びながら口を開く。

「…………ここに連れてきた真意をお聞かせ願いたい」

「もう悟さとっておるだろう。──お前の手で、コイツを処刑してもらおう」

「んなっ!?」

　またも声を上げたのはセイガだ。

　よもや我われらが誇ほこる帝てい国こくの正当なる王家の者に、罪人の首を刈かる要求を出すとは……。

　そのようなこと自国でさえ行われないというのに。

「…………この子供を処刑すれば、信を置いてもらえると？」

「少なくとも、ある程度は信じるに足る証にはなろう。ワシは自分の手を汚よごさない者など信用はできん。お前にできるか？　自身の野望のため、我らの信用を得るためだけに同じ人間、しかも子供を手にかけることが？」

　しばらくピリリとした緊きん張ちよう感かんの中、全員がリカルドの答えに注目する。

　そして──。

「──今日一日思案する猶ゆう予よを与えてやろう。明日、返事を聞かせてもらおう」

　ハヌヴァンのその言葉で、本日の謁えつ見けんは終しゆう了りようを迎むかえたのであった。




　　　　　※




　敵国とはいえ、王族ということでリカルドは上客に宛あてがわれるような一室を与えられていた。

　ここで一日考え抜き、処刑するか否いなかの返答を出せとのことである。

　そしてパラーチもまた、護衛として寝しん室しつは別だが同室に待機することになった。

「何を悩なやんでおいでで？　答えはすでに出ているかと思いますが？」

　高級感溢あふれる黒くろ革かわのソファに腰こしかけ思案顔をしているリカルドに対し、パラーチがそう問いかけた。

　パラーチは彼が答える前に続ける。

「同じ人間とは言っても、あの者は『敗北の民デロタ』ですよ」

「……分かっている」

「なら何を躊ちゆう躇ちよされていますので？　ここまで昇のぼりつめるために、直接手をかけてないとはいえ、多くの者の命を踏ふみ台だいになさってきたではありませんか。私もまた、あなたの理念に共感し、その命に従い任務を遂すい行こうしてきたことをお忘れですか？」

「忘れてなどいないよ。お前には感謝している。私一人ではどうにもならなかった。お前がこちらの派は閥ばつに入ってくれたからこその今があるのも理解しているよ」

　事実、パラーチは彼が王位継けい承しよう権が破は棄きされないように、ファウス王子が手て柄がらを立てたらその都度、何かしらの事案を用いリカルドを持ち上げてきた。

　彼の指示で敵対派閥勢力はもちろんのこと、手柄を立てるために『敗北の民デロタ』や革命団の一部などを壊かい滅めつさせたことも多々ある。

　そのお蔭かげもあって、まだ少しばかりファウス一派の方が王位継承は優位ではあるものの、非常に力関係は拮きつ抗こうしているといえる。

　何かあれば形勢がひっくり返る程度には。

「獣人の信を得るためには多少のリスクを背負う必要はあります。それは事前にも申し上げていたはずです。それにこれは好機でもあるのですよ」

「好機……かい？」

「処刑相手が《美徳紋》と対ついをなす《大罪紋》の持ち主だということです。いずれ《大罪紋》の持ち主は《美徳紋》と激しく衝しよう突とつし、それは世界をも巻き込む争いとなっていくと帝国秘蔵の碑ひ文ぶんにもそう書かれております」

　碑文を確認することができるのは一部の上層部だけ。

　パラーチは陸軍の大将としてその資格を得たのだ。

　もっともそれ以前に、二つの《紋章眼オラクル・ウイル》が対立し、いずれ災いを呼ぶということは知っていたが……。

「帝国が有する正義の《美徳紋》と敵対するということは、帝国我らの敵ということです。つまり大義名分がしかと存在するということですよ」

　確かに迷惑を被こうむったのは獣人たちだけであり、こちらが手を出す理由はない。

　普ふ通つうなら、だ。しかし相手が《大罪紋》の持ち主だとするなら話は別である。

　大敵に成長する前に討うつ。それは立派な大たい儀ぎであり、それを為なした上、獣人たちと同盟を結ぶことになれば、リカルドの功績は計り知れない。

「きっとこれでファウス王子の上を行くことができます」

「!?　…………そうか」

　ただ、あくまでもパラーチとしては建前上、こうして述べているだけに過ぎない。

　本音を言うならば、《大罪紋》の力をこの手にしたいとも思っているのだ。

（しかし助命を願えば同盟は遠のく。同盟を優先すれば《大罪紋》は手に入らない、ですか。あちらを立てればこちらが立たず。もどかしいですね）

　できることなら両方とも手にしたい。

　パラーチの欲よくは常に最高の状態で満たさなければならないのだ。

　今までがそうであったように。

（……ふむ。そういえば情報ではあの《大罪紋》の少女には仲間がいたとのことでしたね）

　橋で激げき突とつした彼女と【ドーラ王国】の兵士たち。

　最初は少女のパートナーらしき熊くまの並外れた戦せん闘とう力りよくのせいで敗北してしまったものの、そのあとに別の戦闘が行われた。

　その間に気絶していた兵たちが意識を取り戻もどし、現状を観察していたらしい。

　そこには複数の存在が確認されている。

　特にパラーチが気になったのは、少女と熊を助けるために行動をしていたという二人の賊ぞく。

　その中の《黒面》をしていたという情報に焦しよう点てんがいく。身み形なりの情報から、革命団に属する者の可能性が高い。

　となれば、だ。

　あの《大罪紋》の少女に革命団との繫つながりがあるかもしれない。

（《在るべき世界アヴニール》は《大罪紋》を懐ふところに入れている可能性が非常に高い。ということは……）

　少女は革命団の団員か、それともその力を得るためにスカウトをしていたという仮説が成り立つ。

（どちらにしろ《大罪紋》が処しよ刑けいされるとなれば何かしらの動きを見せるかもしれないですね）

　それならばいっそのことこのまま状じよう況きようを見守るのも一つの手である。

　そしてこの旅の〝真の目的〟を叶かなえつつ、あわよくば二つ以上の《紋章眼オラクル・ウイル》を入手することができるかもしれない。

　そのためにもやはりリカルドには毅き然ぜんとした態度でいてもらわなければ。

「そういえばこの城に来る前に、殿でん下かが目に留められたアレを兵士に言って購こう入にゆうさせておきました。少しお待ちを」

　そう言って棚たなの上に置かれている大き目の紙かみ袋ぶくろを手に取る。

「おお、買っておいてくれたのか！」

　時間があれば購入しておいてほしいとリカルドに頼たのまれていたものだ。

　パラーチは紙袋ごと「どうぞ」と手て渡わたす。

　喜々としながらリカルドがおもむろに紙袋に手を入れてあるものを取り出す。

「うん、やはり美しいねコレは」

「──《ハーヴィの花はな飾かざり》、ですか。確かハーヴィ様の名付けのきっかけになった花らしいですね」

　その花は七年もの間、蕾つぼみのまま年を越こし続け、そして春の訪おとずれとともに一気に咲さくので有名だ。別名──《七しち年ねん花か》。

　薔ば薇らのようにビッシリと重なった桜色の花びらが特とく徴ちよう的てきであり、また咲いてから一週間で散ってしまう儚はかない存在でもある。

　ただ散る時は数百枚にも及およぶ花びらが一気に弾はじけ飛び、風に乗って舞まう光景は、言葉を失うほどの絶景とされているのだ。

　その花で編んだ花飾り。高い技術で加工されて、とても美しい仕上がりになっている。

「ハーヴィ様へのお土産みやげですよね？」

「ああ。あの子は死んだ母と同じでこの花が大好きだからね。きっと喜んでくれる」

　彼の脳裏にはすでにハーヴィの笑顔が浮うかんでいるのだろう。優しく緩ゆるんでいるその表情で一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「ハーヴィ様は殿下のことも慕したっておられますからね」

「はは、喜ばしいことにね」

「……しかしそんなハーヴィ様も、リカルド様が王位継けい承しよう争いに敗れてしまえば、ファウス様に政争の道具として利用されてしまう」

「!?　……っ」

「殿下、ハーヴィ様のためにも一度上がってしまった舞ぶ台たいを下りることはできません。あなた様が真に望むことは何か。それをもう一度よくお考えください」

「…………分かっているよ」

　コレで改めて自分の為なすべきことを認にん識しきできたはずだ。

　しばらくリカルドは眉み間けんにしわを寄せながら沈ちん黙もくしていたが、ふと急に話を変えてきた。

「ところでハヌヴァン王の傍そばにいたのは長男のゴレアスだけだったな。確か次男もいたはずだが……」

「聞いたところによると、次男はうだつが上がらない遊んでばかりの人物だとか。そのため謁えつ見けんの場には呼ばなかったのでしょう」

　わざわざ国家の恥はじを晒さらす必要はないだろうし。

「ほう。次男……か。その者と少し話でもしたかったがね」

　同じ次男ということで思うところがあるのだろう。

「ただ次男は一方では人徳厚く、民たちの多くは彼を慕したっているらしいですよ。それに我が帝てい国こくのように長男と次男で派は閥ばつがあるようですし」

　王位継承者が複数いるのなら、その環かん境きようは別段珍めずらしくはない。

「どこの国も継承問題を抱かかえている……か。……そういえば例の子はどうしたんだい？」

「例の子？」

「謁見の場で分不相応にも発言した子だよ」

「ああ、デュナミス少しよう佐さですね。彼には隣となりの客室で大人しくしてもらっています。今回のことで減給と謹きん慎しん処分は免まぬがれないですがね」

「そうか。……ちょっと話しにいく」

「？　……どうかされたのですか？」

「今思い出したんだよ。デュナミス少佐か、あの子はセイガというのだろう？」

「はあ……」

「セイガ……そうか、あの子がハーヴィの言っていた子だったんだね」

　そういえばとパラーチもまた感づいた。

　リカルドが大切にしている妹君──ハーヴィと懇こん意いにしているのがセイガだった。

　そしてそこでどうしてリカルドが此こ度たびの件に躓つまずきを見せているのか理解できた。

　恐おそらくはあの《大罪紋》の少女を、愛する妹と重ねているのであろう。

　スッと腑ふに落ちるものをパラーチは感じた。

「行かれるのならば私もお供を」

「許可するが、部屋の中に入るのは禁止する。少し彼と二人だけで話をしてみたくてね」

　何故そのようなことを言い出したのかは分からないが、それが命である以上は従うしかなかった。
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　室内で大きな溜ため息いきがセイガの耳じ朶だを打つ。

　それはセイガから発せられたものではない。

「あのさヒズミ、悪かったって。だからそろそろ……いいだろ？」

「ダメです。少しは反省してください」

　今セイガは、上から見下ろしてくるヒズミに対し懇こん願がんする立場にいた。

　何故なら固い床ゆかに正座させられているのだから。

　立場を忘れ、発言も許されていない中でハヌヴァン王に食ってかかるような物言いをしたセイガはお仕置きをされているのである。幸いハヌヴァンからはさしたる罰ばつなどはなかったが、下手をすれば首が飛んでいたかもしれない。

　一つ間ま違ちがえば、同盟の使者としてやってきたリカルドの面子メンツを潰つぶすことに繫がったのだから。

「うぅ～、足が痺しびれてきたぁ……っ」

「動かないでください」

「ふぅぅぅ～、こんな時リリオラがいてくれたらなぁ」

　彼女は場外にいる部隊の指揮を任せるために別行動してもらっている。

　さすがに隊を動かせる人間全員がここに滞たい在ざいするわけにはいかない。

　もしリリオラがいれば、助けてくれたかもしれないのに。

「本当に理解しているんですか。そもそもあなたは感情のままに突つっ走り過ぎなんです。これでは命が幾いくつあっても足りませんし、それに──」

　この調子で先さき程ほどから長々と説教が続いている。

　もうかれこれ一時間。そろそろ勘かん弁べんしてほしい。

（まあ確かに俺が悪かったと思うけどよ……）

　王族同士の会話に入り込んだのだから、それだけでも罪である。

　しかしハヌヴァンの考え方はやはりセイガとしても許容できないものがあったのだ。

　だから発言内容自体は撤てつ回かいするつもりはない。

　それを覆くつがえしてしまえば、今までセイガが信じてきたものを裏切ることになるからだ。

（これはまだまだ続きそうだな……）

　両足よ、もう少し辛しん抱ぼうしてくれと願っていると、部屋の外からノック音が聞こえた。

　ヒズミが返事をして出で迎むかえ扉とびらを開く。

　それと同時にハッとした表情をすると、素す早ばやく片かた膝ひざをつく。

「これはリカルド殿下、このような不作法な対応、申し訳ございません」

　え？　リカルド様？

　と、首を傾かしげながらセイガも扉の方に注目する。

「いや、突とつ然ぜん訪問したのは私だ。……何故彼はあのような場所へ座っているんだい？」

「え？　あ、そ、それは……」

　ヒズミはバツが悪そうに苦みのある表情を浮かべながら説明をした。

「──なるほど。そのことについての話を彼としたいのだが、二人っきりにしてもらえないか？」

「二人？　……いえ、畏かしこまりました」

　そう言ってヒズミはリカルドを中へと招き入れると、代わりに一礼をして部屋から出て行った。

　突とつ然ぜんの来客にセイガも度ど肝ぎもを抜ぬかれていたが、すぐにこんな態度ではマズイと思い立とうとするが……。

「っ、～～～～っ！　あ、足がぁ……」

　長時間の正座が膝ひざに与あたえたダメージは想像を超こえていたようだ。

　思わずふらついて倒たおれそうになったが、そこで驚おどろくことにリカルドが駆かけ寄って抱だき止めてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

「で、殿でん下か!?　申し訳ございません！」

「いいさ、そこのソファに移ろう」

　二つあるソファのうち、一つに運んでくれたリカルドに礼を言いながら腰こしを下ろす。

（うわぁ、俺ってば最悪だ。雲の上の存在みてえな人に迷めい惑わくかけっぱなしじゃねえか）

　思わず頭を抱かかえてしまうことばかりで本当に申し訳が立たない。

　しかし当の本人は、向かい側のソファに腰を下ろして柔にゆう和わに笑っている。

「ははは、懐なつかしい。私も悪さをしては母にお仕置きをされていたのを思い出すよ」

「!?　……殿下でもそのような時期が？」

「もちろんさ。特に私は兄ほど出来が良かったわけではないからね。両親が才能豊かな兄に目をかけているのが悔くやしくて、よく悪戯いたずらをしては注意を引いていたよ」

　そういえばハーヴィからもそれとなく聞いていた。

　リカルドは、今は冷静沈ちん着ちやくで人望もある大人の男性であるが、子供の頃ころはかなりやんちゃで悪戯坊ぼう主ずだったらしい、と。

「お、驚きです。殿下にもその……俺みたいな子供時代があったなんて」

「はは、王族だって人間さ。子供の時は多少毛色が違ちがったとしても、多感で無む邪じや気きなものだよ」

　遠い目をしながら言う彼を見て、セイガはどこか親近感が湧わくのを感じた。

　もっと凜りんとして気高く、話し難にくい遠い存在だと思っていたが、話してみると気さくで……そう、この感じは同じ王族のハーヴィと話している時の感覚と似ている。

（やっぱ兄妹ってことなんだろうなぁ）

　以前、第一王子であるファウスとも話したことがあったが、あの人はこれぞ王族というような偏へん見けんが型にハマったような人物だったため、リカルドもそうだと勝手に決めつけていた。

「あの、それでご訪問の理由ですけど……」

「ああ、そのことだったね。……特に理由はないかな」

「え？」

「ただ話してみたかったんだ。君とね」

「俺と、ですか……」

「そう。ハーヴィからも君のことは聞いていたから」

　なるほど。それで妹と親しい兵士が、どれほどの人物か見定めにきたというわけか。

　だとするとやはり失敗したなという思いが強くなる。

　度重なる迷惑を彼にかけてしまっているのだから。

「そんな不安そうな顔をするんじゃない。別に君をどうこうしようと来たわけではない」

「……はあ」

「ハーヴィはね、君のことをさも自分のことのように語るんだ。どんな旅をして、どんな功績を残し、どんな人と出会い、どんな生き物と遭あったのか」

　ハーヴィには、いつも任務から帰ると土産みやげ話ばなしとして聞かせていた。

　それを楽しそうにリカルドに教えていたらしい。

「ハーヴィが病弱なのは知っているかい？」

「……はい。最近は少しマシになってきたようですけど」

「ああ。だがきっと完治することはないんだろうな」

「え？　そ、それはどういうことですか？」

　だがリカルドはその質問には答えずに、

「……君は宿命というものを信じているかい？」

　と謎なぞに包まれた質問を投げかけてきた。

「宿命……ですか？　よく分かりません」

　その答えに不満でもあったのか、寂さびしげに「そうか」とリカルドは答える。

「いずれハーヴィはその宿命と向き合う時が必ずやってくる。……できることなら代わってやりたいがそうもいかなくてね」

　一体何のことを言っているのか分からず、ただただセイガは黙だまって聞いていた。

「いや、つまらない話をしてしまってすまない。ただハーヴィがずっと笑っていられるような国を作りたくてね」

「殿下……はい。私も微び力りよくながらお力ちから添ぞえができればと思います」

「ありがとう。ところで一つ聞いていいかな？」

「は、はい」

「君は──摑つかみたい願いがあるのなら、たとえ多くを犠ぎ牲せいにしてもそれを得るか？」

「!?　……っ」

　突然リカルドから発せられた王族としての覇は気き。

　噓うそや偽いつわりなどを口にしてしまえば、即そく斬ざん首しゆされてしまいかねないほどの緊きん張ちよう感かんが場を包む。

　セイガはゴクリと唾つばを嚥えん下かすると、軽く深呼吸をしてから自分の思いを語る。

「私は…………犠牲の道を選びたくありません」

「！　……それで望みが遠のいてもかい？」

「他に道がないか、必死に探します」

「他に道……か」

「どんな道だって、一本道ってことは絶対ないって思うんです。いろんなやり方があって、その中で自分が納なつ得とくできるやり方を見つけて、そして最後に笑えたら最高ですから」

「!?　…………君はとても真まっ直すぐなんだな」

「ははは、よく仲間たちにも言われますけど」

　それでさっき怒おこられたばかりとは言えない。

「出で来き得うることなら、君のような者がハーヴィを支えてやってほしいな」

「はい？　えと……何か仰おつしやいましたか？」

　あまりにも小声だったため聞き取れなかった。

「いや、何でもないよ」

　リカルドがそう言うと、多少スッキリしたような表情でその場から立ち上がった。

「なかなか有意義な時間だった。感謝するよ」

　すぐにセイガも立ち上がり、扉とびらの方へ向かうリカルドに対し、足早に向かい彼が扉に手をかける前に扉を開く。

　足の痺れがなくなっていて良かったとホッとした。

　リカルドがそのまま敷しき居いを跨またごうとするが、足を止めて振ふり返る。

「あ、そういえば君の名前を教えてくれるかい？」

「はい。セイガ・Ｓ・デュナミスです」

「ん、覚えておこう」

　それだけを言うと、今度は振り返ることはなく去って行った。

　代わりにヒズミが入ってくる。

　セイガは肺から一気に空気を吐はき出しつつ床ゆかに寝ねそべった。

「セイガ!?」

「くはぁぁぁ～、やっぱ王族の人って何かすっげえわ～」

　ハーヴィは慣れもあったし年下でもあったためマシだったが、リカルドとの対面は正直気き疲づかれした。

「こっちはセイガが失礼なことをしないかずっとヒヤヒヤしてましたよ」

「俺ってそんなに信用ねえ？」

「ならたまには説教されないような行動をしてください」

　それは…………無理。

　セイガはすでに閉じている扉を見つめる。

　あのリカルドとマンツーマンで対話したことに、現実離ばなれした感覚を抱いだきつつも、話せて良かったという思いも確かにあった。

　不意にどこか冷たい表情をするリカルドに対して苦手意識もあったが、やはりハーヴィと同じ血が流れているということが分かった。

　彼女の幸せを想おもう優しいお兄ちゃんだったのだ。

　それが分かっただけでも精神を削けずっただけはあった。

「さ、いつまでも寝ていないで起きてください」

「はいよ～。あ、そうだ。腹減ったから何か食べてえな」

「は？　何を言ってるんですか？」

「え？」

「先さき程ほどの続きがまだ終わっていません」

「え？」

「あと一時間は伝えておきたいことがあるので。さあ、正座しましょうか」

「………………え？」

　どうやらまだセイガの精神は削られる予定のようだ。




　　　　　※




　現在アクスたちはというと──。

　カゲツの策が功を奏し、【ドーラ王国】内部へと入ることができた。

　できたのだが……。

「おおーっ、ピュアラちゃぁぁぁんっ！」

「よっ、我ら獣じゆう人じんのアイドル！」

「きゃーっ、カワイイィィッ！」

　ピュアラを中心にして、多くの民衆に囲まれてしまっていた。

　革命団でもピュアラの歌うた姫ひめとしての人気は凄すさまじいものがあるが、ここもそれに負けないくらいの圧力である。

　女性もいるが、圧あつ倒とう的てきに男性の支持が大きく、どこから持ち出してきたのか分からないが、ピュアラの似顔絵が入ったうちわやペンライトを振ふる男たちが色めき立っていた。

　ピュアラのイメージカラーである桃もも色いろのＴシャツを着込み、全身を震ふるわせながら興奮している様子は、まるでアイドルヲタクたちが集つどうライブにでも来たかのような錯さつ覚かくを受ける。

　この迫はく力りよくに、ピュアラの護衛兼けんマネージャーという役目として傍そばに立つアクスたちは愕がく然ぜんとしているが、ピュアラは慣れたもので無む垢くな笑顔を民たちに向けて手を振っていた。

「歌ってー！」

「なになに！　今日はライブしてくれんのー？」

「マジ嬉ウレスィィィィィッ！　生きてて良かったぁぁっ！」

　口々に勝手なことを言う者たちが必要以上に近づいてこないようにバリケード役に徹てつするが、ティトはこういう雰ふん囲い気きに酔よってしまったのか、気持ち悪そうな表情でくらくらとしている。

「みんなぁー、ごめんねー！　今日はライブで来たんじゃないのー！」

「「「「えぇーっ」」」」

　不満げな声がこだまする。

「実はねぇ、今度ここで行うライブの視察に来たんだよぉ！」

「「「「おおぉぉぉぉっ!?」」」」

　色めき立つ男衆が、「今すぐライブ希望」という旨むねを何度も口にしていく。

「こーら！　ワガママはいけないぞー！　私の愛するファンたちはちゃーんと我が慢まんできる人たちだよねー！　できない子にはお仕置きしちゃうぞ！」

「むしろお仕置き希望！」

「攻せめのピュアラちゃん…………いい」

「逆に萌もえる！　ああでもピュアラちゃんを困らせたくないぃぃぃっ！」

「ていうかあのマネージャーの男どもが憎にくしっ！」
















　アイドルの魅み力りよくにこてんぱんにやられるとこうなるという分かりやすい図式である。

（凄まじい熱量だな……）

　好きなアイドルとお近づきになりたいと思うのは分かるが、ここまではっちゃけるまでにアクスならプライドが邪じや魔まをしてブレーキがかかりそうだ。

　いや、振り切っているからこそ楽しいのかもしれないが。

　実際カゲツの策が本当に上手くいくかは不明だった。

　しかし門へ到とう着ちやくするやいなや、すぐにピュアラが門番たちに身分を明かしたのだ。

　すると最初は突とつ如じよ現れた謎なぞの集団に怪け訝げんな表情を浮うかべていた門番たちだったが、すぐにピュアラの正体を知って顔を緩ゆるませ嬉しそうに握あく手しゆまで求めてきたのである。

　どうやらこの国の男たち（特に若い）でピュアラのことを知らない者はおらず、ほとんどがファンに立候補しているらしい。

　驚おどろくべきなのは、この国の第二王子が無類のピュアラファンなのだという。

　発売されているグッズはすべて購こう入にゆうしているし、自作グッズもあるという若じやつ干かん引いてしまうほどのめり込んでいるとのこと。

　故ゆえにこうしてすんなり入れたのはいいが、まさかいきなりピュアラの来訪がバレてしまうとは……。

　遠目に見れば、門番の一人が合がつ掌しようして頭を何度も下げている。

（ああ、アイツのせいか）

　まず間ま違ちがいなくあの門番が広めたのだろう。

「ねえねえ、私たち宿に行きたいんだ！　案内してくれるかなー？」

「「「「喜んでーっ！」」」」

　もうピュアラがいれば、クーデターでも起こせるのではないかと思うほどの人望である。

　大名行列のような繫つながりを維い持じしつつ、ファンの案内でこの国で一番高級の宿へと到着した。

　外見は大きめのログハウスが三つ並んでいるような造りで、庭園やプールなどもあり、宿の中では待たい遇ぐうなどは一番良く、宿しゆく泊はくするにも必ず予約を入れなければならないという。

　今回は特別に飛び入りで宿泊ＯＫらしい。さすがはアイドルパワーである。

　さすがに公こう共きよう施し設せつ内で騒さわぐことはできないということなのか、中にまではファンもぞろぞろとは入ってこない。

　左の一番小さいログハウスの中に受付があり、そこでチェックインを行う。

　二組しか泊まれない仕様になっているが、現在はその二つとも空室だということで、一つはピュアラたち女性陣じん、もう一つはアクスたち男性陣が使用することにした。

　財さい布ふには優しくない宿ではあるが、今回はカゲツ持ちらしいのでまったくもって問題ない。

　カゲツは幾いくらか老ふけた様子で大きな溜ため息いきを吐ついていたが気にしない。

　とりあえず男性陣のログハウスへと皆みなで集まって今後の動きに対する会議を行うことにした。

　できれば暖かな陽ひ射ざしが射し込むテラスで、優ゆう雅がにティータイムを堪たん能のうしながら話したいが、どこに耳があるか分からないので部屋の中で顔を突つき合わす。

　それでもさすがは高級宿というべきか、温ぬくもりを感じさせる木のニオイに包まれながら、ゆったりと腰こしを落ち着かせることができるソファに座る。

　床ゆかや壁かべには、一体どれほど値が張るのか分からない絨じゆう毯たんや絵画が飾かざられてあるし、立地が高台にあるということで、窓の外には王国の街並みを一望することができた。

「さて、これからのことだけどね」

　そんなカゲツの言葉から会議は始まる。

「ちょっとこの賑にぎやかさは想像以上だったけど、今から手分けして街へ出て情報収集に努める。ただし、ピュアラは外に出るとアレだから残ること」

「むぅ……せっかくだからお買い物とかしたかったのになぁ」

「こらこら、ここには観光に来たんじゃないんだから」

「えへへ、ごめんなさい隊長」

　ペロリと舌を出してウィンクする姿で、一体どれだけのファンが心を撃うち抜ぬかれてしまうことか。

「じゃあピュアラちゃんの護衛として誰だれか残ってた方が良いいですよね！」

　アルティアの言う通り、戦せん闘とう向きではないピュアラを一人残すのは不安がある。安全だとは思うが、ファンが暴走する可能性も無いことはない。

「あ、じゃあここは隊長である俺が……」

「だったらアーくんがいいなー」

「「え？」」

　アルティアとカゲツが同時に目を丸くする。

「ピュ、ピュアラちゃん？　ど、どうしてアクスくんなんですか？」

「だってぇ、最近忙いそがしくてあまりお話しできなかったし。それにアーくんはと～っても強いからね！　それに支部にアルちゃんと隊長と行ってた時にも二人とは結構喋しやべったから」

「そ、そういえばそうでしたね……くっ、あわよくばアクスくんと街デートができると思ったのにぃ！」

　小声で喋っていてもしっかりと聞こえてくるアルティアの言葉にアクスは呆あきれ返ってしまう。

「それに潜せん入にゆうの時、私結構頑がん張ばったし、ちょっとくらいのワガママ聞いてほしいなぁ、アルちゃん？」

「うっ………………はぁ。分かりましたぁ……」

「やったぁ～！　えへへ～」

　ピュアラの嘆たん願がんに結局アルティアは折れることになった。

「じゃあアルティアとティトのコンビ、隊長とミーボのコンビということでいいんじゃないか」

　このコンビならば何があっても対処できるだろうし。

「はぁ、しょうがない。非常にしょうがないけど、行きますか。しょうがないしね」

　同じことを何度言うつもりだ。やっぱりカゲツはここでジッとしていたかったようだ。

　肩かたを落としながら重い腰を上げるカゲツは、まるで「あ～どっこいしょ～」が口くち癖ぐせの年寄りのようである。

　そうして四人は各おの々おのの持ち場を決めて部屋から出て行った。

　残されたアクスたちはというと、「せっかくだからお茶にしよ！」というピュアラの発言に賛同し、部屋に備え付けられてあるティーセットと茶葉で、ピュアラが淹いれてくれた紅茶を飲むことにした。

「ん～すっごく良い香かおりだね。きっとこれも高い茶葉なんだろうなぁ」

「そうなのか。オレはよく分からんが」

「そういえばコーヒー派だっけ？」

　どちらかといえばそうなる。

　コーヒーは精神が引き締しまるような感じがして好んでいるのだ。逆に紅茶は無意識的に穏おだやかな気持ちになり気が緩むので、仕事の現場ではあまり口にしない。

「こうしてアーくんと二人っきりってあんまりなかったよね」

「いつもピュアラは忙しいし、時間があってもアルがいたりするからな。そういえば今回の任務はよく同行できたな」

「うん。アイドル活動の方はちょっとだけお休み時間をもらってね。団長の計らいで、しばらくは部隊のみんなと親交を深めるようにって」

　なるほど。団長であるヴィルヘルムも気を遣つかってくれたというわけだ。

　確かにこういう仲間と接する時間が少なければ、いざという時に密な連れん携けいが取れなくなってしまう。

（だけど不思議なんだよな。何でそんな多た忙ぼうなピュアラをわざわざ煙けむたがられているオレたちの部隊に配属したのか）

　ピュアラなら引く手数あま多たで、実際に声もかけられていたはずだ。

　それを団長の鶴つるの一声で現在の立場に収まっている。だからこそ周りの者たちからの不満の声は多い。

　情報処理部員としても優ゆう秀しゆうなピュアラなので、どの部隊も欲しがるのだ。中には『第七特殊任務部隊セブンス』が脅おどして無理矢理部隊に引き込んだなどと吹ふい聴ちようする奴やつもいるが。

（常識的に考えればそんなことできるわけがないのにな）

　そんなあくどいことをすれば団長の耳にも入り、下手をすれば除隊どころか革命団からも追放されかねないのだから。

「あのねアーくん、一つ聞いていい？」

「ん？　何だ？」

「その、ね……」

　何だか言い難にくそうな不安感が彼女から伝わってくる。

「えと……もし自分にしかできないことがあってね、それをすることで今の立場を捨てなきゃならなくなるんだとしたらアーくんならどうする？」

　何だかいつも楽観的なピュアラらしくない質問が飛び込んできた。

「自分の立場を捨てるとはどういうことだ？　オレに置き換かえて言ったら革命団から離はなれるということか？」

「う、うん。それに近い……かな」

　ふむ……とアクスは腕うでを組んで少し沈ちん黙もくする。

「………………そうだな。それでもオレは自分のできることをするだろうな」

「！　……団から離れていいの？　もしかしたら敵対しちゃうことになるかも」

「それでも、だ。本当に自分にとって必要なことなら、オレは迷わずに選せん択たくする」

　驚いたような顔を見せるピュアラだが、すぐに「ふふ」といつもの笑顔を見せる。

「やっぱりアーくんは凄すごいなぁ。私なら悩なやんで悩んで、結局がんじがらめになると思うもん」

「別に悩むことは悪くないと思うぞ」

「ふぇ？」

「そうやって悩むことも大事だろ？　そうして出した答えにもちゃんとした価値がある。一番大切なのは選んだら後こう悔かいしないことだ。それを自分が選んだんだって自信を持つ。たとえ周りから見て間ま違ちがった選択だったとしても、自分だけはその選択に胸を張ってやる」

　アクスはそうやって生き抜ぬいてきたのだから。

　その道の上で辛つらいことや悲しいことがあっても、決して後悔せずに突つき進むつもりだ。

「オレはピュアラならお前らしい選択ができると思う。何を悩んでるか分からんが、どんな道を選ぼうとオレは支持してやるよ」

「アーくん……！　えへへ～、それって何だかプロポーズみたいだね」

「ど、どこがだ！　こっちは真しん剣けんに答えてやったというのに！」

「あはは、ごっめーん！　……うん、でもアルちゃんやティトちゃんがどうしてアーくんが好きなのか分かったかも」

「あ？　何か言ったか？」

　最後の方が小声だったので聞き取れなかった。

「ううん、何でもなーい。アーくんはイケナイ男の子なんだなーって思いました」

「…………何でそうなる」

　時折ピュアラの発言の真意が分からないことがあるが、今回は輪をかけて理解できない。

　──ドタンッ！

　その時、突とつ如じよ玄げん関かんの方から音が聞こえ、明らかに誰だれかが侵しん入にゆうしてきた気配に思わず身構える。

「こっちへ来る。ピュアラ、オレの後ろへ」

「う、うん」

　テラスの方へいつでも出て行ける形にしてアクスは侵入者に気を張る。

　すると──。




「──突とつ然ぜん申し訳ないですぞ！　ここに我が歌うた姫ひめがいると聞いたのですが！」




　部屋中に響ひびくような大声とともに姿を見せたのは、見たこともない赤毛の坊ぼう主ず頭あたまをした獣じゆう人じんだった。

　アクスよりも歳としは上だろう。臀でん部ぶ近くで細長い尻尾しつぽがウネウネと動いており、どこで買ったのかと聞きたくなるような大きなグルグル眼鏡が特とく徴ちようの細身の男だ。

　ただ気になるのは、着用している服が明らかに先さき程ほど見たアイドルヲタクたちと遜そん色しよくない痛々しさを示していたことだ。

（ピュアラのイラストが入ったシャツか……ということはコイツ）

　きっとファンが堪たまらず飛び込んできたのだろうと解かい釈しやくする。

　見ればこれまたピュアラのイラストが入ったピンク色の紙かみ袋ぶくろも持っていた。

　さらにいえば額には〝ラブリー・ピュアラちゃん〟とかかれたハチマキを巻いている。

「おいアンタ、いきなり人様の部屋に入ってきて非常識じゃないか？」

「む？　お、お、お、おおおおおおおぉぉぉぉぉっ！　そこにいるのは紛まぎれもなくピュアラちゅわぁぁぁぁんっ！」

　アクスのことはアウト・オブ・眼中のようで、ピュアラを視界に捉とらえた男は目をハートにして喜々と声を上げた。

　すると男がニヤリと笑えみを浮うかべたのち、紙袋に手を入れたのである。

　もしかしたら武器でも取り出すのかと思い警けい戒かいするが……。

「────サインくださいっ！」

　……………………え？

　ついポカンとしてしまっても無理はないだろう。

　男が色紙を差し出しながら腰こしを九十度に曲げて懇こん願がんしてきているのだから。

「……ピュアラ、どうする？　危険かもしれないが」

「う～ん、サインくらいするよ。それに多分危険じゃないし、あの人、断らない方が良いい人だと思うよ」

「？　どういうことだ？　知ってるのか？」

「うん。だってあの人──この国の第二王子だもん」

「……ナンダッテ？」

　今聞き捨てならない言葉が聞こえたのだが……。

（おう、じ？　王子？　いやいやそんなバカな……こんな格好の奴がまさか）

　第二王子がファンだということは聞いていたが、さすがに王族としての立場もあるから外の連中とは違ちがうと思っていた。

（いや、そういえば自作のピュアラグッズとか作ってたんだったっけか？）

　猛もう烈れつに頭が痛くなりそうな現実に顔をしかめてしまうアクス。

「むむむ？　ところでお主は誰なのですかな？　そのようにピュアラちゃんの傍そばにいるなど羨うらやまけしからんですぞ！」

　ようやくアクスを認識したらしい第二王子。

「オレは……アラン、彼女の護衛兼けんマネージャーだ」

　一応偽ぎ名めいを名乗っておく。

「ふむふむ。確か情報でもそのような輩やからと一いつ緒しよだったと耳にはしたであるが。よし、許可しましょう！　しかーし、ピュアラちゃんに必要以上に触ふれたら我われらを敵に回すことを理解してほしいのですぞ」

　そんな風ふう貌ぼうで凄まれてもまったく怖こわくない。

　さて、どうしたものか……。

「あの、サインするから色紙貸して欲しいな？」

「おおっ、拙せつ者しやとしたことが!?　愛いとしのピュアラちゃんを放置するなどぉっ！　くっ、こうなったら遥はるか昔にこの国で行われていた〝ハラキリ〟で詫わびるしか!?」

「ああっ、そんなの別にいいよー。ん～と、どんな感じで書いたらいい？　名前入れる？」

「あ、ラブリーなアモンちゃんへって書いてほしいですぞ」

　ちゃっかり要求はするらしい。

　先さき程ほどまで死んで詫びるみたいな雰ふん囲い気きだったのに……。

「ほいほいほいっと、はい、これでいい？」

「おおおお～っ！　感謝である！　大感激である！　これは一生の宝にします！」

「あはは、いつも応おう援えんありがと～！」

「はうっ!?　ぐっ……その笑顔…………プライスレス……」

　何故なぜか血を吐はきながら倒たおれた。しかし表情は幸せそうだ。

「…………何だコイツ」

　アクスがそう思ったのも当然の着地点であった。







　予想だにしないヲタク王子の訪問でてんやわんやになったが、正気を取り戻もどした王子から改めて紹しよう介かいがあった。

　やはりピュアラの見立て通り、彼の名前はアモン・コングといい、国王──ハヌヴァンの次男だ。

　風貌からしてとても信じられないが、同じ獣人であり情報を扱あつかうピュアラがそう言うのだからまず間違いないだろう。

「いやぁ～、今日はまさしく幸せ日和びよりですなぁ。お忍しのびでライブじゃないのが残念ではありますが、それでも……いや、この際父上をだまくらかして無理矢理ライブ会場を設置するということも……」

「私はあまり無理矢理は好きじゃないなー」

「しなーい！　しないでありますよー！　ちゃんと次のライブまで拙者は待てる偉えらい子だしー！」

「うんうん、我が慢まんできる人ってカッコ良いよねー！」

「よっしゃあぁぁぁっ！　ピュアラちゃんの我に対するポイント上がったぁぁぁぁっ！」

　みっともなく両手を天に突つき上げて全身全ぜん霊れいで喜ぶ王族がここにいる。

「あー失礼、王子」

「む？　お主は確かアラン氏でありますな。拙せつ者しやに何か？」

「……いや、さも当然のようにソファに座って茶を飲んでるのは何故かな、と」

「？　そこに茶があったからですが？」

　そんなそこに山があるから登るみたいな登山家のようなことを言われても。

　まあこういう自由奔ほん放ぽうなところが王族たる所以ゆえんなのかもしれないけれど。

（コイツ、こっちの事情も知らずに好き勝手に……！　ちょうどいい。コイツを利用して情報を集められるかもな）

　アクスはこの鬱うつ陶とうしい時間を有効利用しようと試みる。

「あのアモン殿でん下か、各地で噂うわさになっている食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうが捕つかまったって聞いたんですが？」

「むむ？　おお、そういえばそんなこともありましたなぁ」

「……しかも犯人は人間だったと」

　するとアモンの眉まゆがピクリと上がり、若干お茶らけた雰ふん囲い気きが尖とがったような気がした。

（！　……踏ふみ込み過ぎた質問だったか？）

　そう思ったが、アモンが口にしたのはこちらを咎とがめるようなものではなかった。

「……人間の子供でしたなぁ。この目でも確認しましたが、見た目は可愛かわいらしい少女でした。まあ、ピュアラちゃんには敵かないませんがな」

「ほう……子供、ですか。しかし人間、やはり処しよ罰ばつされますかね？」

「我が父上はそのつもりのようですな。人間はすべて滅ほろびろーって感じの親ですし。それにもう処しよ刑けい日も決まっておりますしな」

　その言葉に戦せん慄りつが走る。やはり時間はそうないようだ。

「…………その言い方だと、アモン殿下はさほど人間を憎にくんではおられない？」

　するとアモンは肩かたを竦すくめて大きく溜ため息いきを吐つく。

「親父おやじたち上層部の連中は過去に囚とらわれ過ぎなんだよなぁ」

　口調が変化した。恐おそらくその喋しやべり方こそ、本来のアモンだと感じた。

　そのままやるせないといった感じで呟つぶやき始める。

「人間にだって良いい子はいるってのによぉ……。それに子供は宝だ。それがたとえ人間でも俺はそう思う。けど親父は過去しか見てねえ。俺らが見るべきなんは未来だ。殺しだけがすべてじゃねえ。それが国の、民のためになるって何で分かんねえかなぁ」

　その声こわ音ねには失望と悲ひ哀あいの色が含ふくまれていた。

「罪を憎んで人を憎まず。綺き麗れい過ぎる言葉だよなぁ。けど……それを実行できる奴やつってのはカッコ良いって思っちまう。できれば獣人も人間も、一緒に笑い合えるような国を親父には作ってほしいんだけどな」

　思わずアクスは憂うれいのこもった表情をするアモンに見入ってしまっていた。

　それはきっと彼が心の底から放った言葉だったから。

　そして自分を育ててくれたパウラやチェリツもまた『子供は宝』だと言わんばかりに、たとえ獣人であろうが人間であろうが、種族に関係なく慈いつくしみを与あたえていた。

　だからだろうか、ついこんなことを口にしてしまったのである。

「……ならアモン殿下が王になられた時は、きっともっと良い国になりそうですね」

「ハッ、俺なんて器うつわじゃねえし。そんな重っ苦しいもんは、アニキにでも任せて──」

「あ、それは私も思ったー！」

「えっ、マジで！　ピュアラちゃんが拙者にそこまでの高評価をっ!?　ぶっほぉぉぉぉぉぉっ!?　……我が生しよう涯がいに一片の後こう悔かいも無し」

　とても良い笑顔で鼻血を出している。

　さっきまでのシリアスで、ちょっとだけカッコ良いとすら思った時間を返してほしい。

　だがそこでピュアラの質問なら、何でも応じてくれると思い、彼女に目配せする。

　するとピュアラもアクスの言いたいことを察知したのか軽く頷うなずく。

「ね、ねえアモン様」

「是ぜ非ひ、アモンきゅんと呼んでくだされ」

「じゃ、じゃあアモンきゅん！　いろいろ気になったことがあるんだけどぉ、聞いてもいい？」

「何でもお聞きくだされ！　ピュアラちゃんのためなら、たとえ国家の重要機密だろうがなんだろうがペラペラリンチョですぞーっ！」

　ただ上うわ目め遣づかいで接近されて今みたいに言われたら、確かに男ならグッとくるのは分かる気もするけれども。

　でもそれは王族としてどうなんだとツッコまずにはいられない。

（まあ、こっちとしては助かるからいいけどな）

　そう思いつつも、ピュアラがネムタの処刑に関して質問を投げかけていく。

　アクスは一言も聞き漏もらすまいと耳を傾かたむけていた。

　こうして聞きたいことのすべてを聞いたあと、アモンも満足したようで「また暇ひまを見て来るのですぞー！」と言って去っていった。

　図々しくも二時間もピュアラとティータイムに耽ふけっていたのだ。

　そこへ少ししてからアルティアたちが帰ってきたので、先さき程ほどの奇き妙みような来訪者であるアモンのことを伝え、彼から入手できた情報を伝えた。

　ちなみにアルティアたちは目ぼしい情報は得られなかったらしい。

「まさか俺たちが出ている間にそんなことが起きてたとは……」

「でも信用できる情報なの？」

　ティトの疑いも分かる。ただこちらに噓うその情報を教える理由が分からないのだ。

　噓を言うくらいなら黙もく秘ひすればいいだけだ。

「そう言われればそうかもね。けれど不用心な王子ね、内情を部外者に話すなんて」

　それは多分ピュアラ好きという力が絶大に働いたせいだろう。

　アクスだけでは到とう底てい引き出せなかったはずだ。

「そ、それで！　処刑日はいつになるの！」

　ミーボが身を乗り出すような形で聞いてくる。

　彼女にとって一番気になることだ。

　皆みなの視線がアクスの口元へと向かう。

「処刑予定日は──────二日後の正午だ」




　　　　　※




　──【ドーラ王国】郊こう外がい。

　住宅エリアとなっている細い路地裏で、赤い装しよう束ぞくを纏まとった女が一人、竹たけ筒づつに入った水を飲みながら壁かべに背を預けていた。

「んぐんぐんぐ……っぷはぁ。あ～あ、くっせえニオイが染しみついちまったぜ」

　舌打ちをしながら鋭するどい視線をある部分へと向けた。

　そこには金かな網あみが外されぽっかり穴が空いている。

「ルネスの言った通り潜せん入にゆうして様子を見たけどよぉ。何でこのマルテス様が下水路なんかで過ごさねえといけねえんだよ」

　あの穴の下は下水路が国外へと延びており、マルテスはそこから国内へ侵しん入にゆうを果たしたのである。

　しかし下水路には汚お物ぶつが流れ酷ひどい異い臭しゆうを放っているので、長く滞たい在ざいすれば身体にも同様のニオイが染みつくのも当然だった。

「いくらバレねえためだからってよぉ」

　丸一日下水路で生活したことになる。

　身体にはもちろん顔をしかめてしまうようなニオイがこびりついてしまっていた。

「やっぱこういう任務はアタシには合わねえな。サバドとかにやらせりゃ良かったんだよ」

　ついつい愚ぐ痴ちが零こぼれ出てしまう。

「フン、獣じゆう人じんの国か。獣けもの臭くさいったらありゃしないねぇ」

　マルテスは飲んでいた竹筒を懐ふところにしまうと、これまで得た情報を整理していく。

「それでも蓄たくわえてる力は大きいってマスターも言ってたしな。けど今回でそれを削けずることができるか。しかも……」

　再度懐に手を入れて四つ折りになった一枚の紙を出して広げる。

　そこには二名の顔写真が刻まれていた。

　一人は【ガンエデン帝てい国こく】の陸軍大将──パラーチ。

　そしてもう一人は──同国の第二王子──リカルド。

「上手くいきゃ、この国の戦力だけじゃなく、帝国の柱の一角を折ることもできるか」

　リカルドは次期国王第二候補であり、パラーチは最強とも言われる帝国陸軍のトップ。

　その二人を亡なき者にできれば……。

「マスターにも喜んでもらえるってわけだ」

　昨日《通信札》を介かいしてルネスから新情報が入った。

　何でも最近各地を賑にぎわせていた食糧泥棒の処刑が二日後、国の北方にある荒こう野やに設置された【処刑台の丘おか】にて行われるとのこと。

　そこを強きよう襲しゆうして各国の駒こまを潰つぶせとの指示である。

　本来ならマルテスが王宮に潜入し、王族暗殺を実行する予定だったが、わざわざ敵が外に出てくるならそこを狙ねらった方が都合が良いい。

　獣人以外の処刑を行う時は、必ず【処刑台の丘】へと出向くらしく、また王族が一人付き添そう義務があるのだという。

「バカくせえ義務だが、こちとらありがたいね」

　そうと決まったらさっそく処刑日に向けて絶食しなければならない。

「飢うえて飢えて……クク、獲え物ものは美味おいしく喰くわねえとなぁ」

　まさに獰どう猛もうな捕ほ食しよく者しやの目つきで、マルテスは冷たい笑えみを浮うかべていた。




　　　　　※




　──【処刑台の丘】。

　そこは獣人たちにとって忌いまわしき過去が眠ねむる場所である。

　この地域がまだ《獣人領》と呼ばれる前、ここには【闘とう技ぎ場じよう】と呼ばれる施し設せつが建てられていた。

　そして獣人の多くは、数で勝まさる人間たちに捕ほ縛ばくされ奴ど隷れいとして扱あつかわれていたのである。

　奴隷に落とされた獣人たちは、【闘技場】で人間たちの娯ご楽らくとして戦わされていた。

　相手はモンスターがほとんどではあったが、より刺し激げきを求めるために人間の犯罪者や、同じ獣人奴隷だったりした。

　決着は必ずどちらかが死ぬまで。

　つまり獣人たちには、血の涙なみだを流し同族と戦い続けた闇やみの歴史が存在する。

　それから長い年月の末、獣人たちのクーデターが成功し、この地域にいた人間たちを滅ぼしたことで、自分たちの土地を手にすることができたのだ。

　村を作り、町を作り、国を作った。

　そうして建国されたのが【ドーラ王国】である。

　王家は闘技場のあったこの地を、復ふく讐しゆう心しんを忘れないための戒いましめとして、人間たちを処刑するための場所とした。

　荒あれ果てた起き伏ふくの多い土地の一番高い場所には、【闘技場】の名な残ごりである半はん壊かいした外がい壁へきが残っている。

　その中央には首を刈かるためのギロチンが備え付けられており、今まで多くの人間たちがその被ひ害がいに遭あってきた。

　──ここが【処しよ刑けい台の丘】。

　かつて娯楽と称しようし獣人たちを処刑してきた人間が、逆に同じ場所で命を奪うばわれることになるとは、とんだ皮肉話である。

　そんな閑かん散さんとした大地の上を、一つの集団が【処刑台の丘】へ向けて歩を進めていた。

　その集団を、少し離はなれた高台からアクスたちが先回りして観察していた。

「数はそれほどでもないね」

　カゲツの言う通りだ。救出作戦を実行するこちら側としては嬉うれしいことである。

　処刑対象が他国の重じゆう鎮ちんなどの大物というわけではないからだろう。

　二体の馬が引く馬車が一台。荷台が大きく、格こう子し状の檻おりになっており、その中にどうやら拘こう束そくされたネムタがいるようだ。

　傍そばにいるミーボは今すぐにでも駆かけ出しそうなほど心配気に見つめている。

　その周りを馬に乗った獣人が取り囲み進んでいた。

　ただ気になるのは、馬車の後ろに控ひかえるように進む一台の馬車である。

　明らかに高級感のあるその馬車は、周りに人間の兵士たちを連れていた。

　馬車には帝てい国こく旗きが掲かかげられている。

「……帝国、か」

「……アクス」

「分かってる。いきなり飛び出したりはしない」

　カゲツが注意を向けて名を呼んできたが、アクスもこれがネムタの命がかかった任務だということも分かっている。

　今すぐに殲せん滅めつしたいところだが、策も無しに突つっ込んでは任務が不達成に終わりかねない。ここは黙だまって耐たえる。

　ちなみにすでにこの場にいる全員が変装を解き、普ふ段だん任務を行う時の恰かつ好こうをしていた。

「あの帝国の馬車に乗っているのが例の使者なんですよね？」

　アルティアの言葉に「だろうね」と短くカゲツが答える。

「しかし他国の処刑にわざわざ見物するために出向くか？　一体どういうことだ？」

「アクスくんの言う通り確かに妙みようですよね。そのアモンって王子から聞いた話じゃ、同盟の使者に来たって話ですけど」

　アクスは彼らの感性が理解できない。

　処刑など見たところで何か得られるとも思えない。

「でも少人数とはいえ警けい戒かいしないと。使者を守るための護衛はきっと手て練だれだろうし、かなり面めん倒どうかもね」

　やれやれとカゲツは肩かたを竦すくめる。

（ホントに迷めい惑わくな奴やつらだ）

　帝国の連中がいなければ、相手をするのは獣人たちだけで良かったはず。

　わざわざ物もの見み遊ゆ山さんであろう帝国のせいで、余計な戦力が増えたことも間ま違ちがいない。

「ただやることは変わらない。隊長」

「そうだね、アクス。作戦通り、俺とアルティアは奴らの目の前で気を引く。その隙すきにアクス、ティト、ミーボが速すみやかにネムタ救出を図る。そしてピュアラはここで監かん視しし、比ひ較かく的てき安全なルートをアクスたちが辿たどれるように、《通信札》を使って指示を出す。いいね？」

　作戦を行動に移すのは、奴らが前方にある岩場に入った時だ。

　隠かくれながら近づくにはうってつけの場所であり、当然事前に下調べもしておいた。

「それじゃミッション──スタート！」

　カゲツの合図により、一いつ斉せいにピュアラ以外の全員が《黒面》を身に着け岩場へと走り出す。

　ティトはいつでもピュアラからの指示を受けられるように《通信札》を耳に当てながら動いている。

「…………アクス、あと二十秒ほどで目標が岩場に入るわ」

　ピュアラからの情報を受け取ったティトの言葉に、アクスはカゲツと目を合わせて頷うなずき合う。

　同時に二手に分かれてそれぞれが岩場へと入っていく。

　カゲツたちは馬車が進む先に回り込むために移動し、アクスたちはネムタが囚とらわれている檻と並行する形で岩場に身を隠しながら進む。

　あとは馬車の前方でカゲツたちが騒さわぎを起こし、その直後に恐おそらく馬車が止まるだろうから、隙を見てアクスの《革命支配リライト》を利用し救出する。

　これが此こ度たびの作戦だ。

【処刑台の丘】は岩場を通り抜ぬけた先にあり、そこへ辿たどり着くまでに事を成す必要がある。

　岩のブラインドも何もない平場では任務達成率が低くなるのだ。

「──よし、このままの位置を保って、あとは隊長たちの……！」

　カゲツたちの行動を待って移動していると、

（妙だな……。あちこちから同じような魔ま力りよくを感じる）

　それはどす黒い敵意に満ちていて、思わず警けい戒かい心しんを煽あおられる。

　すると先頭を行く獣人たちの前方から爆ばく発はつ音おんとともに火柱が上がる。

　それにより獣人たちは足を止め、同じく後続も停止する結果になった。

　カゲツの仕し業わざかと思ったが、彼が火柱を起こせるような魔ま法ほうを持ち合わせていないことを知っていたので訝いぶかしんでしまう。

　すぐにティトたちに「止まれ」と指示を出し、何が起こったのか様子を見ることにした。

　獣人たちも突とつ然ぜんの爆発に対し「何事だ！」や「誰だれの仕業だ！」などと口々に言い放っている。

　そして巨きよ大だいな火柱を割さくようにして、その中から一人の人物が姿を見せた。

「──っ!?　アイツは……っ！」

　アクスの視界に見覚えのある風ふう貌ぼうの人物が飛び込んできた。

　血のように真っ赤な装しよう束ぞくを纏まとい、大きな斧おのを担かつぐ女。

　それは少し前にミーボと単独で戦い合った、恐らくは〝赤あか羽ばね宗〟に属する輩やからであった。

「よぉよぉ、そんなに急いでどこへ行くんだい？」

　その女は不敵に笑みを浮うかべると楽し気に言葉を放つ。

「ちょっくらアタシと殺し合っていこうぜ」

　そんな女に対し、目立つ白馬に乗った獣じゆう人じんが前に出る。

「貴様は何者だ！　我らが【ドーラ王国】王族と知っての狼ろう藉ぜきか！」

　端たん整せいな顔立ちに絵になる凜りんとした佇たたずまい。

　その人物は、どこか前に会ったピュアラヲタクのアモンに似通っていた。

　ただ似ているといっても、赤毛に尻尾しつぽという共通点だけ。雰ふん囲い気きも何となくといったところである。

　アモンは細身で頼たよりなさそうな印象を受けたが、こちらは筋骨隆りゆう々りゆうでどこぞのプロレスラーのような圧を感じさせた。

「へぇ、アンタが【ドーラ王国】第一王子──ゴレアス・コングだねぇ」

「……知っていての狼藉ということか？」

「冥めい土どの土産みやげに教えてやるよ。アンタを殺す者の名をね。アタシは『爆ばつ火か』のマルテス！」

「マルテス……？　聞いたことはないが……いや、その身み形なりは確か……！　そうか、橋で食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうと騒ぎを起こしていた女だな」

　恐らくは現場にいた兵士からの情報だろう。

　それにしてもあの男が第一王子だとは……。

（第二王子とは正反対な身体つきだな）

　情報では処刑には王族が一人以上必ず付きそう義務があるらしい。

　もしかしたらアモンがそうかとも思ったが、今回は第一王子に白羽の矢が立てられたようだ。

　明らかに武を修めている様子のゴレアスは、なかなかに攻こう略りやくすることが難しそうである。

　いや、そんなことよりも今気になるのは、あのマルテスという女の登場だ。

　一体何を考えて現れたというのか……。

「人間の女よ、許可なく《獣人領》に侵しん入にゆうした上にこのような所業。覚かく悟ごはできているだろうな？」

「へへへ、いいねぇ。心ここ地ち好よい殺気じゃないか。やっぱ殺やるからには楽しまないとなぁ」

　ゴレアスから放たれている威い圧あつ感かんは相当なものだ。対たい峙じしているだけで精神が擦すり減る。

　それを愉ゆ快かいそうに受け止めているマルテスは、まさしく戦せん闘とう狂きようと言えるかもしれない。

「けどまぁ、アンタ相手にアタシ一人じゃ有う象ぞう無む象ぞうどもを同時に蹴け散ちらすのはクソめんどい。だから────使わせてもらうよ」

　マルテスが懐ふところから取り出したのは一枚の札。

　一いつ瞬しゆん《通信札》かとも思ったが、真っ黒に染まった札には、真っ赤な文字がつらつらと書き記されてあった。

　それをマルテスはおもむろにビリッと破ったのである。

　──直後、先さき程ほど感じていたどす黒い魔力が強さを増した。

　すると周囲の地面に同じような札が浮うかび上がってくる。

　そしてボコッと札が貼はられた地面が盛り上がると、そこから次々とゴブリンらしきモンスターが姿を現した。

（ゴブリンの召しよう喚かん？　……いや、あのゴブリンども、様子がおかしい）

　明らかに全身が腐ふ敗はいしているのである。

　瞳ひとみにも生命の光はなく、ゆったりとした足取りで獣人たちへと迫せまっていく様はまるでゾンビのようであった。

「こ、これは!?　皆みなの者っ、ゴブリンどもを制圧せよ！」

「「「「おおぉぉぉぉっ！」」」」

　ゴレアスの言葉に獣人兵たちが士気を上げて武器を構える。

「うわぁ、気味悪い奴やつらがいっぱいだよぉ」

「カラスくん、どうするの？」

　顔をしかめながら言うミーボに続き、ティトがどう行動するか判断を仰あおぐ。

　当然このような状じよう況きようになるとは想定していなかったが、これはこれで作戦を実行するには良いい流れかもしれない。

　あの女はどうやら獣人たちの敵として現れたようだし、戦力もゾンビ化しているゴブリンが無数と侮あなどれない。

　こちらもゴブリンには気をつけないといけないが、この騒ぎに乗じればネムタ救出は実行しやすい。

「作戦通り、ティトは巨きよ大だい化したミーボの中に入れ。そのままミーボはオレがネムタを救出する間、檻おりに近づく連中を迎むかえ撃うて」

「分かったわ」

「りょ～か～い」

　ミーボはすぐに巨大化すると、ティトを体内に取り込み準備を整えた。

「──よし、行くぞ」

　岩場から駆かけ出し檻へと向かった。




　　　　　※




　リカルドは突然の強きよう襲しゆうに焦しよう燥そう感かんを露あらわにしていた。

　馬車の中にいながら、無数にも思えるゴブリンの群れに思わず真っ青になっている。

　獣人兵や、自分の護衛兵たちが馬車に近づいてくるゴブリンたちを撃げき退たいしているが、死をも恐れぬモンスターの特とつ攻こうにリカルドは戦せん慄りつめいたものを感じた。

　そこで気になったのが処しよ刑けい対象であるネムタのことである。

　ゴブリンというモンスターは特に人間の女を好み、群れで襲おそい掛かかり暴行を働いては種を女の身に宿すのだ。

　そのあとは家か畜ちくのように飼い、子を産む道具として死ぬまで利用される。

　リカルドの脳裏に、ハーヴィとそう変わらない少女であるネムタがゴブリンたちに襲われている絵が浮うかび上がった。

　愛いとしい妹とどうしても重ねてしまう。

「っ！　……パラーチ、お前に指示を与あたえる」

「？　……はっ、何なりと」

　同じ馬車で護衛していたパラーチに命令を下す。

「今すぐ処刑対象者の安全を確保するんだ」

「……安全を、ですか？」

　当然のように怪け訝げんな表情を浮かべるパラーチ。

「ここでゴブリンどもに奪うばわれては私の覚悟を示す手段が消えてしまう」

「……なるほど。自らの手で処刑するまでは、彼かの者の命を守れと」

　パラーチは賛同し、馬車から出ようと動き出す。

「待て。私もともに出る」

「ここに居られる方が安全かと」

「この際だ。私自身が行動しているところを見せた方が獣人たちの評価に繫つながるだろう。それに兄上と比べれば微び力りよくかもしれないが戦えないわけではない」

　ゴブリンの一体や二体くらい本気を出せば息も切らせず倒たおすことだって可能なのだ。

　兄であるファウスならば槍やりの一ひと振ふりで十体くらいを一気に殲せん滅めつできるだろうが。

「……では処刑対象者が乗る馬車の傍そばに、できる限りゴブリンたちを近づけさせないように努めましょう」

　パラーチとともに馬車から出たリカルドは、腰こしに携けい帯たいしていた剣けんを抜ぬき構えながらネムタの方へと向かう。

　途と中ちゆうゴブリンが襲い掛かってくるが、その都度パラーチがいとも簡単に殲滅していく。

　セイガたち護衛兵たちのお蔭かげもあってか、ゴブリンたちはネムタの方へ接近できずにいた。

　周囲をパラーチたちに任せると、リカルドは檻に近づき中を確認する。

「！　……このような時だというのにまだ眠ねむるか」

　檻の中に設置された鉄の椅い子すに縛しばり付けられているネムタは、この騒さわぎに目を覚ますことなく寝ね入いっている。

「…………こんな幼い子が《大罪の紋章眼オラクル・ウイル》の持ち主なのか」

　戦うことを宿命づけられた流れの中にいる。

　本来なら親に甘え、同年代の子たちと笑い合って遊んでいるような時期のはず。

　そんな抗あらがえない暗い運命を背負う彼女と、やはりどうしてもハーヴィとを重ねてしまう。

　ハーヴィもまた、逃のがれられない螺ら旋せんの中で身動きができない状態にいるのだから。

（もっとも、それを本人は知らないだろうが）

　出で来き得うることなら真実を闇やみに葬ほうむったまま彼女が幸せな人生を謳おう歌かすることを望みたい。

　そのためにも妹を政治に利用しようとしているファウスではなく、自分が王位に就つかないといけない。

　世界のために、国のために。

　そんな高こう尚しような思いなどではなく、ただただ自分のエゴと妹のために──。

「とりあえずは起こした方が良いか」

　さすがに《紋章眼オラクル・ウイル》を使わせるわけにはいかないので目め隠かくしは取れないが。

　外側から閂かんぬきを抜いて扉とびらを開く。

　肩かたを揺ゆすりながら「起きるんだ」と言って覚かく醒せいを促うながす。

「ん……にゅ…………はへ？」

　ネムタから声が漏もれる。

「……ふわぁ～。あれぇ？　まだ真っ暗じゃん…………寝ねよ」

「待て！　寝るんじゃない！」

「！　……誰だれかいるの？」

「あ、ああ。とにかく起きているんだ」

「えぇー、だって眠いしぃ」

　自分がどういう立場なのか分かっていないのか……。

　いや、ずっと寝ていたらしいから、自分が捕ほ縛ばくされこれから処刑されることすら知らないのかもしれない。

（違ちがうな。牢ろう屋やの中で《紋章眼オラクル・ウイル》を使って暴れたらしいから、捕縛されたことは知っているか）

　それならどうしてこんなに落ち着いているのかサッパリ分からない。

「……君は現状を把は握あくできているのか？」

「ん？　現状？　…………あ、もしかしてこれから処刑されちゃう、とか？」

　分かっているのかと、ツッコミを入れそうになってしまう。

　だがその前に……。

「理解しているのなら、どうしてそのように冷静なんだい？」

「うん？　ん～だって人生ってなるようにしかならないしねぇ」

「は？」

「全力で抵てい抗こうするのって疲つかれるし。死ぬなら死ぬで、そん時まで自分を貫つらぬこうと思います。これがネムタの、ネムタによる、ネムタのための〝ネムタ道〟」

「…………ぷっ、何だいそれは」

　何なんだこの子はと、リカルドは思わず笑ってしまった。

「んぁ？　もしかして笑った？」

「あ、ああすまない。何というか君の言動が面おも白しろくてつい、ね」

「ふぅん。よく言われるけど、それもまた」

「〝ネムタ道〟……かい？」

「……分かってるじゃん」

　思わず溜ため息いきが零こぼれ出る。

　これが処刑間近の子供がする思考なのか。変わり種過ぎる。

　それとも《大罪の紋章眼オラクル・ウイル》を持つ者は、こんなふうにどこかズレているのかもしれない。

　それでも幼い少女なのは変わりない。

　各地の集落から食糧を奪ったとはいえ、処刑までされていいのかといえば普ふ通つうは首を捻ひねるだろう。

　無罪というわけにはいかないが、然しかるべき処しよ罰ばつを与えればいいだけだと思う。

（年ねん齢れいから見ても重くても普通は禁固一年から三年ほどか）

　帝てい国こくでの事例と比べてそれが正当だとリカルドは判断する。

　このままこの子を黙だまって帝国へ連れて行き、そこで罰ばつを与えれば……。

（いやダメだ。そもそもこの子は《大罪の紋章眼オラクル・ウイル》を持っている。処刑は免まぬがれない、か）

　神とは本当に残ざん酷こくなことをする。

　どう見てもこの子が普通の幸せを送れる絵が浮かび上がらない。

（……せめて苦しまずに死なせてやるくらいしかできないということか）

　しかもリカルド自分の手で──。

　だが……とふと思う。

　あんな自然に笑ったのは久しぶりだ。

　幼い頃ころのハーヴィに絵本を読み聞かせてやっていたことを思い出す。ハーヴィはよく笑い、そして自分もまたその笑えみにつられて心から楽しんでいた。

（はは、懐なつかしいものだね）

　いつの間にか、自分がネムタという人物に強い興味を持ってしまっていることに気づく。

（…………この子を殺す、か）

　自分の心の中で、責務と罪悪感が鬩せめぎ合っているのを感じていた。

　──その時である。

　突とつ如じよ檻おりが……いや、荷台全体が腐ふ食しよくし始めたと思ったら、ボロボロと崩くずれていく。

「!?　ど、どういうことだコレは!?」

　有り得ない現象につい声を荒あららげてしまうリカルド。

　足場も崩れ落ち、ネムタと同時に地面に尻しり餅もちをついてしまった。




「──────ネムタッ！」




　臀でん部ぶの痛みに顔を歪ゆがめていると、すぐ近くから甲かん高だかい声が聞こえてきた。

　見ると見慣れぬ存在が二つ、そこに立っていたのである。







　　　　　※




　鬱うつ陶とうしいゴブリンどもを蹴け散ちらしながら檻を乗せた荷台ごと《革命支配リライト》を行使して崩ほう壊かいさせたアクスは、すぐに解放したネムタを確保してこの場を離はなれようと駆かけ寄った。

　だがそこにはネムタだけでなく一人の男性が傍そばにいた。

　ミーボがネムタの名を呼んで、助けに来たことを伝えるが……。

「んぁ？　……ミーボいるの？　おひさ～」

　あらゆる緊きん張ちよう感かんが一気に緩かん和わしてしまうような声こわ音ねがネムタから届く。

　見たところ服はボロついているが、命には別状ないようだ。目隠しは恐おそらく《紋章眼オラクル・ウイル》対策だろう。

（ということはネムタが『瞳ひとみを持つ者』だということがバレてるか）

　ミーボからも聞いたが、恐おそらく囚とらわれてからも眠って体調維い持じを図っていたのだろうが、その際に力を行使して眼めのことが伝わってしまったに違ちがいない。

　ネムタの無事は確認できたが問題は……。

「お、お前たちは何者だ？」

　尻餅をついていた男性が、すぐに立ち上がりアクスたちの正体を突つき止めようとする。

　男性の佇たたずまいから、とても一いつ般ぱん兵へいとは思えない。

　剣けんは携帯しているものの、およそ戦う者という気き概がいが一いつ切さい感じられないのだ。

　しかしそれに代わるように全身から気品のようなものが溢あふれている。

（そうか、コイツが例の帝てい国こくの使者というわけか）

　情報では、帝国の第二王子──リカルドらしいが。

「わざわざ王子がご苦労なことだな。ちょうどいい、ここで捕ほ縛ばくしてしまえば帝国陥かん落らくへの駒こまとして──」

「う、動くなよ！　それ以上近づくと、ここで彼女を処しよ刑けいする！」

　自分が危うい立場にあると瞬しゆん間かん的てきに悟さとったのか、ネムタを後ろから抱かかえ、その首に剣を当て人質として利用してきた。

「ネムタ!?　こんのぉっ、ネムタを放してよぉ！」

　ミーボもパートナーの危機的状じよう況きようには憤ふん慨がいの感情が溢れ出す。

（仕方ない。もったいないがこうなったらもう一度《革命支配リライト》で──）

　そう思ったのも束つかの間ま、リカルドを守るように一人の男が姿を現す。




「──これはこれは、誰だれかと思えばかの有名な革命団の皆みなさんではありませんか」




　緊きん迫ぱく感かんを一切感じさせない緩ゆるやかな雰ふん囲い気きで登場した。

（何だコイツ、まったく気配を感じなかったぞ）

　この飄ひよう々ひようとした人物に得も言われぬ不気味さを感じ警けい戒かいを高める。

「遅おそくなり申し訳ありませんリカルド様」

「おお！　パラーチ！」

　その男は奇き妙みような銀仮面で素す顔がおを隠かくしていた。

　風ふう貌ぼうはどこか奇き術じゆつ師しめいているが、何となくアクスに引ひっ掛かかりを覚えさせる姿である。

　しかしアクスはそんなことよりも……。

（パラー……チ……だと？）

　その名を忘れることは絶対にない。

　何故なぜならアクスにとって憎にくむべき敵であり、幼い頃ころの幸せを踏ふみにじった人物の名前なのだから。

（バカな……！　奴やつはあの時死んだんじゃ……!?）

　忌いまわしき過去の記き憶おく。鮮せん明めいに蘇よみがえっていく。

　帝国に壊かい滅めつさせられた【クリノークの村】──。

　いや、結果的に地図からその存在を消失させたのは、暴走したアクスなのだが。

　それでも奴らの強きよう襲しゆうのせいで、多くの命が奪うばわれたのは事実だ。

　アクスの敬愛する義母パウラも、である。

　そしてその帝国部隊の指揮を執とっていたのがパラーチと名乗る将だったはず。

　アクスの暴走に巻き込まれて死んだと思われていた人物の名前が聞こえたのだ。

　その胸中は決して穏おだやかではいられない。

「おっ……前……パラーチ……なのか？」

　思わずアクスはそう問い質ただしてしまった。

「おや？　私のことをご存じで。いやはや、私も有名になったものですねぇ。ところでここへ何しに来られたので？」

「っ！　そんなことはどうでもいいっ！」

「……アクス？」

　突とつ然ぜん怒ど鳴なり声を上げたアクスに、ミーボが不思議そうに名を呟つぶやいた。

「いいから答えろ！　お前はあの…………【クリノーク】を襲しゆう撃げきしたパラーチなのか！」

　外見では分からない。

　確かに似てはいるが、顔半分が仮面によって確認できないのだ。

　この飄々とした雰囲気はあの時の奴のそのままだが、まだ確信が持てずにいた。

　いや、信じたくはないだけなのかもしれない。

「ふむ、クリ……ノーク？」

　……知らない？　やはり人ひと違ちがいなのだろうか。

　そう思った矢先、パラーチが手をポンと叩たたいた。

「ああ！　思い出しましたよ！　そういえばそんなこともありましたね～」

　直後、ここに来るまでは冷さめていた感情が一気に熱を帯びる。

（コイツが……あのパラーチッ……！）

　自分の中で憤ふん怒ぬのボルテージが上がっていくのを感じる。

「お前がっ…………お前があのパラーチかぁぁぁっ！」

　気づけばアクスはその場からパラーチに向けて飛び掛かっていた。

　憎むべき敵に向けて刀を振ふり下ろすが、パラーチは少し驚おどろく表情を見せたものの、──ギィィィィンッ！

　アクスの攻撃を、パラーチが血液で固めたような細長い武器を作り出し、あっさりと受け止めた。

「!?　その武器……いや魔ま法ほうか。やはりお前が──オレの敵だ！」

　氷の魔法を扱あつかうアルティアと同じく四大属性以外の魔法の使い手。

　──〝輪りん廻ね継けい承しよう〟と呼ばれる力を持つ存在だ。

　最初に会った時も、パラーチは血液を操作する魔法を行使していた。

　これでもう間ま違ちがいはない。

　するとそのままパラーチが力を込めて腕うでを振り抜き、アクスは弾はじき飛ばされる。

　両足でしっかり地面を摑つかんで勢いを殺したアクスは、すぐに追つい撃げきを仕し掛かけようとしたが、足がピクリとも動かない。

　見ると、いつの間にか血液が大地に広がっており、それがセメントのように固まりアクスの両足を固定していたのだ。

（くそっ、動かない!?　動けよっ！）

　必死で身体を動かそうとするが、ガッチリと足場が固められてしまっている。

「？　し、知り合いなのかパラーチ、そこの者とは」

「ん～どうでしょうか。見た目では分かりませんので。しかしこの明らかな殺意。なるほど、多分あの村の生き残りか、村人の家族といったところでしょうか」

「村？」

「お忘れですか。酷ひどいですねぇ。アレはリカルド様のご指示による襲撃だったではないですか」

　頭をぶん殴なぐられるような衝しよう撃げきが走った。

（何っ……だと……っ!?）

　それまで向いていた視線がリカルドへと移る。

（コイツがっ……、コイツが【クリノーク】を襲おそわせた張本人……っ!?）

　まさかこのような真実と向き合うとは思ってもいなかった。

「……！　あ、ああ……そういえばかのパウラという厄やつ介かい者ものを始末できた件か」

　リカルドが思い出したように口にする。

「そうですよ。あの仕事はリカルド様の大手柄として実績を上げられましたしね」

「確かにそうだった。あのお蔭かげで、私は高評価を得られたのだったな。感謝する事案だった」

　アクスのこめかみに青筋がくっきりと浮うかび上がる。

（高評価……だと？　……評価を得るためだけにパウラさんを……！）

　殺意が手が付けられないほどにどんどん膨ぼう張ちようしていく。

　目の前には義母を殺した存在と、その悲劇を作った原因がいる。

　アクスは今、憎にくしみに塗ぬり潰つぶされた怒いかりを覚えると同時に、この出会いに感謝していた。

　何せ──この手で仇かたきを討うてるのだから。

　無意識に《黒面》の中でアクスは笑えみを浮うかべていた。

　そして──決断する。

　〝コイツらを殺す〟──と。











第五章　邂逅の果てに






「さあリカルド様、ここには多くの目がございます！　人間、獣人！　あなた様のお覚かく悟ごをお示しください！」

　依い然ぜんネムタを人質にしているリカルドに、パラーチがそう告げる。

　しかしリカルドはネムタを拘こう束そくしているものの、一向に刃やいばを動かそうとしない。

「おや？　どうされたのですか？　……もしかして今いま更さら手心を加える気でしょうか？　そんな矮わい小しような命を救ったとて、もう夥おびただしいまでに流された血で染めたあなた様の手は決して綺き麗れいにはなりますまい」

「っ……それは……！」

「このようなところで足を止めてどうするのです。兄を超こえ帝てい王おうの座に就つくと仰おつしやられたのは噓うそだったのですか？」

　見る見るリカルドの表情が強こわ張ばっていく。

「あなた様がこの道を外れれば、ハーヴィ様もいずれ……」

「！　ハーヴィ……ッ」

　ハーヴィという言葉を呟つぶやいたリカルドから、覚悟を秘めたような眼光が放たれる。

「────そうやって」

「「!?」」

　アクスが声を発したことで、リカルドとパラーチが拘束されて動けないはずのアクスを注視する。

　そんな二人に対し、アクスはまるでマグマのように煮にえ滾たぎった怒りを抱かかえ、今にもそれが大だい爆ばく発はつしそうな表情になっていた。

「そうやってお前らは……誰だれも彼かも殺す。何様のつもりだ？」

　ギロリとアクスが睨にらみつけると、パラーチは平然としているが、明らかにリカルドは怯おびえて腰こしを引いている。

「ほほう、たかが『敗北の民デロタ』ふぜいが。なら教えてあげましょう。我われ々われが──『勝利の民ヴイクトリア』です」

「っ!?　…………っけるな」

「はい？」

「ふざけるなぁぁぁぁぁぁぁあああああっ！」

　直後、アクスの全身から溢あふれ出す膨ぼう大だいな魔ま力りよくが、まるで台風のように周囲を薙なぎ払はらう。

　同時にアクスを拘束していた血液もまた地面ごと剝はがれていく。

　そのとてつもない魔力暴走により、周囲の者たちもまた何事かと意識を向けている。

「！　ほほう、この力は……なるほど」

　近場にいるパラーチは、若じやつ干かん前まえ屈かがみにはなるが吹ふき飛ばされずにニヤリと口角を上げる。

　それと同時に何故なぜか痛みに顔を歪ゆがめたリカルドが、膝ひざをガクッと折ってしまう。

「うぐっ、うわぁぁぁぁぁっ!?」

　ネムタを抱えながら踏ふん張っていたリカルドだったが、よろけた拍ひよう子しにネムタを手放し後方へと弾け飛んでいく。

　アクスの魔力の圧力をモロに受けてしまったせいで、為なす術すべなく転がっていき、その先に地面から突つき出ている岩へ激げき突とつする。

「がはぁっ!?」

　肺から一気に空気を吐はき出すような仕草をするリカルド。

　痛みに顔を歪めながらも、必死に立ち上がろうと片かた膝ひざを立て前を向くが──すでに手が届く場所にアクスは立っていた。

「ひっ!?」

　恐きよう怖ふに歪んだリカルドの表情。

　それもそのはずだ。

　殺意と憎しみに満ち満ちた赤き瞳ひとみが、仮面の向こうからリカルドを睨みつけているのだから。誰だって真正面からその眼めを見れば怖おそれを抱いだくことだろう。

　アクスは彼の情けない顔を見下ろしながら愛刀──《赤せき斗と刃ば》を構える。

「っ!?　ま、待ってくれっ！　私は──」

「憎しみを、恨うらみを、痛みを、そして死を受け入れろ──」

　グッと柄つかを握にぎる手に力を込める。

　そこへ魔力暴走に気づいたセイガが駆かけつけ、今まさに処しよ刑けいされんとしているリカルドを見てギョッとし叫さけぶ。

「や、止やめろぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　彼がリカルドを助けようと手を伸のばすが……。

　────ブシュッ！

　誰の邪じや魔まが入ることもなく、アクスの刃はリカルドの胸を貫つらぬいた。

「で、殿でん下かぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　セイガの言葉空むなしく、リカルドから引き抜かれた刃で彼の命の灯ひは消えていく。

「ぃっ……ぁ…………がっ……ふっ!?」

　リカルドが口から大量に血を吐き出し、力無く前のめりに倒たおれていく。

「……クク……ハハハ……これで一人。仇かたきを討ったよ、パウラさん」

　人を殺したのは初めてではないが、これほど高こう揚ようした殺しは初めてだった。

　仇を討ったという事実が、アクスの魂たましいを強く震ふるわせている。

　次は……と、アクスが少し遠目にいるパラーチを見やった。

　だがそこへ──。

「お前ぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

　背後から強きよう襲しゆうをかけてきたセイガの剣けんを、振ふり向き様に刀で受け止めた。

「お前っ、何で！　何で殿下をっ！」

「…………お前には分かるまい」

「ああっ!?」

　憤ふん慨がいするセイガの表情から察して、彼にとってもリカルドは守るべき対象だけという意味ではなく、大事な存在だったのかもしれない。

　しかし相手の事情など今のアクスにとって考こう慮りよする余地がないことである。

「邪魔をするなら、お前も殺す」

「っ!?　やってみろよクソがっ！」

　武器による激しい鍔つば迫ぜり合あいが繰くり広げられる。まるで自分の身体の一部かのように剣を振るってくる相手に対し、アクスも全力で相あい対たいし始める。

　戦いながらその場を離はなれていく二人を見て、ただ一人、薄うす笑わらいを浮かべたパラーチだけがリカルドへと近づく。

　パラーチはリカルドの右みぎ膝ひざに視線を置く。

　そこには血液で構成された小さな針状のものが突き刺ささっていた。

「わっ……私……は…………こんな…………ところでっ……」

「おやおや、若じやつ干かん急所を外れているではないですか。せっかく先の魔力圧で吹き飛ぶようにお膳ぜん立だてをしてあげたというのに」

　リカルドがアクスが噴ふん出しゆつさせた魔力に踏ん張っていた際、リカルドが吹き飛ぶ直前に痛みを感じたのはパラーチの仕し業わざだったようだ。

「まあ、このままでは出血多量で死は免まぬがれませんがね」

「パラ……チ…………私は…………ハーヴィ……のため……に…………も……っ」

「ええ、ええ、分かっておりますとも。このパラーチ、すべてを理解しております。さあ、ですから安心して──」




　────────────────死んでください。




「！　──がふっ!?」

　あろうことか、パラーチは血液で創造したナイフをリカルドの胸に突き刺したのである。

「もう苦しまなくてよいのですよ。あなたは十分に役目を果たした」

「っ…………ハー…………ヴィ……」

「ああ、ちゃんと《花はな飾かざり》は渡わたしておきます。あなたの兄は最さい期ごまで立派でした、とね。ではリカルド様────さようなら」

　リカルドは何かを言いたげに口を動かすものの、それは声にはならず、そのまま瞼まぶたを閉じ非ひ業ごうとも呼べる生しよう涯がいに幕を下ろした。




　　　　　※




（くっ、コイツ……強い！）

　剣才も間ま違ちがいなくある。だがそれに頼たよらず、日々研けん鑽さんしている様子が浮かび上がってくるくらい白はく髪はつの少年──セイガの剣は練れん磨まされていた。

「ちっ、邪魔だどけぇぇぇぇぇぇっ！」

　再度アクスは魔ま力りよく放出とともに目め一いつ杯ぱい刀を振ふるい、それを受け止めたセイガを後方へと弾はじき飛ばす。

　そう、こんな奴やつに構っている暇ひまなどないのだ。

　先さき程ほどパラーチがいた場所に視線を戻もどすと、まだ目標はそこに立っていた。

「パラァァァァァチィィィィィィィッ！」

　全速で肉にく薄はくし、パラーチに向かって刀を一いつ閃せんする。

「おやおや、その殺気怖こわいですねぇ。できれば名前をお伺うかがいしたいのですが？」

「…………パウラ・オーダーを覚えているか？」

「！　……もちろん。敵でこそありましたが、あのような手て練だれを忘れるわけがありませんし。ああなるほど、彼女の敵かたき討うちというわけですか」

「オレは──パウラ・オーダーの遺志を継つぐ者だ！」

　チェリツから教わった剣けん術じゆつを駆く使しし何度も攻こう撃げきを繰くり出す。

　一いつ辺ぺん倒とうで押すのではなく、様々な方向からの連撃。

　怒いかりに正気を失っていても、血の滲にじむような努力の果てに培つちかわれた動きは無意識に現れている。

　しかし、その悉ことごとくを防ぼう御ぎよ、あるいは回かい避ひされてしまう。

「鋭するどい一撃一撃です。しかし……読みやすい。何故なぜなら──どこから攻撃するか、君の殺気で丸分かりなんですよ！」

　突つきを放ったあと、半身にしてかわされ、その際にカウンターで右みぎ腕うでを斬きられてしまった。

「ぐっ……ちっ」

　傷は深くない。咄とつ嗟さに腕うでを引いたからだ。

「ククク、なってませんねぇ。あの女の方がまだ今の君よりも強かったですよ」

　こんなクソみたいな奴やつが、愉ゆ快かい気げにパウラのことをあの女呼ばわりするのが許せない。

「さあ、愚おろかにも矮わい小しような命を救ったがために死んでしまったあの女のあとを追いなさい──《鮮血の刃ブラツデイ・エツジ》」

　パラーチの身体から漏もれ出た血液が、彼の周囲に広がり複数の刃やいば状になっていく。

　それを弾だん丸がんのように撃うち出しアクスに襲しゆう撃げきをかけた。

「パウラさんが愚か……だと？　──愚かだとぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　瞳ひとみの色がさらに赤く輝かがやきを増し、アクスの前方に《紋もん障しよう壁へき》を浮うかび上がらせる。

　紅き刃は、出現させた壁かべに阻はばまれ弾はじかれていく。

「!?　その紋もん様ようは……！　ああ……合点がいきましたよ。なるほど君も生きていたのですか、あの時の《大罪紋》くん」

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」


　殺す、殺す、殺す、殺す、殺す、殺す、殺す、殺す！



　アクスの脳内はパラーチを自分の手であの世に送ることしか考えられなかった。

　すべての刃を弾いたあと、魔力を集束させた左手をパラーチに向けてかざすアクス。

「──《風波動バースト・ゲイル》ッ！」

　ジェット気流のような風の塊かたまりが左手から放たれパラーチに襲おそい掛かかる。

「甘い、甘いですよっ！」

　手に持った武器を下から上に突き上げるように動かすだけで、向かってきた風の塊を斬り裂さいた。

　だがその防御後の僅わずかな隙すきを狙ねらい、アクスは一いつ瞬しゆんにしてパラーチの左側へと接近した。

　袈け裟さ斬ぎりの要領で一閃するが、パラーチは反射的に身を引いて命中を防いだ。

　──パキンッ！

　アクスの刃が届いたのは、彼の銀仮面だけだった。

　真っ二つに斬れた仮面が地に落ち、そこから露あらわになったのは火傷やけどに覆おおわれた素顔だったのである。

「おっと、これは油断しちゃいましたかねぇ」

　この期ごに及およんでまだ飄ひよう々ひようとした態度は崩くずさない。

（その顔、絶望に歪ゆがませてやる！）

　追つい撃げきにと詰つめ寄り、さらに刀を振るうが、何者かの剣がそれを遮さえぎった。

「お前っ！　これ以上はやらせないぞっ！」

　──セイガだった。

　本当に鬱うつ陶とうしい奴である。

「セイガ、アタシらも力を貸すから！」

「リリオラ、ヒズミ！」

　セイガのもとへ年とし恰かつ好こうが似た二人の人物が集つどい、彼を庇かばうように前に立つ。

　そんな三人の後ろでパラーチはニヤつきながらアクスを見ていた。

　その表情が益ます々ますアクスを憤いきどおらせる。

「……お前らぁ……鬱陶しいんだよ。そんなにオレの邪魔をしたいなら……」

　一瞬にしてヒズミと呼ばれた少年に接近し、膝ひざ蹴けりを顎あごに食らわせた。

「うっぶっ!?」

「ヒズミッ！　このぉっ！」

　次いでその隣となりに立っていたリリオラと呼ばれた少女が所持しているレイピアを突き刺さそうと放ってくるが、それを《紋障壁》で受け止める。

「なっ、《紋障壁》ッ!?」

　驚おどろいている暇などないと、アクスは《紋障壁》を砲ほう弾だんのように真まっ直すぐ撃ち放つ。

　リリオラは壁に押し出される形で吹ふき飛んでいく──が、その彼女の背後に立ち、彼女を受け止めたセイガが、白い《紋障壁》を同じように出現させてアクスの《紋障壁》を相そう殺さいした。

（《美徳紋》の『瞳を持つ者アインズ』……）

　前にその力を見ているので驚きはないが、やはり《美徳紋》の持ち主は自分の前に敵として立ちはだかる運命らしい。

「大だい丈じよう夫ぶか、リリオラ！」

「っ!?　う、うん、大丈夫よ！　その、だからもう離しても……いいから」

　ギュッと抱だき締しめられていたことが恥はずかしいのか、リリオラは顔を赤く染め上げている。

　セイガが彼女を離すと、鋭い眼まな差ざしでアクスを睨にらみつけてきた。

「よくも仲間を！」

「傷つけたくないなら、戦場に出してくるな！」

「！　良いい度胸だぜ。なら俺らの真骨頂を見せてやるよ！　力を貸してくれ──《謙けん譲じようの美徳紋》っ！」

　セイガの瞳に刻まれた白き紋が強い光を放った。

「我が支柱は不倒なりすべてを護り抜け──《王下無双ロード》！」

　そう言葉にしたセイガから、アクスにも勝まさるとも劣おとらない魔力が迸ほとばしり、それが彼の足元へ収束したと思ったら、円状に広がっていく。

　一いつ瞬しゆん警けい戒かいしたものの、アクスの足場に広がった魔力フィールドに立っても、アクスには何の効果ももたらしていない。

「……何だコレは？」

　恐おそらく、いや十中八九セイガによる《紋章眼オラクル・ウイル》の能力のはずだが……。

　すると再びヒズミとリリオラが、セイガの前に立ち武器を構える。

「今のやり取りで理解できなかったのか？　そっちの白いのならともかく、お前らじゃオレには勝てない」

「フン、舐なめないでよね！　今度は違ちがうわよ！」

「そうですね。甘く見ていると痛い目を見ますよ？」

　セイガを残し、二人同時に突っ込んでくる。

　策も無しにただ突とつ撃げきなど、カウンターの恰かつ好こうの餌え食じきだ。

　今度は容よう赦しやなどせずに、先に突っ込んできたリリオラの剣けんをかわしざま、刀を一閃し強きよう烈れつな一撃を浴びせた。

　アクスの斬撃は間違いなく命中し、この手応えは即そく死しき級ゆうだと思われた……のだが、

「なぁに？　それだけなの？」

「んな!?」

　斬られたというのに、何事もなかったかのように攻撃を放つリリオラ。

　虚きよを突かれてしまい、アクスは彼女の攻撃で左足の膝ひざ上うえを突かれてしまった。

「ぐぅっ!?」

　何故か《紋障壁》が発動しなかった。

　だからこその油断。相手の攻撃をまともに受けてしまう。

　次に地面に沿って黒い影かげがアクスへと伸のびてきた。

　それはヒズミから伸びているものである。

（影使い!?）

　恐らくは彼の特有能力──〝輪りん廻ね継けい承しよう〟だと判断した。

　影は実体化して手のような形になり、アクスの足首を摑つかんだ。

　動きを拘こう束そくされたところで、さらにリリオラが追撃してくる。

　アクスは舌打ちをしながらも、リリオラの攻撃を見極めて回避していく。

「やるわね！　賊ぞくにしておくのがもったいないわ！」

　回避し、その隙を突いて彼女の身体に刀を入れていくが、やはりダメージがまったくないのか平然とした様子で攻撃を繰り返してくる。

　この現象はどういうわけなのか……。

　当然セイガの《紋章眼オラクル・ウイル》の能力のはずだ。

「へへっ、見たか！　コレが俺の力だっ！」

　傷を受けたことで少しだけ冷静さを取り戻したアクスは、相手の能力を素す早ばやく分ぶん析せきしていく。

　セイガを中心として広がった魔力フィールド。

　その中にいるアクスは《紋章眼オラクル・ウイル》が使えず、ヒズミたちは自由に能力を使える上に、リリオラのようにダメージを受けつけない。

　恐らくだがこの中にいる間は、セイガが認知した味方のみが無敵状態になるのではないだろうか。

　そして敵として認知された者は、その能力を行使することができない。

（バカげたほど反則的な能力だな）

　しかしそんな超ちよう常じよう的てきな能力にも必ずリスクは存在する。

　同じように反則的な《革命支配リライト》にも制限があるように。

　そして《王下無双ロード》のソレは恐おそらく──。

（さっきからアイツ、あの場から動いてない。いや、能力発動状態時は多分動けないんだ）

　それは的を射ている回答だろう。

　外れているなら、三人で攻こう撃げきをしてきた方が圧あつ倒とう的てきに効率が良いいからだ。

　だがそれにしてもこの能力は恐ろしい。

　今はこの中にいるのはセイガたち三人だが、彼が味方と認める者が十人、いや百人以上いれば、百人の不死身が出来上がるのだ。

　まともにやり合えば勝率は限りなく低くなる。

　だが──。

（それは失敗だったな！）

　アクスは突つき出してきたリリオラの腕を摑つかんで、力ずくで彼女をヒズミが立つ方へと放り投げた。
















　ヒズミが咄とつ嗟さにリリオラを受け止めたが、その隙すきに影かげの能力が弱まったところをアクスは抜ぬけ出し、どこかに逃にげたのか確認できないパラーチを探すため踵きびすを返す。

　後ろでセイガの叫さけぶ声が聞こえたが、無視して駆かけ出していった。




　　　　　※




　アクスの怒いかりの暴走により、人質から解放されたネムタは、すぐに駆け付けたティトたちによって救出されていた。

　ミーボに収納されていたティトは今、外に出てネムタの体調を診しん察さつしている。

「………………うん。不思議なほど体調には問題ないようね」

「はふぅ……良かったぁ」

　ミーボは心底安あん堵どしたように笑えみを浮うかべた。

（この身み形なりからして恐らく拷ごう問もんも受けたと思うのに一いつ切さいの傷がない。ミーボの言ってた通り、眠ねむることで身体を保全していたのね）

　やはり《紋章眼オラクル・ウイル》の力は絶大なものがあると無意識にティトの喉のどが鳴った。

「ネムタ、ねえネムタ、起きてよぉ」

「んぁ？　……うっ、眩まぶしい」

　すでに目め隠かくしは外してあり、ネムタは久方ぶりなのか陽光をその瞳ひとみに受けて顔をしかめる。

「あれぇ？　もしかして……ミーボ？」

「うん、そだよぉ」

「お～無事だったんだね。良かったよ。心配したんだから…………ぐぅ」

「そう言いながら眠らないでよぉ！」

「んお!?　もう、そんなに大声出さないでほしいし。……ていうかこの状じよう況きようもしかしてマズイ？」

　現状まだ周囲では戦せん闘とうが活発化している。

　ゴブリンの腐くさった死体があちらこちらにあるので、思わず鼻を押さえてしまうほどの異い臭しゆうが漂ただよっていた。

「……ん？　そっちの人は…………誰だれ？」

「ボクたちを助けてくれた人たちだよ。覚えてないの？　ほら、橋のところで会ったでしょ？」

「……………………ぐぅ」

「寝ねるなぁ！」

「んお!?　……うんうん、覚えてる覚えてる。そういえばあの男の人もいるの？」

「それは……」

　ティトは険しい表情で遠目にある岩の麓ふもとに転がった死体を見つめる。

　それはリカルドの変わり果てた姿だ。

（カラスくん……とても怒おこっていたわね）

　それこそ我われを忘れるほどの憤ふん怒ぬだった。

　任務のことなど今の彼の頭の中には一切無いだろう。

　彼にとってそれだけ優先しなければならない事態がここで起きたのだ。

　ハッキリ言って──怖こわかった。

　アクスから溢あふれ出る殺意は、ミーボの中にいたティトにさえ足が竦すくむほどの威い圧あつ感かんとして伝わって来ていたのだ。

【クリノーク】といえば、アクスが育った村だったはず。

　そこを襲しゆう撃げきされ大切な母を失ったことも聞いた。

　恐らくはその襲撃犯が、あのパラーチという男なのだろう。そしてあのリカルドも……。

「あのバカは、仇かたきを前にして我を忘れてしまっているのよ」

「つまり暴走中ってこと？」

「ええ、そうね」

「ふぅん、そっかぁ」

　軽く鼻を鳴らすネムタ。

「けれど今はあなたを脱だつ出しゆつさせるのが最優先事じ項こうなのよ」

　本当は今すぐにでもアクスを止めに走りたいが、そうもいかないのだ。

　これが自分に託たくされた任務なのだから。

　そんな葛かつ藤とうを抱かかえるティトを後押しするようにミーボが、

「ねえ、早くここから離はなれよ？　ネムタもしんどそうだし」

　と提案してきた。

「……そうね。じゃあ今すぐに──」

「それでいいの？」

「え？」

　驚おどろくことに制止をかけたのはネムタだった。

「暴走してるんでしょ？　放っておいていいの？」

「それは……でも……」

　今のアクスは、まったく周りが見えていない。

　ただ憎にくしみに突つき動かされているだけ。

　気持ちはティトにも痛いほど分かる。同じように親を奪うばわれた側なのだから。

　しかし敵の数は多いし、アクスは冷静さを失って暴走中ということもあり、不安要素だらけだ。

　下手をすれば敵に囲まれて捕ほ縛ばく、あるいは殺されてしまいかねない。

　ティトにとってアクスをここで失うわけにはいかないのだ。

　仲間として、恩人として、そして気になる異性としても。

「でも私一人でどうしたら止められるか……」

　武力でもって制するほどの力はティトにはない。

　ただの言葉でも今のアクスは止まらないだろう。

　何か良い方法はないものかと思案していると……。

「ねえ、あの人を止めたいならできるかも」

　ネムタの発言に「！　それ本当!?」とティトは詰つめ寄った。

「まあ……多分……恐らく……もしかすると……」

「何でそんなに自信ないのよ……。というかあなたが戦場に立ったら本ほん末まつ転てん倒とうになるかもしれないのよ」

「そうだよネムタ。あ、でもアクスはネムタを助けてくれたし……う～ん……」

　何よりもネムタが大事なミーボだが、それでも恩人であるアクスのことも助けたいと思ってくれているようだ。

「あの人ってミーボを助けてくれたんでしょ？　だったらちょっとくらい恩返ししないとね。本当は今すぐだら～っと寝たいけど」

「ネムタ……本当に頼たのんでいいの？」

「うん、いいよー」

　でも可能性があるのなら、同じ規格外の力を持つ彼女なのかもしれない。

　ティトはとりあえず何をするのかネムタに話を聞いてみた。

「それはね──…………」

　彼女から聞いた話はとても今検証できるものではなかった。ただ理論上は可能だと、ティトもまた希望を抱いだく。ネムタの力故ゆえの……ではあるが。

「やるしかないわね。急がなきゃ」

　そしてティトは《通信札》を取り出し、ピュアラに連れん絡らくを取る。

　彼女なら現在アクスがいる場所も分かるはずだから。




　　　　　※




　一方アルティアとカゲツのところでも突とつ然ぜんのゴブリン奇き襲しゆうに対応を急がされていた。

　騒さわぎを起こし獣じゆう人じん兵へいの意識を引きつけるといった囮おとり役としては、違ちがった意味で成功になったが、しばらくして見知った強大な気配に表情を強こわ張ばらせていたのである。

「──っ！　この魔ま力りよく……アクスくん!?」

「みたいだね。しかも隠かくそうともしてないほどの殺気……まさか」

　カゲツは言葉にはしなかったが、アルティアにも察しがついていたようだ。

　何せ一度アルティアは直じかに、この強きよう烈れつな感情を感じ取ったことがあるのだから。

「アクスくん……とても怒ってる？　どうして……？」

「まさかティトか誰かが殺されたのか？」

　その時、《通信札》に反応がありアルティアは応答してみた。

「あ、ピュアラちゃん？　……うん、うん…………えぇっ!?　あ、はい、分かりました。ありがとうございます、ピュアラちゃん」

　通話を切ったアルティアはいまだ信じられない面おも持もちで呆ほうけていた。

「？　アルティア？　どうしたの？」

「じ、実は……」

　アルティアがピュアラから教えてもらった通り、アクスの暴走がパラーチとリカルドの存在によるものだという説明をした。

　ピュアラもまたティトから聞いた話なので間ま違ちがいないだろうと。

「パラーチ……確か【クリノーク】を襲おそった帝てい国こく軍の指揮官の名がそうだったけど。奴やつはあそこで殉じゆん職しよくしたんじゃなかったのか？」

　あの場にいた帝国軍はアクスの暴走により壊かい滅めつ。人っ子一人いなかったのだから。

　発見されたのはアクスとアルティアだけだ。

「どうやら生き延びていたようです。あのパラーチが……っ」

　アルティアも当然憎にくしみが募つのっていく。

　するとアルティアはコツンと軽く頭を小こ突づかれた。

「気持ちは分かるけど、君も一いつ緒しよに暴走したら誰だれがアクスを止めるのかな？」

「！　……すみません」

「今アクスは復ふく讐しゆう心しんだけに囚とらわれてしまってるはずだ。きっと生半可な言葉じゃ止まらないだろうな。止められるとしたら君やティトといった、同じ復讐心を持つ者だけかもしれない」

「隊長……」

「ここは俺に任せて行ってきなさいな」

「！　いいんですか？」

「よくはないけど、まあ仕方ないよね、この場合。その代わりアクスにはあとできっちり説教と処しよ罰ばつを科すから」

「……はい、ありがとうございます！」

　しかしそこへ招かれざる客が姿を見せた。

「──おらぁぁぁぁぁっ！」

　上空からの殺気を感じたカゲツたちは、一気にその場を離れて距きよ離りを取った。

　立っていた大地には、巨きよ大だいな塊かたまりが落ちたかのようなクレーターが生まれていた。

「おお、おお！　よく避よけたじゃねえかぁ！」

　土つち煙けむりを掃はらいながら現れたのは、この騒ぎの源である赤あか装しよう束ぞくの女──マルテスだった。

「今の反応はなかなかだ。お前ら……強えな」

　狩人かりゆうどが獲え物ものを見つけた時のように楽し気に笑えみを浮うかべる女。

「ん？　そういやその仮面姿、ルネスから聞いてた奴か？　こりゃこの仕事を引き受けて正解だったかもなぁ」

　女の笑みと狂きよう気きがさらに深みを増す。

「隊長！」

「アルティアは急いでアクスを回収。その後、すぐにこの場を離れるんだ」

「まさかこの危なそうな人を一人で？」

「しょうがないでしょ。これでも一応君たちの隊長だし」

「隊長……！　はい、分かりました！　死んでもちゃんと骨は拾ってあげますから！　では！」

「あ、あれぇ？　少しは激げき励れいの言葉とか……あ、もういないし」

　最近部下からの支持が益ます々ます失われている事実に溜ため息いきが零こぼれ出る。

「ちっ、一人逃にがしたか。まあいいや、お前を喰くって追いかけるとするか」

「あー悪いけどそれはできないと思うな」

「あ？　……何でだ──うっぐっ!?」

　まさに瞬またたきすら超こえるような一いつ瞬しゆんの最さ中なか、カゲツは女の背後を取ると、彼女の腕うでを取って地面に叩たたき伏ふせたのである。

「がっ……てんめぇぇぇっ」

「だからできないって言ったでしょ？」

「ふっざけんじゃねえぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

　突とつ如じよ女の全身から炎ほのおが噴ふき出たことにより、カゲツは慌あわてて離り脱だつする。

（これは火属性の魔ま法ほう？　いや、そんな感じじゃないな）

　何せ魔ま力りよくが彼女から一いつ切さい感じられないのだから。

「かははっ！　今の動きいいねぇ！　ちょっと油断しちまったが、これは最高の獲物だぁ」

　嬉うれしそうに女は立ち上がる。

「うわぁ、やっぱアルティア……代わってくれないかなぁ」

　明らかな戦せん闘とう狂きようの癖くせを持つ人物だ。こういう相手とは刃やいばを交えたくはない。

「ま、でも……もう終わってるんだけどね」

「はあ？　──っ!?　んぎゃぎゃぎゃぎゃあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　まるで雷かみなりにでも打たれたかのように全身を雷らい撃げきに包まれる女。けたたましいまでの悲鳴を上げ苦く悶もんの表情を浮かべている。

　よく見れば女の手首に細長い糸状のものが巻かれていた。そしてそれを辿たどっていくと、カゲツの右手首に嵌はめている時計型の装置へと繫つながっている。

　この装置は《リール》といって、内部に糸を収納しており、自在に取り出したり引き戻もどしたりできるのだ。

　女は両りよう膝ひざを崩くずし、その身体からプスプスと煙けむりが湧わき出ていた。

「ぐっ……クソが……っ」

「おっと、まだ意識があるんだ。結構強めに電でん撃げきを流したつもりだったんだけど」

　最初に相手の腕を取って拘こう束そくした時に、素す早ばやく糸を巻き付かせておいたのだ。

　この糸は魔力の伝導率が良い《鋼こう糸し》を利用しており、かなり丈じよう夫ぶでそう簡単に千切れることもない。

　なら先さき程ほどの電撃はというと、これがカゲツの──〝輪りん廻ね継けい承しよう〟の力である。

　すなわち雷の特性を持つ魔法を行使することが可能なのだ。

「君はこのままこちらで拘束させてもらうから」

　恐らく全身が痺しびれて身動きの取れない女にゆっくりと近づこうとすると……。

「……ク……クク……ククククククク」

「!?　……何だ？」

　いきなり笑い出した女にうすら寒い気配を感じ、カゲツはつい足を止めた。

　すると女の全身から先のように炎が溢あふれ出てきたのである。

（どう見ても身体の中から炎が出てる。一体どういう現象だ？）

　魔法ならば魔力を媒ばい介かいにして火と化す。

　また魔法の力を宿した道具ならば、その道具に搭とう載さいされた《マナディウム鉱石》が、魔力を発し現象化させる。

　しかしこれはどちらでもないようにカゲツには思えた。

「クッハァァァァァッ！　いいねぇ！　お前いいじゃねえかぁ！　さすがはマスターが執しゆう心しんする《ケイオス》を倒たおしただけはあるぜぇ！」

「《ケイオス》……？」

　それは確かアクスが【フォドンの町】で遭そう遇ぐうした人間兵器のこと。

　まず間違いなくアクスと見間違われているようだ。

「さあさあ！　存分に楽しもうぜ、殺し合いをなぁ？」

　奇き妙みようなことに雷撃が与あたえた傷がみるみる治ち癒ゆしている。

「……どうも厄やつ介かいな奴を引き受けちゃったみたいだね。やれやれ」

　それでもここを任せろと言った手前、隊長としても逃げるわけにはいかない。

　少なくとも部下たちが逃げ遂おおせる時間ができるまで。

　カゲツは気を引き締しめると、女に向かって駆かけ出していった。




　　　　　※




　セイガたちを振ふり切ったアクスは、鬱うつ陶とうしいまでに襲おそい掛かかってくるゴブリンどもを蹴け散ちらし、ようやくその奥にパラーチを発見することができた。

「見つけた……見つけたぁぁぁっ！」

　当の本人はいつの間にか予備の銀仮面でもあったのか、再び素す顔がおを隠かくしていた。

「おやおや、しつこいですねぇ」

「ならここで死ねっ！」

　膨ふくれ上がる怒いかりのままに、パラーチに向かって刀を振り下ろす。

　パラーチはまるで風にそよぐ柳やなぎのように受け流し回かい避ひしていく。

（くそっ、何で当たらないっ！）

　一いち撃げき一撃全力を込めて放っているのに、掠かすることすらしなくなっている。

　パラーチは飄ひよう々ひようと逃げ回る。

　その先にはゴブリンと戦っていた獣じゆう人じん兵へいがいたが、そいつを蹴けって吹ふき飛ばすと、それを見ていた他の獣人兵の数人が敵と判断してアクスに襲い掛かってきた。

　邪じや魔まをする者はすべて敵として映り、アクスは向かってくる獣人にゴブリンと、誰だれかれ構わず斬きっていく。

　その隙すきを狙ねらってか、パラーチがナイフ状にした血液を飛ばしてきて、それがアクスの太ふと腿ももに命中する。

　ガクッと膝ひざが落ちたところを、ゴブリンが接近してきてこん棒でアクスの頭部を殴なぐりつけた。頭から血が噴き出る。

　──だが。

　こんな痛みなど、今のアクスにとっては歩みを止める楔くさびにはならない。

「…………鬱陶しいぃ……っ」

　こちらは早くパラーチを殺したいのに……。

「ああもうマジでクソが……っ！　面めん倒どうなんだよっ！」

　本日二回目になる《革命支配リライト》を、目前に立つ獣人やゴブリンたちが所持する武器に使用する。

　ただの武器から一瞬にして爆ばく発はつする武器へと事象を書き換かえた。

　直後、武器が一いつ斉せいに爆発し、当然獣人たちはその被ひ害がいをまともに受けて弾はじけ飛んでいく。

　その爆発で吹き飛んだ地面が、礫つぶてとなってアクスにも襲い掛かるが、そんなことを気にもせずにパラーチだけを睨にらみつけている。

「ふむふむ。やはり君のその能力。とても厄やつ介かいですねぇ」

「っ！　いつまでもすまし顔で観察してるなよ！　お前は絶対にこのオレが──」

「────カラスくんっ！」

　声をかけてきたのは、巨きよ大だい化したミーボの背に乗ったティトだった。

　彼女に抱だきかかえられるようにしてネムタもいる。どうやら無事救出できたらしい。

「ティト、か。何の用だ？」

「そこまでにしなさい！　任務は完かん了りようしたわ！　今すぐ離脱するわよ！」

「ならお前らだけで先に離はなれろ。オレはアイツに用がある」

「ダメよ！　あなたね、周りが見えてないでしょ！　見てみなさい！」

　アクスの周りには重傷で倒れている獣人や息絶えているゴブリンが横たわっていた。

「当初の目的は不必要な戦せん闘とうはしないということでしょ！　特に獣人兵に手を出すのはできる限り控ひかえるはずだったわよ」

　確かに救出過程でどうしても戦闘行こう為いが必要になるのなら、気絶程度で済ませるという任務内容だった。

　それがアクスは怒りのままに獣人たちを瀕ひん死し状態へおいやってしまっていたのだ。

「…………それがどうした」

「カラスくん？」

「オレの邪じや魔まをするからだ。アイツは……オレから大切な人を奪うばった！　だから絶対に許さない！　殺す！　ブチ殺して仇かたきを取るんだよ！」

「落ち着きなさい！　そんな沸ふつ騰とうした頭で戦っても勝てるわけないでしょ！　相手はあなたが尊敬する母親に勝った人なんじゃないの!?」

「!?　………………うるさい」

「え？」

「うるさいんだよ。いいか、オレの邪魔をするな。するならお前も一いつ緒しよにここで──っ!?」

　その時、アクスの周囲を冷気が包み込み、同時に足が地面とともに凍こおり付いてしまった。

「っ！　…………何のつもりだ、アルッ！」

　睨むアクスの視線の先にはアルティアが立っていた。

「アクスくん、さっき何を言おうとしたんですか？」

「あぁ？　アルなら分かるだろ？　アイツが……アイツがオレたちの村を！　パウラさんを殺したんだぞっ！」

　まるで劇でも見ているかのように静かに佇たたずんでいるパラーチを指差す。

　アルティアもまたパラーチを睨みつけ怒いかりを露あらわにしたが、すぐに視線を逸そらしアクスに近づいていく。

　そして──パァンッ！

　乾かわいた音とともに、アクスの視界に星が飛び散った。

　頰ほおに湧き出す熱と痛み。

　自分がアルティアに叩たたかれたことを実感した。

「ア……アル？」

　思えば彼女にビンタなど初めてされた。

　見ればアルティアの表情は悲しみに歪ゆがめられ涙なみだ目めである。

「アクスくん……気持ちは分かります。痛いほどに。アルだって……今すぐ仇を討ちたいです！　でも……でもこんな状じよう況きようで暴走したら、きっと望みなんて叶かなわない」

「…………」

「それに逃にげる時間が延びれば延びるほど危険が増すんですよ？　そうなったらせっかく助けたネムタちゃんだけじゃなく、ティトちゃんたちも殺されてしまうかもしれません」

「！　…………アル」

　するとそこへティトもミーボから下りて近づいてきて、アクスの頰にペチンと軽くビンタした。

「そうよ。暴走したままで勝てる相手じゃないのはあなたなら分かってるでしょ？　もしあなたが死んだらどうするの？　私の傍そばにいてくれるって言ったのは噓うそ？」

　しかしその時、アルティアが「うっ」と小さな呻うめき声を上げて崩れ落ちた。

　見ればアルティアの背中に先さき程ほどアクスも太ふと腿ももに受けた血液の刃やいばが突つき刺ささっていたのである。

「いやはや、現在楽しんでいるところなので邪魔をしないでほしいですねぇ」

　アルティアを傷つけた元げん凶きようを改めて視界に捉とらえる。

「パラーチ……ッ」

「そうそう。君にはもっと見せてもらわないと。この世界の──可能性とやらを」

　彼女たちのお蔭かげでほんの少し理性を取り戻もどしていたアクスだったが、アルティアの怪け我がを見て、アクスの脳内にあの日の悪夢が蘇よみがえってくる。

　自分を庇かばい倒れたアルティアの姿。何もできなかった無力な子供だった時のことを──。

「オレは──うぐぅぅぅっ!?」

　突とつ然ぜん凄すさまじい激痛が右目に走った。

「アクスくんっ!?」

「アクスッ!?」

　アルティアたちが右目を押さえて蹲うずくまったアクスに触ふれようとしたが、

「うがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　アクスの身体から赤黒いオーラが迸ほとばしり、暴風のようなその圧力でアルティアたちが吹ふき飛ぶ。


　怒いかれ、怒れ、怒れ、怒れ、怒れ、怒れ、怒れ、怒れ、怒れ、怒れ。



　まるで悪あく魔まの囁ささやきのように、脳内に何者かの声がこだまする。


　憎にくめ、憎め、憎め、憎め、憎め、憎め、憎め、憎め、憎め、憎め。

　怨うらめ、怨め、怨め、怨め、怨め、怨め、怨め、怨め、怨め、怨め。



　アクスの感情を滾たぎらせてくる。

　その言葉に従い、右目の痛みはさらに苛か烈れつなものへと変化し、同時にその瞳ひとみに刻まれた紋もん様ようもまた変へん貌ぼうを遂とげていく。

　翼つばさを模したようなものだったソレが、まるで〝竜りゆうの顔〟を示す形へと変わる。

　アクスの中で憎しみが際限なく膨ふくれ上がり、何も考えられなくなってきた。

「おお……これは……！」

　心配するアルティアたちとは逆に、ただ一人、パラーチだけがアクスの様子を見て感かん嘆たんの声を上げていた。

　それは待ちに待っていたものに出会えたような表情である。

（マズイ……このままじゃ……っ!?）

　ほんの僅わずかだが、まだアクスには理性が残っていた。きっとそれはアルティアたちのお蔭である。

　しかしこのままでは先程までとは比べ物にならないほどの暴走を引き起こしてしまうことを直感していた。

　恐おそらくパラーチにだけでなく、ただただ暴れ回る存在と化してしまう……。

　それはあの【クリノーク】の消しよう滅めつを引き起こした時のように──。

　だがとてもではないが、この強きよう烈れつな感情の渦うずをコントロールすることができずにいた。




「──んもう、しょうがないなぁ」




　そんな時だった。

　めんどくさそうに間延びした声こわ音ねが耳じ朶だを打ったと思ったら、肩かたにどしっと何か重いものが乗っかったような気がした。

「怠けることこそ正義すべては自由のために──《万象堕落ダウナー》」

　その言葉を紡つむいだのはネムタだった。彼女の瞳には、三つの爪つめを模した黒き紋様が刻まれている。

　それと同時にだが、アクスは自分の肩からぬぅっと何かが顔を出したことに気づく。

　正体は──────小さな牛だった。

　ぬいぐるみのように可愛かわいらしくデフォルメされている。

　しかも何故なぜかぐったりと横になり、眠ねむそうな顔で欠伸あくびをしているのだ。

　さらには真ん丸い腹に『１００』と、デジタルな数字が刻まれている。

（何だ……コレは……っ!?）

　一いつ瞬しゆんモンスターかとも思ったが、どうもそんな感じではない。

　どういうわけか、この牛からはまったくといっていいほど危険が感じられないのである。

　目め障ざわりだが、ただ肩の上で寝ね転ころび欠伸をしているだけ。

　すると、だ。どういうわけか急激に感情が冷めていくのを覚えた。

　並行して身体に得も言われぬ虚きよ脱だつ感かんが襲い掛かかり、全身に力が入らなくなってきたのである。

　気づけば牛の腹に刻まれた数字が、一秒間かん隔かくで減っていっていた。

　どうやら何かしらのカウントダウンのようだ。

　数字が減る度たびに脱だつ力りよく感かんが増していき、思わず倒たおれそうになったところ、フッと誰だれかに前と後ろから抱きしめられた。

　アルティアとティトである。

「もう大だい丈じよう夫ぶです。落ち着いてください、アクスくん」

「世話を焼かさないでよね、カラスくん」

　二人の言葉がスッと胸の奥に入っていき、それまでアクスを支配していた怒りが霧む散さんした。

「………………ありがとな、二人とも。それと、ごめん」

　無事に正気に戻ることができたアクスであった。







「────なるほど。コレが《怠たい惰だの紋章眼オラクル・ウイル》の力ですか」

　やっと自分を取り戻したところに、それまで何故か観察に徹てつしていたパラーチの声が警けい戒かいを再度呼び起こした。

　アクスと同じように、彼の肩の上にも牛がピッタリとくっついている。
















　そのまま手を握にぎっては開いて身体を動かし、牛を無理矢理引き剝はがそうとするがビクともしない。

「この徐じよ々じよに力と精神が削けずられている感覚……。それに魔ま力りよくも練ることができないとは。なるほど、さすがに恐おそろしい力です。是ぜ非ひとも手に入れたいものですねぇ」

　パラーチがジッと物欲しそうな眼まな差ざしをネムタへ向けると、ネムタは「うげっ」と心底不快といった表情を浮うかべる。

「ちなみにこの奇き妙みような生物？　のカウントは何を意味するのでしょうか？」

「さあ？」

「ふむ。まあ答えるわけはありませんか。ただ《紋章眼オラクル・ウイル》の力……ただでは済みそうにありませんね。しかし強大な力にも必ず制限が存在します。ということで私はここらへんでお暇いとまさせて頂きましょうか」

　パラーチの言葉に全員が「は？」と目を丸くする。

「ああ、それと一つだけ礼を言っておきましょう。あなたたちの介かい入にゆうのお蔭かげで、こちらも大たい儀ぎが成せました。心から感謝しますよ、フフフ」

　大儀……？　とアクスが思った直後、パラーチがパチンと指を鳴らした。

　すると音と同時にパラーチの身体が大量の血液となり地面に飛び散ったのである。

「!?　まさかアイツ……」

「どうやら魔ま法ほうで作った分身体だったようですね」

　アクスが口にするよりも早くアルティアが回答した。

（……はぁ。そんなことにも気づかずにオレはアレを追ってたわけか。もしアルティアたちに止められてなかったら、このまま奴やつの術中にハマって最悪……）

　囚とらわれているか殺されていたかもしれない。

　普ふ段だんなら気づけただろうが、怒いかりで周りが見えていなかった自分に反省する。

「それにしても……うぐっ」

「アクスくん!?　どうしたの！」

「い、いや……何だか全身に力は入らないし、息もし辛づらくなってきた」

「！　もういいわネムタ、あなたの力を解除して！」

「あーオッケ～」

　ティトの言葉を受けネムタが返事をした瞬しゆん間かん、スッと身体が軽くなる。

　肩の上にいた牛も同じくして消えていた。

「大丈夫、カラスくん？」

「あ、ああ。大丈夫だが……」

　チラリとネムタの方を説明欲しさにアクスが見ると、それを察してかティトが口を開く。

「彼女、ネムタの《紋章眼オラクル・ウイル》の力よ」

　ティト曰いわく、その能力は〝対象への虚きよ脱だつ〟。

　文字通り対象となった者は、あらゆる力が徐々に削そぎ落とされてしまうのである。

　ちなみに突とつ如じよ現れた牛は無害ではあるが、対象にカウントを示す役割を担になう。

「実感したと思うけれど、カウントが減るごとに虚脱感は増していくわ。そして数字がゼロになったら──」

　思わせぶりに溜ためるので、ついアクスの喉のどがゴクリとなる。

「生きる気力を失い、まるで廃はい人じん状態みたいになるらしいわ」

　そんな危険な能力をかけられたのかと思うと背筋が凍こおり付いてしまった。

「さ、さすが《紋章眼オラクル・ウイル》ですね。アクスくんも大たい概がいですけど、ネムタちゃんもヤバさ全開ですぅ」

　アルティアも蒼そう白はくになって顔を引き攣つらせていた。

「いや、でも助かった。礼を言う、ありがとうネムタ」

「…………すぴー」

「え？」

　寝ねて……る？

「あーごめんアクス、目め一いつ杯ぱい力使っちゃったから寝ちゃったよ」

　申し訳なさそうにミーボが言う。

　そういえば力を使い過ぎると睡すい魔まが襲おそってくるという反動を持っているのを忘れていた。

　それならまたあとで言い直そう。

　アクスはパラーチがいた場所──血ち溜だまりを見つめる。

「アクスくん……」

「大丈夫だよアル。だから今はやるべきことをしよう」

「！　はい！」

「ティトとネムタはミーボの中に隠かくれろ。オレとアルが先導してこの戦線から離り脱だつ──」




「────やっと見つけたぞっ！」




　タイミングの悪いことに、セイガとその仲間の二人が姿を見せた。

「まったく、いつまでも鬱うつ陶とうしい奴らだ」

　舌打ち交じりにそう言うと、アクスたちは一カ所に固まりセイガたちを迎むかえ撃うつ。

「大人しく捕つかまって裁きを受けてもらうぜ！」

　息巻いているセイガたちを振ふり切るには、誰だれかが囮おとり役を買って出るのが効率が良いいだろう。

「アル、ミーボたちと一いつ緒しよにここから離はなれろ。あと、隊長の回収も忘れずにな」

「アクスくん一人を残してですか!?」

「安心しろ。まだ《革命支配リライト》は残してあるし、お前らが逃にげたあとに全力でオレも離脱するから」

「…………ほんとですね？」

「約束する。もう暴走はしない」

「……分かりました。ミーボちゃん、行きますよ！」

　アルティアたちがアクスに背を向けてカゲツがいる場所へ向けて走り出す。

（よし、あとは時間稼かせぎを──）

　そう思った矢先の出来事だった。

　アルティアたちが向かった先から、巨きよ大だいな衝しよう撃げき音おんとともに悲鳴が響ひびき渡わたったのである。

　アクスが「何だ!?」と確認してみると、見たことも無いほど巨大なゴブリンが、その身みの丈たけ以上もの金棒を振り回していた。

「あ、あれはゴブリンカイザーッ!?」

　巨大ゴブリンを見てそう叫さけんだのは、セイガの傍そばにいたヒズミという少年だった。

（ゴブリンカイザーだって!?　確かそいつは【ゴブリンの谷】にいるんじゃないのか？）

【パリストン村】で聞いた話を思い出した。

　四年周期で大量発生するゴブリンと、その時期に誕生する王──ゴブリンカイザー。

　それらに獣じゆう人じんたちは悩なやまされているらしいが、今年はまだ起きていなかった。

「それが何故なぜここに……いや、あの女の仕し業わざなんだろうが」

　モンスターを召しよう喚かんする能力を持っているとしたら厄やつ介かいだ。相手の戦力がまったく測れないからである。

　見るとゴブリンカイザーもまた腐ふ乱らん死体のような風ふう貌ぼうであり、ただただ金棒を振り回して暴れまくっていた。味方のゴブリンかすらも関係なく。

　ただ一人、ゴブリンカイザーの肩かたの上にいるマルテスは別として。

「カハハハハハ！　こんなゾンビ野や郎ろうに手も足も出ねえのかよ！　それでも【ドーラ王国】が誇ほこる獣人兵団か！　カハハハハハハ！」

　完全に愉ゆ快かい犯はんのように金棒に吹ふき飛ばされる獣人たちを見て笑っている。

「セイガ、このままじゃ兵たちが！」

「分かってるよ！　今すぐ俺の力で助ける！」

　リリオラの言葉に、先さつきまでアクスに向けていた意識をゴブリンカイザーへと移すセイガ。

　お前のことは後回しだと言わんばかりにアクスの脇わきを通り過ぎていく。

（あの真まっ直すぐで純じゆん粋すいなまでの感情……）

　似ている……と思った。

　そう、かつて一月ほどともに過ごした親友に。

　名前も──セイガ。

　そういえば彼は帝てい国こく出身だと言っていた。

　記き憶おくからセイガの特とく徴ちようを引っ張り出す度たびに、辻つじ褄つまが恐ろしいほど合がつ致ちしていく。

「やはりお前なのか……セイガ」

　味方の命を守るために走っていくセイガの背中を見ながらアクスは顔をしかめた。

　仮に目の前のセイガが、自分の知る友だとしたら……。

「だとしてもオレは──」

　すでに選んだ道を変えることなどできない。

　何故ならそれは自分が生きる目的でもあるのだから──。




　　　　　※




　できればリカルドを惨ざん殺さつした黒くろ装しよう束ぞくの男を一刻も早く捕ほ縛ばくしたいところだったが、突如出現したゴブリンカイザーを放置していては、さらに被ひ害がいが大きくなると判断し、セイガは皆みなを救うためにゴブリンカイザー討とう伐ばつへと走った。

　敵が持つ金棒は地面を砕くだき味方を面おも白しろいように吹き飛ばしている。

　そんな凄すさまじい膂りよ力りよくにしっかりと対たい抗こうし得ているのは、第一王子ゴレアスと《黒面》を装着している謎なぞの人物だ。

　後者は恐らく黒装束の男の仲間であろうが。

「カハハハハハ！　ほらほらぁ、そっちの仮面野郎も筋肉獣人もまとめて死ねぇっ！」

　ゴブリンカイザーの肩の上で叫んでいる女が、どういうわけかここにいるゴブリンたちの親玉のような存在らしい。

　しかも《黒面》を狙ねらっているところをみると、どうやらあの女とゴブリンたちとは別口のようだ。

　いや、今はそんなことどうでもいい。

「我が支柱は不倒なりすべてを護り抜け──《王下無双ロード》！」

　自身の《紋章眼オラクル・ウイル》の力を行使し、周囲に魔ま力りよくフィールドを展開する。

　すでに負った傷は治ち癒ゆできないものの、この能力で今後受けるダメージはすべてゼロにすることが可能なのだ。

　またこのフィールド内にいるだけで痛みを消すこともできるので、それまでに負っていた傷が深くて動けなくても再び戦うことができるのである。

　獣人兵たちが吹ふき飛ばされても無傷で立ち上がる様を見て、ゴレアスがその事象を引き起こしているセイガを見て呟つぶやく。

「人間め、味な真似まねをする。だが──これで形勢は逆転だ！　お前たちぃ、ゴブリンどもを一気に蹴け散ちらせぇ！　あのデカブツは私に任せろ！」

「「「「おおぉぉぉぉぉぉぉっ！」」」」

　ゴレアスが所持する鉄てつ棍こんをブンブンと振ふり回し、ゴブリンカイザーの金棒と打ち合い鎬しのぎを削けずっている。

　あれほどの馬ば鹿か力ぢからを真正面から受け止めたり弾はじき返すとは、さすがは『武王』とも呼ばれた【ドーラ王国】の王──ハヌヴァンの長男だ。

　かの『武王』はかつて単身で帝国に乗り込み、大暴れしたのち帝国軍を半はん壊かいにさせた上生存を果たした古ふる強つわ者ものだと聞いたことがある。

　その血を引き継つぐ彼もまた剛ごうの者ものということだろう。

「ちぃっ、なかなかやるじゃないか！　そうじゃねえとなぁっ！」

　マルテスが隙すきを見て飛び込み、ゴレアスに向かって斧おのを振り下ろす。

　ゴブリンカイザーの金棒を弾いた瞬間を狙われたあとのことで、女の攻こう撃げきを左ひだり肩かたに受けてしまった──が。

「小こ賢ざかしいわぁぁぁぁっ！」

　斬きられた部分からは血の一いつ滴てきすら噴ふん出しゆつせず、傷もすぐに塞ふさがる。

　それはまさしくセイガが生み出す奇き跡せきだった。

　ゴレアスの追つい撃げきによって、女は鉄棍を脇わき腹ばらに受けて弾け飛んでいく。

　だがすぐに身体を捻ひねってから地面をしっかりと踏ふみしめ勢いを殺す。

「げほっ、今のは一体……？　…………そうか、あの白いのの力ってわけか」

　セイガの能力が引き起こした現象だと気づいたようだ。

　だがすぐにニィ……と笑えみを浮うかべると、女はゴブリンカイザーの肩の上に乗ってその場から離れていく。

「逃にげる……いや、まさか気づかれたのか!?」

　どうやらその考えは的中していたようで、魔力フィールド外へ逃げると足を止めてこちらを観察し始めた。

（マズイな……）

　実はこの能力にもリスクや制限が存在する。

　確かにこの魔力フィールド内では味方は無敵になるが、一度展開すれば次に新たに展開するのに十分のインターバルを要するのだ。

　それにこの力は想像以上に魔力を消費することもあり、回数や持続時間も限られてくる。

　またセイガ自身もこの場から動けないというリスクもあった。

（まだあと数回くらいは大だい丈じよう夫ぶだけど、また逃げられたら……）

　対策も立てられやすいのが欠点でもあった。

　何せフィールドの外へと離れればいいのだから。

「思った通りだぜ！　ほら来いよぉ！　こっちで遊ぼうぜぇっ！」

　明らかな挑ちよう発はつが女から繰くり出される。

　それを受けてゴレアスが飛び出ていく。

「いけません、ゴレアス殿どの！」

　ヒズミが注意を向けるが、

「黙だまれ！　人間などの力など借りずとも、あのような輩やからなど私一人で十分だ！」

　そう言ってゴレアスはフィールドの外へ駆かけ出していった。

　すぐにでも追っていきたいセイガだが、解いてしまえば周りにいる傷を負った兵士が戦えなくなりゴブリンたちの餌え食じきにされかねない。

　そうでなくとも致ちめ命いし傷ように近いものを負っている者だっているのだ。

　できればこの間に手当てをしてほしいのが現状である。

　だから能力を解除してゴレアスを追うわけにはいかない。

　見るとゴブリンカイザーと女のタッグ攻撃に、一人ゴレアスは四苦八苦している様子が窺うかがえる。

「どうするの、セイガ？　あの王子様放っておいていいの？」

「仕方ないではありませんか、リリオラ。あれはもう自じ業ごう自じ得とくです」

「ちょっとヒズミ、アンタに聞いてないんだけど？」

「ではあなたが彼が致命傷を負ったら助けますか？　あなたのあの能力で」

「それはないわ！　アタシの力はセイガのためだけのものだもの！」

　胸を張って宣言するリリオラに、ヒズミが呆あきれたように肩を竦すくめる。

「二人とも、今はとにかくゴブリンたちをやっつけろ！　まずはそれからだ！」

　だがリリオラの言うように、このまま助すけ太刀だちに行けないのは問題かもしれない。

　何とかこの場にいるゴブリンたちを速そつ攻こうで一いつ掃そうして助けに向かいたいが……。

　と、希望を脳裏に浮かび上がらせたその時──。

「……え？」

　視界の端はしを通り過ぎる二つの影かげを見た。

　それは──《黒面》を着けた二人の賊ぞくだったのである。




　　　　　※




「いいか隊長、まずは足止めしてからトドメを刺さす」

　ゴブリンカイザーに向かって走りながら、アクスは隣となりを並走するカゲツに伝えた。

「やれやれ、まさかお前が手助けするなんてね。どういう風の吹き回しなんだか」

　ゴブリンカイザーの傍そばにいたカゲツと接し、敵を倒たおす算段を彼に教えたのである。

　ちなみにアルティアたちには別の方向へと逃げるように言った。

　今いま頃ごろはピュアラと合流を果たしていることだろう。

「別に。ただ橋の時にもスカウトの邪じや魔まをしたあの女に借りを返したいだけだ」

「ふぅん。ま、そういうことにしておくよ」

　実際、アクスの真意は別のところにあった。

　チラリと意識を先さき程ほど通り過ぎたセイガに向ける。

　もし本当にアイツが自分の知るセイガなら、少しくらい手を貸してやろうという気持ちがないわけではなかった。

　もちろん恩を着せるつもりでも誰だれかに頼たのまれたからでもない。

　何となく自分の感情がそっちへ向いただけのこと。

　そう、ただそれだけのことである……。

「じゃあ行くよアクス。──散開！」

　カゲツの言葉で、アクスは彼から離はなれていきゴブリンカイザーの傍にある岩山へと昇のぼっていく。

　カゲツはそのまま素す早ばやい動きでゴブリンカイザーの足元へと飛び込んだ。

「何だい!?　お前っ、どこに逃げたかと思いきや！」

　マルテスがゴレアスの相手をしながらカゲツの存在に気づく。

　しかしカゲツは無視し、巨きよ木ぼくのように太いゴブリンカイザーの右足にピタッと左手を振ふれた。

「さぁて、少し大人しくしててもらうぞ──《雷帝の茨サンダーボルト・バインド》！」

　カゲツの左手を通して、青あお紫むらさきに輝かがやく電でん撃げきが蛇へびのようにゴブリンカイザーの足から全身へと伸のびていく。

　それが徐じよ々じよに大きくなって茨いばらの形へと変へん貌ぼうし対象の身体を締しめ付ける。

　バチバチバチバチバチィッと、放電の光とともに耳をつんざくような音が響ひびく。

「ウガァァァァァァァァァァアアアアアアアッ!?」

　拘こう束そくと電撃の苦しさからか、ゴブリンカイザーが堪たまらず声を上げて悶もだえだす。

「ちぃっ、余計なことをするんじゃねえよっ！」

　カゲツに接近し斧を振るう女。

　しかしカゲツは軽やかに後方へ跳とんで回かい避ひすると、スッと人差し指を上へと向ける。

「いいのかね？　ここにいると巻まき添ぞえになっちゃうけど」

「「は？」」

　忠告に対し、同時に女とゴレアスがハモると頭上を向いた。

　遥はるか上空、そこではまるで鳥のように浮かぶアクスの姿がある。

「隊長、どうやらちゃんと仕事してくれたらしいな」

　風の魔ま法ほうを駆く使しして、ここまで跳び上がってきたアクス。

　黒くろ装しよう束ぞくをバタバタと大きくはためかせながら落下中であった。

「さて、じゃあ終わらせるか」

　狙いは──ゴブリンカイザーの頭頂部。

　アクスは両手の人差し指を立てると、その場でクルクルと円を描えがき始めた。

「風よ、渦うず巻まけ」

　指先から次第に風が発生し竜たつ巻まき状に広がっていく。

　どんどんそれが大きく成長していき、まるで竜巻の翼つばさでアクスが空を飛んでいるかのように頭上からは見えているだろう。

　両りよう腕うでをゆっくりと自分の頭上へと持っていき、ピタッと指先を合わせる。

　すると二つの竜巻が融ゆう合ごうし、一気に規模が拡大化した。

　しかしこのままゴブリンカイザーにぶつけたところで、あれだけの巨きよ体たいの防ぼう御ぎよ力りよくを貫かん通つうできるダメージは与あたえられない。精々吹き飛ばすくらいだろう。

　それでは倒すことは叶かなわない。

　だがアクスはそれでも両腕をゴブリンカイザーに向けて振り下ろした。

　拡大化した竜巻が物もの凄すごい勢いでゴブリンカイザーに向かって滑すべるように落下していく。

「あとは仕上げだ」

　スーッとアクスの瞳ひとみに黒き紋もん様ようが浮かび上がる。

「革命の灯を点せすべてを書き換えろ──《革命支配リライト》！」

　対象は竜巻。風の集合体は、徐じよ々じよに凍とう結けつするかのように変質し鈍にぶい光こう沢たくを得て実体化し始める。

　回転力はそのままに、肉眼でもハッキリと見えるそれは、まさに〝ドリル〟と呼ぶに相応ふさわしい仕上がりとなっていた。

「貫つらぬけ────《風爆閃スパイラル・レイ》ッ！」

　周囲の大気をも巻き込んで落ちてくる風の塊かたまりに、ゴブリンカイザーの傍そばにいたゴレアスたちは焦あせりを見せる。

　アレに込められた威い力りよくを肌はだで感じ取ったようだ。

　ゴレアスはすぐさま避ひ難なんしつつ、部下たちにも距きよ離りを取るように言う。

　そしてマルテスはというと、

「は、はは……すげえじゃねえか！　何だよソレはぁっ！」

　よりにもよって、アクスの魔ま法ほうに対し感動に打ち震ふるえていた。

　だがすぐに眉まゆをひそめて舌打ちをすると、

「さすがにアレをまともに喰くらっちまうと一ひと溜たまりもねえな。いつの間にかあの雷かみなり野や郎ろうもいねえし……まあいい。十分楽しめたし敵の戦力も確認できた。まあルネスにはまた小言を言われそうだけどな。カハハ、名残なごり惜おしいが、ここらで終しまいにするか」

　そう言うと、懐ふところから一枚の札を取り出すと、それをビリッと破った。

　札が光になって霧む散さんすると同時に、女の身体が発光した直後にその場から光の粒りゆう子しとなって消失したのである。

　そのコンマ数秒後、アクスの放った《風爆閃スパイラル・レイ》が、雷の茨いばらによって身動きの取れないゴブリンカイザーに命中した。

　せめてもの抵てい抗こうなのか、上を向いたことにより額を直ちよく撃げきしたのである。

　そこに貼はられた黒い札を一いつ瞬しゆんで塵ちりと化しつつ、そのまま頭部を根こそぎ消失させながら螺ら旋せんの槍やりは地面に突つき刺ささり大規模爆ばく発はつを生む。

　その威力は凄すさまじく、大地を削けずり岩山を砕くだきゴブリンカイザーの身体を紙のように吹き飛ばした。

　アクスはそのまま風に乗り、目標を撃げき破はしたことを確認すると一つの岩山の頂上に降り立つ。

　そんな圧あつ倒とう的てきな魔法でゴブリンの王を屠ほふった存在を、誰だれもが言葉を失い見入っている。

　しかしその中、一人だけアクスへと近づくため、岩山を素す早ばやく駆け上がる人物がいた。

　──セイガである。

「お前ぇぇぇぇぇぇっ！」

　自分が呼ばれたことを悟さとり、アクスは振ふり向くとセイガが剣けんを振ってきた。

　咄とつ嗟さに避よけたが、蹴けりを放ってきて仮面に掠かすってしまう。その衝しよう撃げきで右目の部分だけが砕けて露あらわになる。

　さらに追つい撃げきとばかりに剣を振りかぶってきたセイガに対し、今度は刀でそれを受け止めた。

　しばらくそのままギリギリと刃やいばの削けずり合いが続き火花が散るが、先に口を切ったのはアクスだ。

「白いの、名前を聞こうか」

「！　セイガだ！　セイガ・Ｓ・デュナミスッ！」

「!?　…………そうか」

　信じたくはなかった。

　あまりに多くの特とく徴ちようが符ふ合ごうしていたとはいえ、一いち縷るの望みをかけて名を聞いたが、もう間ま違ちがいようがないだろう。

　初めて会った時、〝Ｓ〟というミドルネームはついていなかったが、それ以外は一いつ致ちしている。

「お前も名乗れっ！」

「────────アクスだ」

「え……え？　アク……ス？　……やっぱりあの時聞いたのは間違いじゃなかったのかよ」

　あの時というのは、恐おそらくは【フォドンの町】の鉱山での邂かい逅こう時だろう。

　セイガもまた信じられないという面おも持もちで首を振っている。

　衝撃告白に油断をしたセイガは、全身から力を緩ゆるめてしまっていた。

　その隙すきを狙ねらい、彼に向けて風の塊をぶつけて岩山から吹き飛ばす。

「うっぐっ！　このぉぉっ!?」

　空中に投げ出されたセイガだったが、器用に身体を回転させて地上へと降り立つ。

　アクスは眼下に映るセイガをただただ見つめる。

「お、お前……本当にアクス……いや、俺の知ってるアクスなのか！　おい、【フォドンの町】を知ってるか！」

「…………」

「答えろよ！　どうなんだ！」

「…………」

「何か言えよっ！　何でお前がリカルド様を！　あんな優しくて……妹思いの人を殺したんだ！」

「……妹思い、か」

「どんな理由があったって、人殺しなんて許されねえ！　俺はぜってー許さねえからな、アクスッ！」

　アクスは興奮しているセイガをよそに黙だまって踵きびすを返す。

　答えずとも恐らくセイガもまた感じていることだろう。

　互たがいに知り得たくない事実を知ったという現実を。

　できることならこんな再会はしたくなかった。

　あの頃ころはまさか敵同士になるなど思いもしなかった。

　だがこの宿命は、生まれつき定められていたものだということも分かったのである。

〝大罪〟と〝美徳〟。

　それぞれの紋もんを持ち得うる者同士だ。

　対極する二つの存在は、決して交わることがないと聞く。

（許さない……か。約束は……果たせなかったな）

　いつか帝てい国こくに行って、彼に案内をしてもらうこと。

　それはもう永遠にできないだろう。

　胸の奥がキリッと痛んだ。

　しかしここで嘆なげき膝ひざを屈くつしてしまうほど、アクスが背負っているものは決して軽くない。

　だから──。

「さよならだ──セイガ」

　ハッキリと互いの立場を理解し繫つながりを断絶した言葉だった。

　これでもう次に会う時は、互いに殺し合う──敵だ。

「ちょ、待て！　待てよっ、アクスゥゥゥゥッ！」

　制止の言葉を待たず、アクスはその場から姿を消した。




　　　　　※




　自分の言葉を無視して消えたアクスにむかっ腹が立ち、八つ当たりで岩山を殴なぐりつけるセイガ。

　岩いわ肌はだに亀き裂れつが走り、拳こぶしにもじんわりと痛みがくる。

「アイツが……アクスなのかよぉ……っ！」

　本人は認めていない。こちらの問いに答えてはくれなかったから。

　しかし初めて会った時から何か感じるものがあったのも確かだ。

　その中には懐なつかしいという思いも多分に含ふくまれていた。

　そして直じかに言葉を交わし、刃をぶつけ合ったことで疑ぎ惑わくが確信へと変わっていく。

「生きてくれてたのは嬉うれしい……けど何でだよぉ、何でお前がリカルド殿でん下かを……」

　あんな妹思いの優しい王子を殺す理由が見当たらない。

　それにパラーチ大将に対する明確なまでの殺意。

（そういえば何であんなに怒おこってたんだ……？）

　ふと疑問を浮うかべたその時、

「いやはや、とんだ災難に見み舞まわれてしまいましたねぇ」

　こんな状じよう況きようだというのに軽い口調で現れたのはパラーチだった。

「パラーチ大将……」

「デュナミス少しよう佐さもご苦労様でした。あなたのお蔭かげで、多くの兵が命を取り留めることができたでしょう」

　あのマルテスが消えた瞬しゆん間かんに、他のゴブリンたちも糸が切れたマリオネットみたいに大地に沈しずんだ。

　大おお怪け我がを負った兵士たちも、何とか一命を取り留めている。無論死んでしまった者も多いが。

　そう、死んでしまった者が……。

「…………リカルド殿下」

　セイガだけでなく、生き残っている帝国兵たち全員が顔を真っ青にして俯うつむいている。

　自分たちが守り切れなかったものの大きさを痛感していた。

　中には涙なみだを流し謝罪を述べている兵士もいる。

　そう、リカルド王子は兵にも優しく接しており慕したわれていたのだ。

　誰も言葉を発せず、ただただ沈ちん黙もくだけがその場に流れている。

　そんな中、どうしても確かめたいことがあり、セイガは問うことにした。

「……パラーチ大将」

「何ですか、少佐？」

「一つ、聞いてもよろしいですか？」

「事後処理もありますから手早くであれば」

　ゴクリと喉のどを鳴らすと、セイガは嚙かみしめるように言葉を吐はく。

「大将は……アク……あの黒くろ装しよう束ぞくの人物と顔見知りだったのですか？」

「う～ん、どうでしょうか？　まあ、軍の大将ともなれば周りから結構恨うらみを買ってますからね。それに恐おそらくアレは《在るべき世界アヴニール》の輩やから。私の命を狙ねらうのは至し極ごく当然のように思えますね」

　正論のように聞こえるが、何となく本音を隠かくしているような気もした。

　しかしこれ以上追つい及きゆうしても素す直なおに教えてくれるとは思えない。

　ここは自分で調べないと結局は納なつ得とくできないかもしれない。

「そうですか。不ぶ躾しつけな質問、失礼しました」

「いえいえ。それよりも……早く殿でん下かをお運びしてあげなくては」

　パラーチはそう言うと、服が汚よごれるのにも構わず、血ち塗まみれのリカルドの身体を馬車へと運ぶために移動を開始した。

「セイガ、我われ々われも参りましょう」

　ヒズミが声をかけてきたので、短く「ああ」とだけ答える。

「もう！　そうよセイガ、ほら、こんなとこ怪け我がして」

　口を尖とがらせたリリオラが近づいてきて、セイガの血の滲にじんだ拳こぶしを両手でそっと摑つかんだ。

　すると淡あわい光がセイガの拳を包み、傷を癒いやしていく。

「悪いな、リリオラ」

「ううん！　アタシの力はセイガのものだもの！」

　満面の笑えみで応えてくれる彼女にはいつも本当に助かっている。

　セイガはふぅっと憂ゆう鬱うつな気分で溜ため息いきを吐つくと、もう一度先さき程ほどアクスが立っていた岩山を見上げた。

（……アクス、お前が何でこんなことをしてるのか知らねえけど、ぜってー俺が止めてやるからな）

　それが親友としてアクスにしてあげられることだと、セイガは固く決意した。
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【処しよ刑けい台の丘おか】周辺を戦場に叩たたき落とした張本人である赤あか装しよう束ぞくの女──マルテスは、現在ある遺い跡せきの中にある半はん壊かいした舞ぶ台たいの上に立っていた。

　その舞台を挟はさむように、見上げるほど巨きよ大だいな二つの像が向かい合っている。

　一つは墨すみで塗ぬり潰つぶしたような漆しつ黒こくに彩いろどられた人型の像で、もう一方もまた人型ではあるが雪のように全体が白く輝かがやいていた。

「ふぅ～しんどかった」

「何がしんどかったよ。結局任務は失敗しているじゃない」

　肩かたを回しながら言うマルテスに真実を突つき付けるのはルネスだった。

「うっせぇなぁ。しょうがねえだろうが。イレギュラーがいたんだしよぉ」

「……例の革命団ね。まさかあそこでかち合うことになるなんて」

　どうやら頭の良いいルネスにも予想できなかったことらしい。

「けど三つの勢力の戦力が確認できただけでも良かったじゃねえか」

「獣じゆう人じん、帝てい国こく、そして革命団。確かにそうだけれど、あれだけの規模の戦せん闘とうになるのなら、教主様に通達して《ケイオス》の実験場に使うべきだったわね」

「ああ、楽しかったぜぇ！　特にあの黒い面を被かぶった連中は良かった」

　戦場を思い返し恍こう惚こつに頰ほおを緩ゆるめるマルテス。

　それを呆あきれた様子でルネスは溜め息を零こぼす。

「まあリカルド王子が死んだのは利点ね。欲よくをいえばゴレアス王子も亡なき骸がらに変えてほしかったけど」

「それはまた次やってやるさ」

「はぁ……。とりあえず教主様には私が報告しておくわ。せっかく手に入れた駒こまであるゴブリンたちを宛あてがっても、マルテスは十分に任務を果たせませんでしたとね」

「おいっ！　お前の読みが外れたこともちゃんと報告しろよ！」

「…………善処するわ」

「言うつもりねえだろ絶対っ！」

　こういう言い方をする奴やつらで、ちゃんと口にした試しがないことをマルテスは知っているのだ。

「そんなことよりも次の任務よ」

「はぁ？　ちょっとは休ませろよ……ったく」

「この紙に書いてあるからちゃんと読みなさい」

　ルネスが投げつけた四つ折りになった紙をマルテスが受け取ると、「へいへーい」と言ってポケットに入れて歩き出す。

　残されたルネスは、思いに耽ふけるような表情で二つの像を見やる。

「戦場に現れた二つの《紋章眼オラクル・ウイル》。教主様の仰おつしやる通り歴史は繰くり返すというわけね。そしていずれはこの二人のように──」

　それぞれの像の瞳ひとみには、明らかな《紋章眼オラクル・ウイル》と呼べる紋もんが刻まれていた。
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　──【ドーラ王国】、王の執しつ務む室しつ。

　部屋の中では、国王であるハヌヴァンが難しい顔で唸うなっていた。

　そこへノックのあと、ハヌヴァンの入室許可を受け二人の人物が入ってきたのである。

　ハヌヴァンの血を引く息子──アモンとゴレアスだ。

「父上、お呼びでしょうか」

　ゴレアスが腹に響ひびくような低い声を上げた。だがどちらかというと不ふ機き嫌げんそうだ。

　それはゴレアスが隣となりに立つアモンを一いち瞥べつして眉まゆをひそめたのが理由になるだろう。

「来たか息子たちよ。報告は聞いた。ゴレアス、ヘマをしたな」

「！　……申し訳ありません」

　ヘマ──外部の者の介かい入にゆうによって食しよく糧りよう泥どろ棒ぼうの処しよ刑けいが失敗に終わるばかりか、多くの兵士たちを失ってしまったことだろう。

「まあまあ、兄さんがいたからあれだけの被ひ害がいで済んだんだと思うのですよ」

　アモンがゴレアスを庇かばうように発言するが……。

「アモン、お前は黙だまっていろ」

「え～しかし～」

「しかしではない。結果は結果。それを真しん摯しに受け止めるのが王族というものだ。それよりもお前はまたそのような格好で……」

　ゴレアスが不機嫌だったのは、アモンの外見である。

　何せ一見してピュアラファンと呼べるヲタクスタイルをしているのだから。

「フッフッフ、兄さんはこの良さが全然分かっていないですなぁ」

「はぁ……分かるわけがないし、分かりたくもない」

「いい加減どうでもいい会話は止やめろお前ら」

　ゴレアスよりも不ふ愉ゆ快かいさを露あらわにしているハヌヴァンの注意が飛ぶ。

「まあ、兵などすぐに募ぼ集しゆうをかけて補ほ充じゆうすればいい。だからそれはいい」

「!?」

　ハヌヴァンのその言葉に、アモンは無意識に拳を握にぎった。

（死んだ兵たちに対しそれだけかよ。兵だって守るべき民のうちだぞ、親父おやじ）

　ハヌヴァンの兵をただの駒こま扱あつかいした事実に衝しよう撃げきを受けていた。

「ゴレアスよ、人間の処刑に失敗したとなれば、我々に対する民たちの信しん頼らいが揺ゆらぐ。それだけではなく人間どもが我々をさらに軽視する事案にもなる。リカルド王子を暗殺したのは我々だというバカげた噂うわさも広がっているのもあるしな」

「本当に申し訳ございません」

「…………まあいい。お前に期待したのが間ま違ちがいだっただけだ」

　悔くやしげに歯を嚙かみしめるゴレアスに気づいたアモンは小さく溜め息を漏もらす。

（それが息子にかける言葉かよ。はぁ、こんなテンションの上がらねえ時間なんて最悪だ。せっかくピュアラちゃん訪問でアゲアゲだったってのによぉ）

　早く自室に帰ってピュアラグッズに囲まれてウハウハしたいとアモンは願う。

　ハヌヴァンに「下がれ」と言われて、ゴレアスとともに部屋を出た。

「……兄さん」

「何も言うなアモン。今回の失態は間違いなくこのゴレアスのせいだ。部下もこれでは浮うかばれん」

　そう言い残すとその場を一人、寂さびしく去って行った。

「…………アニキ、本当にこのままでこの国は大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

　未来に対する不安を口するアモンだったが、どうすれば良くなるのか具体案も思い浮かばず、先程よりも大きな溜め息を零すと、そのまま自室へと戻もどっていった。
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　──【神聖ガンエデン帝国】。

　世界を構成するマナを生み出す〝神樹・アダム〟を中心にして築かれた城──【シャローム城】の一室にて、二人の人物が顔を合わせていた。

　一人は茶塗りの椅い子すに腰こしかけ、テラスへと続く窓の外を眺ながめている。

　そしてもう一人──陸軍大将を任されているパラーチは椅子の背を見つめながら直立不動を維い持じしていた。

「──よくやってくれた。これで滞とどこおりなく計画が進められる」

「はっ、予定外な事態も多くありましたが、概おおむね順調に事を進められております──ファウス殿でん下か」

　パラーチの目前にいる男性こそ、この国の第一王位継けい承しよう者しやであるファウス・ラント・フューラー・ヴェヒターである。

　顔立ちはリカルドと似ているが、体格は圧あつ倒とう的てきにファウスの方が恵めぐまれていた。

　ただ椅子に座っているだけだというのに、その身からはかの『猿えん王おう』──ハヌヴァンにも負けず劣おとらずのオーラを醸かもし出している。

　王族としての覇は気きもそうだが、彼が潜くぐり抜ぬけてきた戦場で培つちかった経験が滲にじみ出ているのかもしれない。

　並みの者なら睨にらまれるだけで吞のみ込まれてしまうほどの存在感だ。

　これがあのリカルドをして敗北の歴史を積み重ねさせてきた人物である。

「しかし奴やつも愚おろかだな。俺を出し抜くためにいろいろ画策して、今回の遠えん征せいをしたのはいいが……」

　フッと笑えみを浮うかべて驚きよう愕がくの真実を口にする。

「よもやこの遠征こそ俺が企てた暗殺計画だとも知らなかったのだからな」

　クククと低い笑い声が部屋中に静かに響ひびき渡わたる。

　リカルドの味方だと思われていたパラーチは、実はファウスの手の者だったという真実。

　そして獣じゆう人じんへの同盟もまたすべては計画を実行しやすくするための誘ゆう導どうでしかなかった。

　獣人の国でリカルドを暗殺し、その死を利用して獣人に責を負わせる。

　当然責任を擦なすり付けても向こう側としては冤えん罪ざいなので認めることはないだろう。

　しかし帝てい国こく民、いや、他の種族はどう思うか。

　元々が野や蛮ばんな種族だ。獣人に対する評価は底値にまで下がり、奴らに与くみする者はいなくなる。

「ちゃんと噂うわさは流してきたのだろうな？」

「はっ、リカルド殿でん下かを暗殺したのは獣人の仕し業わざだということはそのうち全世界に流れることでしょう」

　実際は革命団の一員だと思うが、それよりも目下の目標である獣人たちをターゲットにしたのである。

　何せ獣人たちの方が身内の結束力が強く、戦力としても油断ならない強さを持っているからだ。

「こちらが得た情報では、かの『妖よう精せい族』と獣人が繫つながりを得ようとしていたらしいですから。それを根から絶つためにも、今回の遠征は成功でしたね」

　噂でしかない情報ではあったが、魔ま法ほうだけでなく特とく殊しゆな力を持つ『妖精族』と手を結ばれると厄やつ介かいだ。

　清せい廉れん潔けつ白ぱくを信条とする『妖精族』は、今回のことで獣人たちを危ぶみ距きよ離りを置くことだろう。

「ただ問題は例の革命団だな。それに赤あか装しよう束ぞくの女……」

「恐おそらくは〝赤あか羽ばね宗〟の一いち翼よくかと」

「どいつもこいつも帝国に刃は向むかう羽虫どもめ」

　怒いかりを露あらわにしたファウスから発せられる気圧が大気を震ふるわせ窓を叩たたく。そのせいで窓にヒビが入るのだから息を吞んでしまう。

（ハヌヴァン王も大したものでしたが、この人もまた間違いなく時代に選ばれた傑けつ物ぶつ。本当に面おも白しろくなってきましたね）

　心のうちでパラーチはこの時代を楽しんでいた。

　近いうち必ず大きな動乱が起きる。それは予感ではなく確信だった。

　そしてその渦か中ちゆうにいるのは恐らく三つの勢力。

【帝国】、〝赤羽宗〟、そして──《在るべき世界アヴニール》。

　パラーチにとって、この三みつ巴どもえの戦いくさこそが望むべきこと。

　ただ反発し争うことしかできない獣人たちは邪じや魔まな存在なのだ。

　故ゆえに今回の策をファウスとともに企き画かくした。

　無論この三さん竦すくみの状態を喜々としていることはファウスには知られていないが。

「しかしハーヴィ様はお嘆なげきでしたね。リカルド様がご購こう入にゆうされた《ハーヴィの花はな飾かざり》を抱だきしめ泣かれていたと」

「アイツはリカルドを慕したっていたからな。リカルドもまたハーヴィを愛していた」

「ファウス殿下は愛しておられぬのでしょうか？」

「愛しているさ。何故なぜならハーヴィは俺の計画には必要不可欠なのだからな。リカルドはハーヴィを俺から遠ざけるためにも奮ふん闘とうしていたようだが、すべてはムダに終わった」

　ファウスは確かにハーヴィを愛している。しかしそれは家族愛などではないことは明らか。

　極きよく端たんに言えば玩がん具ぐ愛、だろうか。それも役に立つからこそ成り立つもの。

　ハーヴィという存在に価値などなければ、すぐにでも放ほう棄きする程度の家族愛だ。

　だがパラーチにとってはそんなことどうでもいい。

（ククク、これで世界はまた洗い流される。そして生まれる──新時代が）

　そしてその中心で舵かじを取るのは自分だと、パラーチは思っているのだ。

　パラーチにとって、自分以外の存在はすべて駒こまでしかないのである。

　人、国、世界でさえも──。











エピローグ






　「これからお世話になりまーす！」

　そう言いながらペコリと頭を下げるのは、本来の小さな熊くまの姿になっているミーボであった。

　その隣となりにある一人用のソファにぐで～と寝ね転ころんでいるのがネムタだ。

　現在アクスたちは【コクーン島】へ戻もどってきている。

　そして報告がてら、留守にしている団長の代わりに副長室にいるチェリツのもとへやって来て彼女たちの紹しよう介かいをしているのだ。

　あのネムタ救出から一週間が過ぎていた。

　ゴブリンカイザーを討とう伐ばつしたあと、すぐにアクスはアルティアたちと合流し、ここへ帰ってきたのである。

　その間ずっとネムタは夢の世界であったが。

　誘さそっておいて何だが、本当に革命団に入ってもいいのかとネムタには尋たずねた。

　すると彼女は怠だるそうにこう言った。

『ん～そろそろ根無し草の旅も飽あきたし……ってのは建前として、ネムタを育ててくれたおばあが〝恩返しは忘れるな〟って言ってたんだ』

　彼女曰いわく、まだミーボを救ってくれた恩を返していないとのこと。

　一応ネムタを救った恩は、アクスを暴走から救うことで返したとされているらしい。

　そんな理由で、ネムタはミーボとともに納得いくまで力を貸してくれることになった。

「あ～もうほらぁ、ネムタ。これからお世話になるんだから、ちゃ～んと挨あい拶さつしとかなきゃ」

「……うにゅ？　んぁ？　……あれ？　もうお風ふ呂ろの時間？」

　目をしばたたかせながらネムタが的外れなことを言う。

「なるほど。変わっているけれど面白そうな子ね」

　愉ゆ快かい気げに笑いながらチェリツがネムタを観察している。

　普ふ通つうなら挨拶はしっかりしろと怒ど鳴なる彼女だが、ネムタがこういう存在だと事前に聞かされていたせいか注意をしない。

「お風呂はまだだよ。ほらほら、挨拶～！」

「ええー。まあいいや。ネムタ、十歳。あれ？　十一歳だっけ？　九歳？　いや……えと……まあそこらへんてことでよろしく～」

　思わず肩かたがズルッと落ちそうになる適当さ加減だ。

「ええ、よろしくね二人とも。ただその前にネムタにミーボ、あなたたちが《獣じゆう人じん領》で行ったことは、罪もない者たちへの非道であり許されない行こう為いというのは理解しているかしら？」

「「…………ごめんなさい」」

「ちゃんと反省はしているようね。ならこれから仕事をこなし、少しずつでも報むくいていきなさい」

　二人はしっかりと返事をする。きっと報いるためということも、獣人たちが数多くいる革命団に入った理由の一つに入っているような気がした。

「さて、説教はここまでにして、今回の任務、ご苦労だったわ。カゲツ、アルティア、ピュアラ、ティト」

　アクスだけ名前を呼ばれない。

　無論ここにアクスもいるのだが……。

「あ、あのぉ、副長。そろそろアクスくんを許してあげてもいいんじゃ……」

「まだダメよ。今回のアクスは大減点。しばらくはお仕置き期間よ」

　アルティアがチラチラと部屋の隅すみにいるアクスを見ている。

　アクスは床ゆかに正座させられていた。

　────パンツ一丁で。

　しかも首から『私は暴れるだけが能の女タラシです』と書かれたプラカードをぶら下げて。

「……………………屈くつ辱じよくだ」

　いや、これでも甘い仕置きではある。

　何故なら自分は暴走して仲間テイトをも排はい除じよしようとしたのだから。

　この程度で済ませてもらっているだけありがたいことなのだろう。

　いっそ百発ぶん殴なぐられた方がいくらかマシではあるが。

　こんなアクスの姿を見て、さっきからペンタがゲラゲラ笑いながら床を転げ回っている。

（この野や郎ろう、焼き鳥にしてやろうか）

　だが自分が悪いことも分かっているので我が慢まんするしかない。

「アクス以外はよくやったわ。それとアクス、あなたは本当に馬ば鹿かよ、大馬鹿」

「うぐっ…………副長、一つ聞きたいんだが」

「あら、パンツ一丁の変態さんが何かしら？」

「パンツはあんたが……って、まあいい。……あんたは知ってたのか、パラーチが生きていたことを？」

「………………まあね」

「!?　何故なぜ教えてくれなかった！」

「今回のようなことになると思ったからよ」

「っ…………」

　そう言われてしまえば何も言い返せない。事実知っていれば任務など放ほう棄きして、ただただパラーチを討うつためだけに動いていただろう。

「いい、アクス。あなたの命はもうあなただけのものではないの。あなたが死ねば、傷つけば、悲しむ人がいることを忘れてはダメよ」

　アクスは自分を心配そうに見つめているアルティアたちの視線に気づく。

「…………………すまなかった。ティトも……あの時は……悪い」

「私は別にいいわよ。ああいうカラスくんも新しん鮮せんだったしね。それにちゃんと詫わびとして今度開発する新薬の実験体になってもらうから」

　それはいつもやっているような気もしたが、それはティトの優しさからくるものだと知り思わず笑えみが零こぼれてしまった。

「はぁ、もういいわ。いつまでもそんな破は廉れん恥ちな格好していないで服を着なさいな」

　だからこの姿はあんたがしろって、と言いたくなったが、黙だまって服を着るアクス。

「とにかく今回のことは大いに反省すること。多分ヴィルが帰ってきても同じようなことを言うと思うけれど、相応の罰ばつは甘んじて受け入れなさい」

「ああ、分かってる」

　勝手に戦場で暴走した挙句、帝てい国こくの重要人物であるリカルドを殺したのだから。

　これで本ほん腰ごし入れて帝国が革命団討とう伐ばつに力を入れてくる可能性が高い。

　団長であるヴィルヘルムもチェリツも事情を分かっているから頭ごなしに責めることはないが、これでまた周りがうるさくなるだろう。これもまた自じ業ごう自じ得とくだから仕方がない。

　同じメンバーであるアルティアたちには申し訳ないが。

　その時、ズキッと右目に軽い痛みが走り細める。

（痛……そういやあの時、何で右目だけが痛んだんだ？）

　それにどす黒い感情とともに、それまで感じたことのない力が右目から溢あふれ出てくるのを感じた。

　《傲ごう慢まんの紋章眼オラクル・ウイル》を使っている時とはまた異質な力だった。

（《紋章眼オラクル・ウイル》か……）

　アクスは不意にある人物の顔が思い浮うかんだ。

（……セイガ）

　きっと今後、何度もぶつかる相手だ。

　親友である彼と……。

　それでもこちらには譲ゆずれない信念がある。

（アイツと戦う。……命を懸かけて、か）

　セイガは良いい奴やつだ。それは軍に入った今でも、実際に会って話した上でも分かる。

　アイツには守るべきものがあるということが伝わってきた。

　それでも……。

（もう引き返せない。たとえ外げ道どう非道と呼ばれても、オレは……）

　自ら選せん択たくした道をただ歩むだけ。

　その道の上にどれほどの犠ぎ牲せいがあろうとも──。

「ねえ、元気出しなよ」

「え？」

「ほら、とっておきの飴あめあげるからさ」

　そんなことを言いながら、ネムタがどこから取り出したのか棒つきの飴を差し出してきた。
















　どうやら暗い表情をしてしまっていたようで、彼女にも気を遣つかわれたようだ。

「えっと、まあその……礼を言う」

「うむ、良きに計らえ～」

　飴を受け取ると、ペロリと一ひと舐なめしてみた。

「…………甘い」

　思わず頰ほおが緩ゆるんでしまう優しい甘さだ。

「あー、アクスくんだけズルい！　ネムタちゃん、アルにもくーださい！」

「あ、私も私もー！」

　アルティアに続きピュアラも催さい促そくし始めるが、すでにネムタは寝ね息いきを立てていた。

　起きてもらうためにアルティアたちは彼女の肩かたを揺ゆすってワイワイと賑にぎやかだ。

　その光景を見てアクスは思う。

（そう、だよな。オレにも守りたいものがある）

　たとえセイガと戦うことになったとしても、それを乗り越こえ手に入れたいものもあるのだ。

　家族が平和に暮らせる世の中──。

　かつて義理の母パウラが夢見た世界。

　必ず息子自分の手で成し遂とげたい。

　だからアクスは改めて決意する。

（パウラさんの夢は、絶対にオレが叶かなえるよ）

　だからできればずっと見守っててくれ──。

　そう願い、アクスは静かに瞼まぶたを閉じたのである。










　　　あとがき




　皆様初めましての方は初めまして、お久しぶりの方はお久しぶりの十とお本もとスイです。

　さて、今巻では新たなキャラクターが盛りだくさんの内容となっております。

　何といっても新しい《紋章眼オラクル・ウイル》の使い手──ネムタが登場します。

しかもこのキャラクターは、作者的にかなり気に入っている女の子です。

　そこへ獣じゆう人じんの国が絡んできて、ネムタが囚とらわれてしまうことになり、彼女を救出するためにアクスたちが動くのですが、結果的にそれが規模の大きな戦いへと発展していきます。

　またかつて夕日を見ながら笑い合ったアクスとセイガが戦場で相あい見まみえることになります。

　さらにアクスの憎しみの根源のような存在との予期せぬ邂かい逅こうでアクスは──。

　今回は『第七特殊任務部隊セブンス』勢せい揃ぞろいで挑む任務です。

　様々な者たちの思おも惑わくが渦巻く中、果たしてアクスは無事にネムタを救出することができるのか。

　そしてアクスとセイガが対面し、かつての友が敵対する存在だと互いに気づいた先にそれぞれがどんな答えを出すのか。

　ボリューム溢あふれる物語を是非ご堪たん能のうください。







　最後に謝辞を述べさせて頂きたいと思います。

　第三巻の出版に関わってくださった全ての皆様、ファンの方々には感謝を申し上げます。

　原作絵師担当の柴しば乃の櫂かい人と先生には、いつにも増して魅力的な絵を描いて頂きました。特にカバーイラストは、ずっと見ていられるほどクオリティの高い仕上がりだと思います。

　またネムタのイラストを見れば、その愛らしさに思わず「一家に一人欲しい」とさえ口にしてしまうのではないでしょうか。

　作者として全力で書き上げましたので、最後までジックリと読んで頂けたら幸いです。

　ではまた、是非皆様にお会いできることを祈っております。

　そして皆様が素す晴ばらしき本に巡り会えますように。


十本　スイ










十本スイ

●とおもとすい



十本スイです。ライバルという存在はどんな仕事をしていても必要だと考えます。その方が、より自分を成長させてくれるはずだから。今巻に関しても、主人公とライバルの対比が描かれていますが、かつてともに笑い合った友と敵対する辛さは想像以上かと思います。それでもそういう存在がいるからこそ、人生に深みが出るものだと僕は思うのです。


















カバー・口絵・本文イラスト／柴乃櫂人

カバーデザイン／阿閉高尚










ロード・オブ・リライト３




─最さい強きようスキル《魔ま眼がん》で始はじめる反はん英えい雄ゆう譚たん─








十とお本もとスイ
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